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第十三回那覇市議會（臨時會）

亊務顛末


 
  	招集
  	一九五六．七．一七
 

 
  	開催年月日
  	一九五六．七．二○　二三
 

 
  	會期
  	四日間
 




――― ○ ―――




一、本會議第一日目　一九五六．七．二○　午前十時三九分　午後五時二四分

本日の會議事件並びにその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五六．七．二一（土）建設委員會（總務財政委員の出席を求めて）

一九五六．七．二二（日）休會

――― ○ ―――

二、本會議第二日目　一九五六．七．二三（月）午前十一時一八分　午後三時五一分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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三、亊務處理

１、議會からの陳情書の處理

一九五六．七．二四　那議第四九號をもって　行政主席　立法院議長宛　発送

決議案第三號　七號線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線の道路鋪装方について

２、議會宛の陳情書の處理

イ、市町村自治法第六十五條の規定に依る措置左記の通り

那覇市学校々地個人有地買収及び前島町新設校敷地確保方の陳情

汚物取扱業者の生活権保護方の陳情について

以上二件　那覇第五〇號をもって一九五六．七．二四　市長宛送付

同右　那議第三八ノ一号　那議第七八ノ一号をもってそれぞれ代表者宛回答

ロ、採択通知（陳情代表者宛回答）

那覇市公設市場露天商人立退移動中止に関する陳情二件

一九五六．七．二四　那議第八二の二号

永年勤續市吏員の退隠料支給方の陳情

一九五六．七．二四　那議第八九の二号

軍用地委員會経費補助方の陳情について

一九五六．七．二四　那議第三四ノ一号

公共建物撤去方の陳情

一九五六．七．二四　那議第三九ノ一号

首里大中坂道路の復旧改修方に関する陳情

一九五六．七．二四　那議第八〇ノ一号

城東小学校（水道敷設方について

一九五六．七．二四　那議第二四ノ一号

高良区より新部落間の道路拡張に関する陳情

一九五六．七．二四　那議第　　　　号

宇栄原より小禄運輸前に通する道路拡張に関する陳情

一九五六．七．二四　那議第　　　　号

具志区内主幹橋梁増設並土手補修方について

一九五六．七．二四　那議第二九ノ一号

弁ヶ岳道路新設並に改修方について

一九五六．七．二四　那議第三一ノ一号

ハ、不採択通知（陳情代表者宛回答）

商工會議所への補助方について

一九五六．七．二四　那議第五ノ三号

那覇市清掃條例改正方の陳情について

一九五六．七．二四　那議第三八ノ一号

３、市町村自治法第六十三條の規定による會議結果報告

一九五六年十二月二十一日起案

一九五六　　　　　　　　決裁

一九五六　　　　　　　　発送

那議第　号にて　市長　行政主席　宛





那議發第一の二號

一九五七年一月十六日

議長名

行政主席（一の二）　那覇市長（一の二）宛

議会の結果報告について

一九五六年七月二十日開催の第十三回那覇市議会（臨時会）の結果は別紙の通りであります。

右市町村自治法第六十三條第三項の規定に基き、報告致します。





第十三回那覇市議会（臨時会）會議録

一九五六年七月二十日午前十時三十九分開會

――― ― ―――

○市長（当間重剛君）

御挨拶申上げます。御暑い最中に臨時議会を招集致しました處多数の御出席を頂きましたことを厚く御礼申上げます。去る六月の定例議会に於きまして提案致しましたバスターミナル地下室建設寄附につきましては丁度最終の本会議に私気分が悪くて多分月曜日になるだらうという意味で休みました處が提案の説明も私から出来ずにその侭になっておったのであります。幸いにこれは該当委員会に付託され議会閉会中の御審議を願ったのであります。このターミナル地下室の建設は実は当初の我々の計画にはなかったのであります。處がその後將来この地域に於ける都市の繁栄というものを考える場合にこの地下を只寝かして置くのは勿体ないのじゃないかというような意見が出ました。然し既に予算もそれから議会の議決も地下を含んでいないバスターミナルを設計したのでありますが地下を更に市が直営すれば、市の負担に於いてやれば最少限度八百万円から千二、三百万内の金が掛かるといったような亊情もありますので或は御記憶かも知れませんが、去る三月の定例議会の時にターミナルは業者と一緒になってやったらどうかという御意見に私若しバス業者が全施設をやって那覇市に寄附したならば大変良いというようなことを申しましたが、これを冗談のように皆さんお聴きになったと思いますが決してこれは冗談ではないのであります。と申しますのは東京その他の大都市にあります處の色々の施設が個人か、個人と申しましても会社でありますが―施設をして公共団体に寄附する、その寄附したものを又自分達が契約して相当の賃貸料を出して経営させて貰う、貸して貰うというような例がありますので私はそうしたことを申したのでありますがそういったような思い付は東京にも或は大阪にもそうした例がある訳でありまして今後も市の施設につきまして篤志家がおられますならば或は篤志家にお願いしてこういったものを造りたいという考を持っておったのであります。そういった意味から此建物を造ったらその地下を利用するにはなかなか骨が折れるというのでこの際この地下を利用するため、先ず沖縄でそういった亊の出来る資産家は國場組以外にはないという意味で社長国場幸太郎氏にその話を申出たのであります。只簡單にこれを引受ける訳にはいかんということでありますだが再三の交渉によりまして大体御承諾を得た訳であります。然し乍ら國場組としては自分が造って市に寄附する以上良い加減なものは造りたくないそれが八百万円千万円でいいかも知れないが自分がそれらしいものを造る以上はどうしても千二百万円以上の資金を要するというので内部で色々折衝があったのでありますが結局二百坪を建設して市に寄附しようという處迄話がついたのであります。その後折角二百坪を造って寄附して呉れるならば更に本舘の地下全部についても寄附して貰えんだろうかということを交渉致しましてこれも承諾を得たのでありますが然し國場組の内部としてはかなり大きな資金を寝かすということについて不精々々に承諾した筋もあったようであります。そういった亊情で昨年来交渉しておったのが漸く去る六月の議会に提案することが出来たのであります然し乍ら國場組としては寄附する以上は建築の都合もあるので出来れば全工亊を國場組にさせて貰いたいという条件付になったのでありますがこれも寄附者の意思を尊重する意味において承諾して然るべきじゃないかといったような意味であの三つの議案になった訳であります。どうか市の財政不如意の場合にこうした在り方は今後私達機会のある毎にやって行きたいという考え方を持っておりますので慎重に御審議をお願いしたいと思います

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十五人欠席五人でありまして議会成立致しております。本日をもって第十三回那覇市議会（臨時会）を開会致します

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。

那覇市四区十五組嘉数世栄外十名から議長宛、公共建物撤去方の陳情書が参っておりましたので議長は会議規則第五十九條の規定に基き各位に通告すると共にその所管文教厚生労務委員会に審査を付託致しましたから報告致します。

去る六月の定例議会において議決になりました固定資産の評價に関する技術的援助方の要請については、その文案の起草を税制審議特別委員会に一任されておったのでありますが、同委員会において調製した要請文が議長宛提出されましたので議長から関係宛先にそれぞれ進達手続を終えましたから報告致します。この要請文は印刷の上御手元に差上げてありますのでそれによって御了知願います。

本月十六日付で五番　六番、十番　十七番　二十六番　三十番議員連署により決議案提出について議長宛文書が参っておりますので書記をして朗読報告致します。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ― ―――

一九五六年七月十六日


 
  	五番議員
  	新垣善太郎
 

 
  	六番議員
  	宮里敏慶
 

 
  	十番議員
  	上原光男
 

 
  	十七番議員
  	宮城清三郎
 

 
  	二十六番議員
  	照屋正徳
 

 
  	三十番議員
  	赤嶺慎英
 




那覇市議会議長

泉正重殿

決議案提出について

左記亊件に関し議会の議決を得たいので次期臨時議会に提案方亊務手続相成度会議規則第十五条の規定により別紙の通り決議案を提出致します。

記

決議案算三號　七號線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線の道路鋪装方について

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

總務財政副委員長及び文教厚生労務委員長から議長宛に陳情書の處理に関する委員会審査報告書の提出がありましたのでその写を印刷の上御手元に配布致しました。本件に関しては後刻夫々議題と致し御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

　本月十一日付那発第三、二七四號をもって市長から議長宛議案内容変更について文書が参っておりましたのでその写を印刷の上御手元に配布致しました。本件に関しては後刻議題と致し御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

　今期議会の付議亊件につき説明又は貭疑のため議長は市町村自治法第六十一條の規定に基き書面によって説明者の出席要求を致しました處市長から出席者の職氏名通知がありましたので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ― ―――

二九番議員（備瀬知良君）出席入場

――― ― ―――

那發第三四一三號

一九五六年七月十九日

那覇市長当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

説明者の出席方について（回答）

七月二十日招集の議会（臨時会）に参與員として左記の者を出席させます。

記


 
  	市長
  	当間重剛
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
 

 
  	收入役
  	大湾政順
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	税務課長
  	城田清才
 

 
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	土木課長代理
  	阿波連宗政
 

 
  	衛生課長
  	安座間喜松
 




――― ― ―――

○議長（泉正重君）

書記をして議案その他を配布致させます。

（書記議案その他配付）

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上御手元に配布致してありますのでそれによって御報告に替えます。

――― ― ―――





議事日程第十五号

一九五六年七月二十日

午前十時開議

第一　　今期議会の会議録署名人選挙

第二　　今期議会の会期を定めること

第三　　バスターミナル地下室建設寄附受領について

（市長提出議案第四十七号）

第四　　バスターミナル本舘地下室使用に関する契約について

（市長提出議案第四十八号）

第五　　バスターミナル本舘新築工事請負契約

（市長提出議案第四十九号）

第六　　議案の内容変更同意について

第七　　七号線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線の道路鋪装方について

（五、六、一〇、十七、二十六、三〇番議員提出決議案第三号）

第八　　固定資産の評価に関する技術的援助方について

（税制審議特別委員会審査経過並に結果報告）

第九　　那覇市学校校地個人有地買收及び前島町新設校敷地確保方の陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

第十　　那覇市公設市場露天商人立退移動中止に関する陳情について（二件）

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

第十一　永年勤続市吏員の退隠料支給方の陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

第十二　　商工会議所への補助に関する陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

第十三　　那覇市軍用土地委員会経費補助方の陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

第十四　　興行税撤廃に関する陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

第十五　　那覇市清掃条例改正方の陳情について

（文教厚生労務委員審査経過並に結果報告）

第十六　　汚物取扱業者の生活権保護方の陳情について

（文教厚生労務委員会審査経過並に結果報告）

第十七　　公共建物撤去方の陳情について

（文教厚生労務委員会審査経過並に結果報告）

第十八　　首里大中坂道路の復旧改修方に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十九　　バスターミナル建設に伴う横断道路開設方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第二十　　城南小学校へ水道敷設方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第二十一　高良区より新部落間の道路拡張に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第二十二　宇栄原より小禄運輪前に通ずる道路拡張に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第二十三　高良バス停留所より政府道小禄仲地線支点迄の道路改修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第二十四　具志区内主幹橋梁増設並に土手補修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第二十五　沖配電松尾支店より琉球政府及び立法院へ通ずる道路排水溝の鋪装修理に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第二十六　弁ヶ岳道路新設並に改修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）





本日の會議に付した亊件

日程第一　　今期議会の会議録署名人選挙

日程第二　　今期議会の会期を定めること

日程第三　　バスターミナル地下室建設寄附受領について

（市長提出議案第四十七号）

日程第四　　バスターミナル本舘地下室使用に関する契約について

（市長提出議案第四十八号）

日程第五　　バスターミナル本舘新築工事請負契約

（市長提出議案第四十九号）

日程第六　　議案の内容変更同意について

日程第七　　七号線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線の道路鋪装方について

（五、六、一〇、十七、二十六、三〇番議員提出　決議案第三号）

日程第八　　固定資産の評価に関する技術的援助方について

（税制審議特別委員会審査経過並に結果報告）

日程第九　　那覇市学校々地個人有地買収及び前島町新設校敷地確保方の陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

日程第十　　那覇市公設市場露天商人立退移動中止に関する陳情について（二件）

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

日程第十一　軍用地問題に関する緊急貭問

日程第十二　永年勤続市吏員の退隠料支給方の陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

日程第十三　商工会議所への補助に関する陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

日程第十四　那覇市軍用土地委員会経費補助方の陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

日程第十五　興行税撤廃に関する陳情について

（総務財政委員会審査経過並に結果報告）

日程第十六　那覇市清掃条例改正方の陳情について

（文教厚生労務委員審査経過並に結果報告）

日程第十七　汚物取扱業者の生活権保護方の陳情について

（文教厚生労務委員会審査経過並に結果報告）

日程第十八　公共建物撤去方の陳情について

（文教厚生労務委員会審査経過並に結果報告）





○議長（泉正重君）

只今から本日の会議を開くことに致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

日程第一の今期議会の会議録署名人の選擧でありますが恒例によりまして選擧の煩を省きまして議長の指名に致して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しまして今期議会の会議録署名人二人議長から指名致します。

八番議員渡口麗秀君、二十一番議員比嘉佑直君以上の御両人にお願い致します

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

日程第二今期議会の会期を定めることについてを議題と致しお諮り致します。亊務局の案と致しましては本日議案を上程建設委員会の審査報告お手元に配布してあります議案内容変更の同意議決を致しまして更にそれを委員会に付託する。他の決議案や陳情書を処理致しましてそれについては御意見があるのであとでお諮り致したいと思いますが議案内容の変更になります。建設委員会に付託された議案の審議であります。それが本日晝休み時間を利用しておやり頂けるか或は特別に明日一日そのために日程を作る必要があるかどうかそうなりますと日曜日は休んで月曜日の本会議で議案を上程して委員会の審査報告討論採決をする。こういうことになるのでありますが先ず議案内容の変更同意を議決致しましたものを更に建設委員会に付託致す訳です　どうでございませう　建設委員会の審査を晝休みの一時間でやって頂ければ・・・暫く休憩致します

（午前十時五十四分休憩）

――― ― ―――

（午前十一時一分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。日程第二の今期議会の会期を定めることについて先程御報告申上げました通り本日議案上程建設委員会の審査報告を承って次に議案内容の変更の同意議決をする　更にそれを建設委員会に審査を付託する従って建設委員会は明土曜日に委員会をお開きになって頂き引続き本日の午後は決議案その他の処程をおやり下さいまして日曜日休んで月曜日議案を上程して土曜日における建設委員会の審査報告を承って討論採決に入るそういう風に致しますと結局、日曜日を含めて会期四日間ということになりますが、今期議会の会期を四日間に可決致して御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

では日程第三バスターミナル地下室建設寄附受領について市長提出議案第四十七号、第四バスターミナル本舘地下室使用に関する契約について、日程第五バスターミナル本館新築工亊請負契約について日程第六の議案内容変更同意についてこの日程第三、四、五、六を一括議題と致しまして従って日程第三、第四、第五に対する建設委員会の審査経過並に結果の報告を願います。

○島袋嘉順君

委員長の報告の始まる前にお願いしておきますが今日本会議の日程を決める前に申上げる積りでありましたが、遅れましたけれども本日の会議に緊急に市長に対して貭問がございますので出来れば本日の日程を濟んでからお願いしたいと思います。その点宜しく取計って頂きたいと思います





議案第四十七号

バスターミナル地下室建設寄附受領について

右の議案を別紙の通り提出する

一九五六年六月二十三日

提出者　那覇市長当間重剛

　　　　　説明　市町村自治法第三十六条第一項第八号の規定に基き本案を提出致します





地下室建設寄附受領について

バスターミナル本舘地下室建設寄附に対して左記により受領する

記

一、寄附の物件及建設場所

バスターミナル本舘地下室

那覇市下泉町一丁目

一、建物坪数

四百坪

一、寄附出願者

合資会社　國場組

代表者　国場幸太郎

一、条件

１、設計は市と國場組と協同設計をなすこと

２、工事の施工は市の指示に從う

３、出願者は建設工事が竣工したとき直ちにこれを市に寄附する

　　４、地下室の寄附受領後、市は出願者に対してこれを貸付するものとし出願者がこれの使用收益をなすことを承認する





写

地下室建設寄附願

那覇市の都市計画も市当局の御尽力によりまして着々とその成果を修められ琉球の首都として面目を一新しつつありますことは御同慶に存んじますと共に市当局の御健闘に対し市民の一人と致しまして深く謝意を表するものであります

扨て市当局におかれては当面の急務である交通機関の規定と旧市街地の繁栄と致しまして今回旭町　旧那覇驛跡にバスターミナルを建設されることは最も時宜を得た御計画であると存じます

つきましては幣社　市当局のこの御計画に微力乍ら御協力致し該地域の発展促進の一助と致しまして同ターミナル本舘の地下に地下室四百坪（坪当り　三万円程度但し附帶施設を含まず）を建設し　左条件の下に寄附致したいと存じますので御受領下さる様お願い致します

一、工亊の都合上バスターミナル本舘の工亊請負契約を弊社と締結する

一、地下室の寄贈後　市は該地下室を弊社が使用することを認め弊社と賃貸契約を締結する

一九五六年六月十八日

合資会社　國場組

代表者　国場幸太郎

那覇市長　当間重剛殿





議案第四十八号

バスターミナル本舘地下室の使用に関する契約について

右の議案を別紙の通り提出する

一九五六年六月二十三日

提出者　那覇市長当間重剛

　　　　　説明　市町村自治法第三十六条第一項第十三号の規定に基き本案を提出致します





バスターミナル本舘地下室の使用に関する契約について

地下室建設寄附受領後に於ける該地下室の使用に関して寄附の条件によって合資会社國場組と左記により契約を締結する

記

契約書

那覇市旭町バスターミナル内本舘地下室の使用について那覇市長当間重剛（以下甲と云う）と合資会社國場組代表者国場幸太郎（以下乙と云う）との間に次の通り契約を締結する

一、甲はバスターミナル本舘地下室（四百坪）をこの契約に定めるところにより乙が使用することを承諾する

二、乙は該地下室の使用料として月金五万円也を毎月五日まで当月分を甲に支払うものとする

但し、使用料に関しては甲、乙協議の上これの増減を図ることができる

三、この契約による使用期間は契約締結の日より二十年とする

但し、甲、乙協議の上この契約と同一条件で契約を更新することができる

四、乙が該地下室の使用期間中　地下室の維持修繕は乙の負担に於いてなすものとする

五、乙は該地下室の使用に当りその業態については事前に甲の承認を得るものとする

六、乙が契約に反するときは甲は契約期間中と雖もこの契約を解除することができる

この場合乙に損害が生じてもその賠償の責を負わない

七、この契約に定める以外の事項については甲、乙協議の上別に定める

右契約を証するため契約書二通作成し、甲乙各一通これを所持する

一九五六年　月　日

甲、那覇市長　当間重剛

乙、合資会社　國場組

代表者　国場幸太郎





議案第四九号

バスターミナル本館新築工亊請負契約

右　議案を別紙の通り提出する

一九五六年　六月二十三日

提出者　那覇市長　当間重剛

説明

一九五五年三月三十一日那覇市条例第三号「議会の議決又は住民の投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」第六条第一号及び一九五三年十二月十六日那覇市条例第四六号「工亊その他請負契約条例」第四条第一項第八号に基き本案を提出する





バスターミナル本舘新築工事請負契約

バスターミナル設置に伴う次の工事請負契約を締結する

記

一、契約の目的　　バスターミナル本舘新築工事請負

一、契約金額　　　一金貳阡壱百万円也

一、契約工事期間　着工の日より八ヶ月間

一、契約の相手方　合資会社國場組代表者　国場幸太郎

一、支出費目

第五款都市計画事業費　第七項バスターミナル建設費　第一目バスターミナル建設費　第二四節工事請負費





建築物同一施工者に依る技術的利点

一、工期の短縮可能

別個に施工した場合地下工亊を完了し引渡后　始めて地上工事を着工する事が出来るわけで、同一の場合は普通の二、三階と同様續行して工事を進める亊が出来るので工亊施工工程に從ひ順次仕上工亊に進行せしめて工期及び仕亊の段取りに無駄がなく、又仮設工亊及びその附属建物或は材料の配置搬入移動も工亊工程に順じてスムースに行ふ亊が出来、現場の整頓監理も容易になり工期を短縮する亊が可能である。

同一の場合　地上八ヶ月　地下四ヶ月　計十二ヶ月

別個の場合　地上一〇ヶ月　地下四ヶ月　計十四ヶ月

二、工亊費の節減

同一施工者による場合は仮設工亊及付属建物、下小屋、材料置場等が流用出来ために仮設工亊費及び質材の配置、搬入、移動の運搬費等　又工期の短縮による経費も節減出来るわけである。

三、建築技術上の関連性

建築構造上一本の材を使用した場合が有利の時でも、之が別個の施工者の場合は分離しなければならないし、そのために余分な補強資材或は施工を必要とすることになり、それに附隨して工期の遅延、工亊費の増大、建築美觀上の損傷などがおこり、或は既竣工部分に対しての管理維持、監督上の困難等幾多の弊害の因をなす時がある。

四、建築物施工の責任保証

之は万一の場合であるが別個の場合、例へば施工上亀裂等が生じた場合地下の施工不完全のために地上部分に影響を與へたが　地上部分自身の不完全か、或は逆か。

何れにしても施工の責任保証が困難で工亊は最上の出来栄えを期待し得ない時がある。





○建設委員長（儀武息睦君）

只今一括議題となりました日程第三第四、第五のバスターミナル地下室建設寄附受領について市長提出議案第四十七號、バスターミナル本舘地下室の使用に関する契約について市長提出議案第四十八号、バスターミナル本舘新築工亊請負契約市長提出議案第四十九号について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。

　本三案につきましては、客月二十五日の第十二回議会（定例会）に於いて本委員会にその審査を付託され議会閉会中の継続審査を認められたものでありまして本月五日午后二時委員会を開催　委員十名出席の下に各主管部課長の出席を求めましてその審査を行ったのであります

バスターミナル設置については去る四月六日の第十回議会（定例会）に於て業者とも話合の上既に可決され愈々その着工の運びとなり今回本議案提出となったのであります本議案は三件夫々関連した議案でありまして本委員会に於いては一括審査に付し慎重審議を行ったのであります。

その審査の要点を申上げますと

國場組代表者国場幸太郎氏が今回バスターミナル本舘の地下に地下室四百坪（坪当り三万円程度）を建設し左の條件の下に寄附致したいというのであります

　　一、工亊の都合上バスターミナル本舘の工亊請負契約を弊社と締結する

　　一、地下室の寄贈後市は該地下室を弊社が使用することを認め弊社と賃貸契約を締結する

そこで委員の一部では地下室の寄贈に依って本舘の工亊請負を隨意契約することは市民に疑惑を抱かしめ將来面白からぬ結果を齎らす虞れが出来はしないか、出来得れば既定方針通り市自体によって公入札に付した方がよいと思うがどうかという貭疑があったのであります。

それで当局の答弁では地下室建設費千二百万円の寄贈と又地下室の使用料五万円（坪百二十五円）が市の財政面に寄与することになり地下と階上を切り離し公入札した場合でも其の技術的利点の差があり工亊費に於いても階上より地下室の方は本舘の基礎ともなるのでその二倍も掛かることになり市民負担の見地からも國場組にさせた方がよいというのであります

尚バスターミナル本舘地下室の使用に関する契約については四百坪を仕切って二十年も貸すことは外の貸店業者との業態的見地から熟慮を有することであるし、使用期間契約が二十ヶ年で引続き同一条件で二十ヶ年契約更新された場合何となく永代契約同様な形になり必ずや市民の非難を受けることは必定であるがこの二点について当局はどう考えているかと伺ったのであります。そこで当局の答弁では該地下室の使用に当りその業態については、外の業者との関係もあるのでトラブルの起らない様、亊前に当局と打合せすることになってその承認を得る様にしてある出来得ればお客さんの誘致策として各業者が出て来るのでそういった点を充分察知して条件付で貸すことにする。又二十ヶ年の使用契約が切れた場合この契約と同一條件で契約を更新することができるとなっているが必ずしもこれに拘泥しなければならないことはない。契約が切れて地下室を空けて置く訳に行かないから其の点市民の非難がない様充分気を付けて管理に当りたいというのであります

　バスターミナル本舘新築工亊請負契約については土建業者間でも本議案提出に依りやりたがっている者もあるやに聞くが本舘のみを別個に公入札させた方がよいではないか、そうすることによって市民の疑惑も晴れることになると思うが如何かと貭しました処、この施工上の問題は同一請負人の施工によることが技術面から工亊の一貫性が保たれ尚仮設工亊及附属建物等が凡て、工亊費の節減が出来、若しこれが別個に分離した場合、工期の遲延工亊費の増大等幾多の弊害をまねく因となる時があり矢張り一貫工亊とした方が良いというのであります

そこで種々貭疑応答がなされ本三議案について愼重に審議なされたのであります。尚本件に関しましては本議案の様に条件を付し、やりたいという業者が出た場合は入札に付しても差支えないとの当局の説明もありましたが結局本議案の總括的な検討を加えねばならないというので第一回委員会を閉会し九日再び委員会を開くことになったのであります

第二回目の委員会は出席委員十名に主管部課長の出席を求め先日の三件議案の審議を行なったのでありますが、審議の前当局より本議案について國場組より地下室建設寄附願の変更申出があったというのであります。

その要旨を申上げますと、最近土建業界で競爭が多い為、亊業の資金難に困窮を来たし、当國場組も同様な状態にありますため地下室四百坪を建設し寄附することに願ったのを地下室二百坪に減少変更したいというのであります。

それで一応本議案によって審査を致し本会議に於て訂正させたらという案と又二百坪にして審議を進めたらという意見もありましたが　本議案は客月二十五日の本会議で本議案によって建設委員会に付託されたので議案の内容変更を要する場合は一応本会議の同意を得なければならないということになり本委員会としては結論を見ないまま本日の議会に持ち越すことになったのであります。

以上簡單ではありますが委員会審査経過の報告と致します

○議長（泉正重君）

只今の建設委員長の報告に対しまして日程第六の議案の内容変更についてはお手元に配布してあります市長から議長宛の議案の内容変更についてを御覧になって頂きたい。この変更になった理由経緯につき当局の説明を求めます





寫

那発第三二七四号

一九五六年七月十一日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

議案内容変更について

曩に合資会社國場組より願い出がありました、バスターミナル本舘地下室建設寄附の件について、今回同組より寄附物件の地下室の坪数四百坪を二百坪に変更したい旨、別紙の通り申出がありますので、貴議会に於いて御審議中の本職提出議案第四十七号及び第四十八号の内容について左記の通り変更致します。

記

議案第四十七号別紙中

変更前　一、建物坪数四百坪

変更後　一、建物坪数二百坪

議案第四十八号別紙契約書第一条及び第二条中

変更前

一、バスターミナル本舘地下室（四百坪）

一、使用料として月金五万円也

変更後

一、バスターミナル本舘地下室（二百坪）

一、使用料としては月金二万五千円也





地下室建設寄附願中地下室の坪数を変更することについて

一九五六年六月十八日附をもって弊社より貴市に対してバスターミナル本舘地下室の寄附願いを致しましたが最近土建業界の競争が激しく資金面に於いては各業者共困窮している現状でありまして、弊社の場合に於きましても同様な状態であり　この地下室建設寄附については再検討を加えなければならない事情に立ち至っているのあります。

然し乍ら貴市の公共事業に対して、弊社が側面から、これを御援助致したいと云う意志には聊かも変りはないのでありますが、先程も申し上げた通り資金面との都合上曩に提出致しました地下室寄附願本文中四百坪とあるのを二百坪に変更致し度く

右御承諾の上御受理下さる様お願い致します。

一九五六年七月七日

合資会社　國場組

代表者　国場幸太郎　印

那覇市長

当間重剛殿





◯財政部長（長嶺良松君）

四百坪の寄附願が二百坪に変更になったということは國場組の資金面からの理由に依るものであり今先も委員長から説明がありました通りに資金面が苦しくあるので四百坪を二百坪にして頂きたいというように願い出て来た訳であります。

◯議長（泉正重君）

貭疑に入ります。

◯島袋嘉順君

もう少し内容を詳しく説明して頂きたいと思います　只今國場組が最初四百坪といい乍ら今二百坪に変更して来た財政部としては向うは資金難というからそれでいいだろうという丈で議会に諮っているのはどうかと思う。もう少し技術屋なら技術に関してバスターミナル建設に関しての施設やら当局の考え方なんかもある筈です　例えば当局はこれでいいと思っているのか悪いと思っているのか、そういう處迄は話して貰わないと私達は技術屋じゃありませんので

◯建設部長（安次富長昌君）

島袋さんの今の技術的基礎というのは何ですか。

◯島袋嘉順君

地下室の四百坪を向うが造ってやるということは、委員会の報告を聴いて大体分っておりますけれども改めて今度國場組から資金関係で二百坪にして呉れという　余り多過ぎるからそういう風に変更して呉れというのが出てきておりますが当局としては四百坪から二百坪に減じて呉れといったことに対して只資金難だから変更して呉れということで丈ですむかというのであります。大体委員会で決定しつつある四百坪はそれは条件がいいから二百坪にして仕舞えということで出て来たのか実際の資金難だから四百坪を申出たけれども今はそれが困難になっているか

◯建築課長（宮平粂男君）

その内容は分りませんけれども向うが最初四百坪だった訳ですよ、それが今度半分にしたいというもんだからそうかと聞いている訳です

◯島袋嘉順君

委員会としては四百坪で検討したのです。それを今度変更して二百坪にして呉れというのですから委員会としては本会議に対して責任を取らなければならないと思うからそのことにつきまして一応四百坪から二百坪に減じた理由が資金難だからという丈でいいかどうか、当局としては市民の疑惑を買うかも知れないけれども何か建設をする場合に市が儲かるからいいんだという風な委員会の報告見たいに聞いておりますがそういつたことが更に市民の疑惑を生みはしないか、当局としては國場組にそいつた折衡なんかもやって来たかどうか、やらなければ私達から疑問が出て貭問しても当局は答える術がないと思う。

◯建築課長（宮平粂男君）

成可くだつたら四百坪をさせたかった訳なんですが、向うが半分というのだから、技術面だったら半分やらが全部やらうが建物には何ら関係はない訳なんです。收入面ではどうかと疑問は有りますけれども技術面では何ら差支えはありません。

◯島袋嘉順君

技術面では差支えないという見解のようでありますが経営の面から總務或は財政の方でもう少し変更の問題について向うに折衡した経過があったかどうか、あれば説明して貰いたい。それで運営が良く行けるかどうか、そういったことも若し交渉しておりましたら報告して頂きたい

◯市長（当間重剛君）

四百坪が二百坪に減った経緯は私はっきり知っておりませんが先刻十二番議員のお出になる前に説明したのでありますが　何しろ大金でありますから当初は私は二百坪を交渉した處案外向うが承諾したものですから折角やって頂くならば四百坪にして貰いたい、その点向うでも色々社内で議論があったそうでありますが結局社長は四百坪にしようじゃないかといったことになった訳です。それが最初の経緯ですがその後二百坪になつたのは分っておりませんが結局私から懇望した元の姿に帰ったという丈のことじゃないかと思います

◯島袋嘉順君

そうしますと市長としては二百坪と申出たが四百坪にした　處が算盤を取ってみたら合はなかったというのですか。

◯市長（当間重剛君）

そうじゃありません。二百坪を出来るならば四百坪迄造って呉れんかということに対しては大体社内では反対があったけれども社長が押し切ったという恰好だったと私は解釈しております。

◯議長（泉正重君）

只今貭疑になっておりますけれども、十二番議員のおっしゃるのは当局の説明が余り杜撰で簡單過ぎる折角、こういう内容を変更するに至った理由経緯をもつと詳細に説明すべきじゃないかと突込んだ訳です。ただ向うの資金難によって変更しました然るべくという説明丈ではどうにもならない。それについて当局はどう思うかといったことでありますがどういった貭疑があろうかということを考えた上でよく御説明願いたいと思います。

◯島袋喜順君

説明が不十分だから分らして貰いたいという訳です。分らなければ貭疑も出て来ませんよ

◯議長（泉正重君）

結局申上げることは議案の内容変更を当局から申出ておりますので変更していいかどうかということについてお諮り願った後で今度議案が変更願ったものについて御貭疑願いたいこういう風に進んで頂きたいと思います。只今当局から大体の内容変更についてのお話があったのでありますが本件に関しましては会議規則第十七条の規定に議題となった議案又は動議は発議者において議会の同意を得なければ撤回し又は変更することが出来ないと謳われておりますのでこの規定によって処置しなければならない訳であります。従ってお諮り致します

◯島袋嘉順君

今日の会議に議案内容の変更の同意について市長から出されておりますが、そのことの審議に限ぎられる訳ですかと申しますのは建設委員会の説明に対しても私は貭問があるのですそれは四十七号　四十八号　四十九号に亘る、そうでなければこの変更の問題が納得が行かないのじゃないかと思います。

○議長（泉正重君）

当局では四百坪案を二百坪案に変更した後に貭疑に入りたいこういう訳です。

○島袋嘉順君

委員会から付託された審議の結果を報告する議会においてもそのことについて審議にならなければならないのじゃないかと思う。それについて審議を加えて四百坪でよいという結論を見てから再び変更の問題に入るのが常道じゃないかと思う

○議長（泉正重君）

既に内容変更の当局の申出がありました以上内容変更をしていいかどうかをお諮りして構わないということであればそれについて御貭疑を承る・・・

○島袋嘉順君

そういう場合でも四百坪の問題を委員会で検討なさったその検討なさった過程についても貭問がありますだからすべて関連致します

○議長（泉正重君）

関連いたしますが四百坪を生かしたままで貭疑に入るのではなくて一応変更丈は認めて貭疑に入るということになる訳です

○宮城清三郎君

今の御説明はおかしいと思うのですよ。私達は四百坪をその侭変更しないでさせるか或はこれをどうするかということについて当局にこれをはっきり確める、貭疑も説明も十分行かない中にそれを認めてそれから貭問に入るということはおかしいのです

○議長（泉正重君）

既に四百坪案は当局の方で変更したいという申出がありますのでそれを変更していいかどうかということをお諮りして皆さんの方で内容の変更をした上で貭疑してよろしいということであればそれに入るその内容の変更をしていけないということになって始めてこの案に戻る訳ですから変更していいかどうかということを先ず・・・

○島袋嘉順君

その変更しなければいけない経過迄に財政部長或は建築課長の説明丈では私達は変更の意味が分らない訳です。四百坪の問題も審議されない中に議案を撤回して変更しようという場合その爲には矢張り変更する迄の経緯を、例えば先程も貭問を追加して申上げようと思ったのは最初四百坪であったが、それは國場組以外の資本の小さい会社には出来ないかも知れない處が二百坪になった場合は案外他の会社でも出来るかも知れない一ヵ月に五万円及至二万五千円の使用料を拂って使うからには儲けがなければやらない筈である。それからいえば他の土建会社でも出来るのじゃないか、そういう疑問が出るそういう点は当局に財政的にも技術的にも確かめてみなければ分らない筈です

○議長（泉正重君）

十二番議員（島袋嘉順君）の言われるのはつまり四百坪を二百坪に変更する理由について当局に貭疑するということに解釈致しまして当局はそれについて御答辨を願います

○市長（当間重剛君）

今の十二番議員の御貭問の趣旨はこう解釈していいのですか。バスターミナルの一号舘を公入札に付する条件に落札したものは二百坪の地下室を造って寄附するという条件をつけることが出来るという風な御趣旨に承っていいのですか。

○島袋嘉順君

私は市として最初の決議はこれを公入札に付するということでしょ。それに対して國場組は条件をつけて請負わして呉れと来た我々が最初から条件をつけて投出したのではなく造ることに対して國場組は条件をつけて申出て来た。それが四百坪になっておった。處が矢張り二百坪でなければ合わないといって来た

○市長（当間重剛君）

最初二百坪を私の方では頼んだ訳です。併し、条件としては数年間ある程度の利潤を取り返す迄は使用して貰う。この程度の交渉しか持っておりません。只その後に國場組としては出来れば自分達に建設工亊を本舘ともやらして貰いたい。それから建築課の技術的の面からいえば同人が全部やった方がいいということもあったのでこうした案を出した訳です。處結局最初私が頼んだ處に歸った如何なる会社の亊情かわ知りませんが四百坪はちょっと現在の資金面で都合が悪いので二百坪にして貰いたいといったような訳であります。從って今おっしゃるように他の建築業者においてもできるのではないかという考えであれば先程私も申上げましたように入札に付して落札した人は地下を寄附するからいうようなことを貭問した訳であります。

○島袋嘉順君

そういう条件付じゃなくして最初はバスターミナルをやることについては公入札にさせる、その前に市長は二百坪を寄附して貰うという条件付で交渉なさったわけですがそうしましたら出ております議案四十七号、四十八号、四十九号が出て来たわけですが、これは向うから最初から話しまして公入札に付するから申出てみようというのじゃなくして、市長から申出た訳ですか、建築契約ですか。

○市長（当間重剛君）

建築契約は向うからの希望です。請負を向うにさせて呉れという希望です

○島袋嘉順君

そのときに条件を入れた訳ですか

○市長（当間重剛君）

最初の話しは要するに地上を造ってからでは地下の方は後の祭りになるから上の施設をする前に地下を作った方がいいということを最初の計画の後に気がついたそれで可能な人は誰かということになったので國場組がそういった可能性があるのではないかということになった訳です。若し國場組が建築請負会社でなかったならば、こういう問題は出なかった。偶々國場組が建築業者であるためにこの問題が出て来た、例えば那覇市の市場を提供する、これを或る人が建築をして市に寄附したい併しこの人は建築業者であるからこれ迄は条件に付さない、只作って寄附する偶々國場組の場合であったために建築もやっているために、この問題が向うの希望が出て来た訳であります。

○島袋嘉順君

最初の申入れは市長が申出た訳ですがそれに対して國場組が条件をつけてやって来たのでしょう。

○市長（当間重剛君）

向うとしては建築業者であるために工亊迄も自分たちにやらして呉れという希望が来た訳です。

○島袋嘉順君

議案は四百坪になっておりましたね

○市長（当間重剛君）

向うが案外きいて呉れたもんですから更に欲を出して四百坪やった訳です

○島袋嘉順君

市長が先に向うに呼び掛けてそれから向うが条件をつけてやって来たそれが四百坪を二百坪に変更して呉れと来た、この場合に公入札を二百坪を提供する人に委せるという意味の指定された公入札にしたらという意味じゃなくしてそういう条件があるならば四百坪ならば國場組でないとできないかも知れませんが、他の業者でも二百坪なら出来るかも知れません。そういった場合にこれは國場組でなくても沖縄の他の業者にも可能性はありはしないか。

○市長（当間重剛君）

それは見当はつきませんか。

○島袋嘉順君

何れにしても四百坪をやったという過程につきましても一応市長が指定なさったのでしょう

○市長（当間重剛君）

そうです

○島袋嘉順君

そのことにつきまして二百坪になって来ているのでしょう。その経過が今までの当局の説明丈じゃ分らなかった訳です

○市長（当間重剛君）

途中からやって来たのですからその途中のことは私もよく知らない

○市長（当間重剛君）

交渉はなさったのでしょ、二百坪ということは最初から

○議長（泉正重君）

聽き洩らしたような点がありますのでお聴しますがつまり市長はそれをきいているのです。今のターミナルを反対にしまして本館の建設、あれに伴って公入札をします場合にその落札者はその地下室の二百坪を建設する、寄附するのだという条件で公入札に付していってもいいかと市長はいうのですが

○島袋嘉順君

今から改めて國場組そういった特定の業者を抜にして地下室を全部入れて入札させる、但し地下室の場合は条件を付して改めてやるということになる

○赤嶺慎英君

議亊の進め方について申上げますが只今議長は日程の三から六号迄は一括上程されているように考えておりますが六号議案の内容変更一つでけりをつけようとなさっていらっしゃる處に只今の十二番議員（島袋嘉順君）の疑問が出て来たのではないかと考えられる訳であります。それで折角建設委員会の委員長の御報告になっている問題でありますが、飽く迄も最初申上げました通り三から六号までを一括に上程して頂きましてその貭疑に移り、そうして最後にその内容が分ったとたんに第六号議案を總締括りをして頂くように、進行方をお願いしたいと思います。

○議長（泉正重君）

お諮り申上げることに少し手抜かりがあったようでありますが実は私が申上げましたのはこうなんであります。日程第三第四第五について先程建設委員長からの経過の御報告がありましたがその報告の中で四百坪の内容の変更を来たしたために審議が中止になって居る。從って本会議でも当局からかくかくの如く内容変更を致したいこういう申出がありましたのでこの内容丈は変更した後に貭疑に入るべきではないか、つまり内容を変更していいかということは簡單に申しますと先程の議案と今度刷り換えました議案を取り換えてよろしいならばこれを承認してよろしいかというのじゃないのですよ。その後に二百坪案に立却して先程の建設委員長の御報告を兼ねて貭疑に入る、こういう意味です。その内容の変更丈は取り換えてよろしゅうございますかということですよ。取り換えた後に皆様の貭疑討論に入るというのです。貭疑が済みましたら二百坪を承認して下さいますかというのじゃありません。この議案を当局の方で取り換を申し立ておりますがそれでよろしいかといふのです

○赤嶺慎英君

建設委員長にお願い致しますが只今の議長のお話しもありました通り委員会の最中当局から今の四百坪を二百坪に訂正方があってそれを議会で承認して呉れなければ審議は継続できないというような報告をの一面御報告して頂きたいと思います

○儀武息睦君

只今の三十番議員にお答え致します。我々と致しましては審議中に第一の議案の寄附申込の件が四百坪が二百坪に変更の申出がありましたのでこれは委員会としては四百坪としての委員会付託になっているので二百坪としての委員会付託になっていないからこれは一応本会議でもって更に提案替をして貰うか、或は議案を変更して貰うかでないと我々には越権行爲となるという見地から本会議で報告した訳であります。

○赤嶺慎英君

もう一回お訊ねします。それでは日程の三号から五号迄は付託されました建設委員会としてはまだ審議未了であると解釈して差支えないのでございますか。

○儀武息睦君

そうであります。審議未了になっておるのであります

（「進行願います」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します。つまり前の建設委員会の御報告願ったものは内容が四百坪であり、且つ賃貸料が五万円になっておりますが今度新しく当局で内容を変更したいという申出がありその内容の取替をやってよろしうございますか、ということをお諮り申上げます

○宮城清三郎君

只今の御説明はどうも腑に落ちないような感じかしております理由は私達は四百坪を今迄議案としておったそれを半分にして承認はしなくてもただ議案を取替えるということ丈で一応それを取替えてからそして更に貭疑に移ろうという御意見でしょう。私はこう思うのです。先ず議案を変更するということを前提の下に如何にしてこれをどうして変更しなければならないか、という理由がある筈です。それを認めて始めて取替が出来るのであって結局認めて議案を取替えて変更してから貭疑をするということは一応認めたものを更に貭疑をするということになるのですから結局そこの説明をもう少しお願い致します。

○議長（泉正重君）

二百坪に変更して始めて貭疑が出来るのじゃないか・・・

○島袋嘉順君

國場組とは同会社が最初二百坪と打出したのを四百坪にした。それを又二百坪とした。これが工亊上設計上の変更なら分る。然しこれは四百坪と二百坪という寄附の間には相当の開きがあると思うそれを最初の四百坪を今二百坪にしようとしているところが腑に落ちない。ほやほやの会社であれば算盤が違ったから変更して呉れというなら分るが既に経験者であるそれを資金難だからという申出があったので、そうしたという丈では納得が行かない。そこの處をもう少し、確めてみないというと議案の四十七号四十八号、四十九号について建設委員会の審議について貭疑応答をさせて貰いたい。

○議長（泉正重君）

既に二百坪に変更したような御貭疑になっておりますがまだやっておりませんよ、取替しておりませんよ、取替えてよろしいか、お諮りして始めて十二番議員も突込みが出来るのじゃないかと思います

（「休憩して下さい」と呼ぶ者あり。私語多し）

○高良清二君

議亊進行にどうも支障を来しているようでありますのでこの收拾をつける意味において本会議にしないで内容を十分熟知する迄は本会議を休憩致しまして協議会としてその内容の具体的、且つ議員の各位が十分納得の行く迄は協議会としてこれを検討し十分納得した上に本会議を再開致したい、こういう要望をするものであります

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今の動議が出ておりますもっと話合をしてはっきりするまで本会議を協議会にもって行って懇談したい、こういう三十五番議員（高良清二君）の動議でございます　よろしうございますか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って協議会に入ります

（午前十一時四十六分休憩）

――― ― ―――

（午前十一時五十八分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。では再びお諮り申上げたいと思いますが只今の日程第六につきましては会議規則第十七条の規定に一旦議題となった議案又は動議というものは發議者において議会の同意を得なければこれを撤回したり或は変更したりすることが出来ないこういうことがありますのでその規定によって一応処理しなければならない、でありますから当局の申出ているように内容を変更していいか変更された内容に從って貭疑し且つ討論するというのが建前であり当局で既に廃案にしたい、それを生かしたままでは貭疑討論が出来ないのです。だから当局の申出の通りに議案の内容を変更していいかということについて同意するかどうか、同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めますよって左様決定致しまして本件はその内容を変更致します。そうなれば新しい内容を伴った議案として貭疑に移ることになりますが丁度中食時刻でありますので食亊のため休憩致しまして午後は一時再開致します

（午後零時一分休憩）

――― ― ―――

（午後一時十分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します先程市長提出議案第四十七號、同四十八号の内容変更について御同意を得ましたので次に市長提出議案第四十九號とを一括致しまして貭疑未了の侭において建設委員会に審査を付託致したい。それにつきましては先刻、建設委員会から御要望がありました通り總務財政委員会の御協力を得て一緒に審議して行きたいということを申しておりますので委員会においても十分慎重に御審議願えると考えますので直ちに建設委員会に付託することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました。

――― ― ―――

○赤嶺慎英君

日程第七に移ります前に市長は未だお見えになっておりませんけれども市長の現在の御方針に対する貭問を致したいと思いますので第七の日程に移ります前に一般貭問の日程を挟んで頂きたいことを動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では只今三十番議員（赤嶺慎英君）から日程第七に入ります前に市長にお訊ねしたいことがあり一般貭疑の時間を持ちたい、こういう動議でありますが、左様取計って宜しうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では三十番議員の動議を只今市長は家に歸っておりますので車を寄越してあります。市長がこちらに列席する迄日程をその侭進めて市長が見えてから只今の動議をお諮りする、こういうことに致したいと思います

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

それでは次日程第七の七號線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線の道路補装方について、五番、六番、十番、十七番、二十六番、三十番議員提出決議案第三號を議題と致します

――― ― ―――





決議案第三号

七号線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線の道路鋪装方について

首題の件について別紙案の通り琉球政府行政主席並に琉球立法院議長宛陳情書を提供致したく議会の議決を得たいので提案する

一九五六年七月二十日

五番議員　　新垣善太郎

六番議員　　宮里敏慶

一○番議員　上原光男

一七番議員　宮城清三郎

二六番議員　照屋正徳

三○番議員　赤嶺慎英

　宛：琉球政府行政主席

琉球立法院議長

　発：那覇市議会議長

　題：七号線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線の道路鋪装方について

七号線起点（那覇港入口）よりペリー小禄海岸線通りを経て小禄高良線は南部地区農村へ通ずる主要幹線で首都那覇市への農産物その他の搬入経路となっており、然かも銀バス、昭和バスの指定路線であるため、人車の往来頻繁で、交通量は激増の一途を辿りつつある現状であります。處で該路線は、現在側溝排水等の施設不完備のため　路面の凹凸甚しく雨天の際は泥田と化し、附近市民の迷惑は勿論、人車の通行に支障を来たし、南部農村の産業振興推進の見地から誠に遺憾に堪えない実情で、該道路の早期鋪装は焦眉の急務だと信じます。

何卒、右実情御調査の上、速かに該道路の「アスファルト」鋪装並に側溝新設方特別な御高配下さる様　第十三回那覇市議会の議決により　茲に陳情致します。

一九五六年　月　日

那覇市議会議長

泉正重





○議長（泉正重君）

提案者のどなたからか提案趣旨説明を願いたい

○照屋正徳君

陳情書の内容はお手元に配布された通りでございます。この七号線路は南部唯一の重要な幹線路になっておりまして旧議会に於きましてもこれが鋪装方を陳情して来たのでありますがその後何の音沙汰もなく市民はこれが実現を非常に待ち佗びておるような状況でございます。この道路は交通最も頻繁でございまして雨天の際は泥濘と化しその泥が附近の住宅に飛散しまして非常に迷惑を掛けております。又晴天の時は塵埃が蒙々と煙のように立ち戸をあけて生活することは出来ません。衛生もあったものじゃありません。尚又どっかに移りたいという風な気も致すのでございまして附近の住民は現在プライス勸告以上の惱みをもっておるのでございます亊情御推察下さいまして各位の御賛同をお願い致します

○議長（泉正重君）

只今の決議案第三号に対する御説明がございましたが別に貭疑なかろうと思いますので貭疑討論を省略して議決の上行政主席立法院議長宛に陳情書を送付するということに取計いたいと思いますが本案原案通り可決することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決し然るべく決議案を送付することに取計います

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

日程第八固定資産の評價に関する税法第三十八條の政府の技術的援助要請についてを議題と致し税制審議会の審査経過並びに結果の御報告をお願い致します。

○税制審議特別委員会委員長（仲井真元楷君）

固定資産の評價に関する税法第八十三条の政府の技術的援助要請については去る六月の定例会本会議に於いて議決され、要請文案については当委員会に一任されましたのて当委員会は七月五日に開催し、要請文の起草についての大綱方針を決め、一応代表五名を擧げ文案を起草して賁うことにし、次いで七月九日の委員会に於いて代表委員五名の草案を審議検討致した訳であります。御参考迄に意見の主なるものを申上げますと草案について更に強調致したいことは斯かる政府の無責任な在り方が結果に於いて執行面に少なからぬトラブルと実態調査把握の爲の莫大な出費を余儀なくせられ、只でさえ困窮せる市町村財政に大きな脅威と負担過重を強いて居る現状にあることを付加えて強調したいと云うのでありますが之については草案に依っても一応こう云った市町村の亊務的に或いは財政的に困窮して居ることは充分察知出来る訳であり種々意見調整の結果之については折衝員をして口頭を以って補足説明をして戴くことに致し只今皆さんの御手許に御配りしてあります寫の通り政府行政主席宛並びに立法院議長、市町村議会議長会宛夫々その寫を送付し、尚折衝員として正副議長並びに当委員会正副委員長にお願いすることに致した次第であります。

　以上当委員会に於ける固定資産の評價に関する政府の技術的援助要請についての経過を御報告申上げ各位の御了承を得たいのであります。





宛・琉球政府行政主席

写送付先・琉球立法院議長

沖縄市町村長会

沖縄市町村議会議長会

発・那覇市議会議長

題・固定資産の評価に関する技術的援助法について

市町村税法の実施に伴い本市における一九五六年度分固定資産税の賦課に関し、地域的に均衡を失し、市民間に不満の声が多かったため、その原因が税法自体の不備欠陥にあるか、又は固定資産の評価に適正を欠いているのであるかを調査検討の上、これが是正策を講じもって市民の要望に応えるべく、本市議会に税制審議特別委員会を設置し、今日迄鋭意調査研究をして来たのであります

その結果一九五六年度固定資産税の賦課に関しては、市町村税法実施直後のこと故、準備期間が余りに短期間であったため、固定資産（土地及び家屋）の評価に適正を欠いていることが同特別委員会における実態調査や、隣接市村の固定資産の評価に関する取扱要綱等の調査により十分確認されたのでありまして、評価の基礎資料たる土地、家屋の基準等級表はこれを根本的に是正すべきが妥当だと思料するが、一九五六年度、固定資産税は既に賦課済であり年度中途においての根本的改正は税収入確保の見地からは勿論、予算経理運営面に多大の支障を来たす虞があるので、一九五六年度分については、

　１、全面的に異議申立を受け、市民へのサービスに努めること。

　２、基礎調査を慎重に検討し可及的速かに是正して貰うこと。

イ、土地及び家屋の評価で不適正なところは引下げること。

ロ、畑は生産収入を勘案して評価すること。

　３、評価基準の変更による更正課税額については追徴還付の措置を講じて貰うこと。

以上の意見を付し、市長の責任において部分的修正の上、善処方を議会から要請致したのであります。

処で一九五七年度分固定資産の評価については根本的に改正すべく税制審議特別委員会においては、

　１、評価補助員の増員とその強化。

　２、評価基準等級表を小刻みにし段階を多くする。

　３、地域差を考慮する。

　４、償却資産の評価はもっと慎重を期すること。

　５、畑については生産収入を加味すること。

　６、共有地、子供遊び場等に提供された個人有地等については、減免の措置を講じて貰うこと。

以上六項目の大綱方針を決定し、この方針に則り主管部当局においては、一九五六年度分固定資産の評価に関する苦い経験もあるし、その二の舞をしない様に、尚又、隣接市村の評価取扱要綱をも参考勘案の上、相当慎重に取扱ったため漸次是正されて来つつあります。

然し乍ら家屋の評価について、主管部当局はモデル家屋を選定し、市建築課技術職員の算定に基く評価額の八〇％を基準評価額とすることにしているが、税制審議特別委員会においては同モデル家屋を実施調査の結果、当局決定の八〇％基準価格乗率は余り高過ぎる、六〇％が妥当だという線を打出したので、主管部当局としても同特別委員会の要望を或程度加味し、七〇％迄歩み寄ることになったのでありますが、このことは本会議においても問題となり税法上の面から或は又市民の諸税負担の面から、議決、執行両機関の権限問題に迄、論及され、相当活潑なる、論議がなされたのでありまして、種々検討調整の上、その拠って来た原因を探求致しました処、要するに、市町村税法第八十三条の固定資産税に係る政府の任務が履行されなかったことに起因しているという結論に到達したのであります。

即ち、

　第八十三条、政府は、固定資産の評価に関して市町村長に対し、左の各号に掲げる技術的援助を与えなければならない。

　一、市町村の固定資産評価員が固定資産を評価するために必要な評価の手引その他の資料を作成すること。

　二、固定資産の評価の基準を示すこと。

　三、市町村の固定資産評価員が評価をすることが著しく困難である固定資産の評価について、市町村長から助言を求められた場合において助言を与えること。

この第二号の規定による基準が政府から示されているとすれば前述の様な紛糾は起らなかった筈であります。尚隣接市村境界周辺の土地評価額の差異について一例を申上げますと一九五六年度分固定資産の評価につき豊見城村の我那覇名嘉地（五等）坪当十八円が那覇市においては坪当一〇〇円に評価され、字豊見城の三等二八円の土地が那覇市においては、一八〇円に評価され、市町村間の均衡は全然無視されている実情であって、これらは税法第八十三条に規定する政府の技術的援助即ち政府の義務履行がなされなかった為め、各市町村独自の見解で評価がなされた結果に外ならないのであります。

従って政府が拱手傍観その儘放任するにおいては前述の通り、市町村間の評価に均衡を失し、評価の基準について毎年度同じことを繰り返し、蒸し返し、為めに納税思想に悪影響を及ぼし延いては納税成績の低下を招来するものと憂慮されますので可及的速かに、市町村税法第八十三条の規定に基く技術的援助を与えて頂く様、第十二回那覇市議会の議決により茲に要請致します。

一九五六年七月　日

那覇市議会議長

泉正重





○議長（泉正重君）

只今税制審議特別委員会の委員長から御報告がありました通り正副議長、正副委員長で行政主席並びに立法院議長、市町村長会長及び市町村議会議長宛この陳情書を差上げたのでありますが特に主席宛の陳情書は関係課長であります野波棟次郎氏にお会い致しまして私から十分那覇市に於ける固定資産評價に対するトラブル及びそれに対する正副委員長からの報告がありました通り莫大な費用を使ってその実態を把握するのに困っているのだという実情を具申致しまして政府の善處方を要望致しました處明年の調査期迄には必ず間に合うように文書を以って御指示申上げることが出来る。なお、この陳情に対する御返亊は近く文書をもって那覇市議会に報告致します。こういう風になっております以上折衝の経過を御報告申上げます

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

では次日程第九那覇中学校々地個人有地の買收及び前島町、新設校敷地確保方の陳情についてを議題と致し總務財政委員会における審査経過並びに結果の報告を求めます





寫

一九五六年七月十九日

総務財政委員会

副委員長　赤嶺慎英

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情書七件については慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

　一、那覇市学校々地個人有地買收及び前島町新設校敷地確保方の陳情については採択の上市町村自治法第六十五条の規定により措置せしめることに決定した。

　一、永年勤続市吏員の退隠料支給方の陳情については関係条例を可及的速かに制定の上早期実現を期する様、要望を附し採択と決定した。

　一、商工会議所への補助に関する陳情については、左の理由により不採択と決定した。

理由

　　　　１、商工会議所法の立法化により同会議所が法的裏付を持つ様になれば市としても補助金の交付を考慮する余地がある。

　　　　２、同会議所の在り方が全琉を対象としているものであって、

　　　　　　市の補助金交付規程に沿う様な事業計画がないので現在の処補助することは考えられない。

　一、那覇市軍用土地委員会経費補助方の陳情については今後の状勢に応じ、緊急必要なる時は予備費から支出して頂く様、要望を附し採択と決定した。

　一、那覇市公設市場露天商人立退移動中止に関する陳情二件については、現在米屋商人の勝手に張出している縁側を撤去させることが從来の姿であると解釈し本陳情二件はこれを採択と決定した。

　一、興行税撤廃に関する陳情については審議未了、継続審査をなすことに決定した。





○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第九那覇市学校々地個人有地買收及び前島新設校敷地確保の陳情について總務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本件につきましては客年十二月二十一日の本会議に於きまして御報告申上げました通り換地及び買收するにしても帰する所何れも市財政面が先決問題であり、特に買收については年々一五〇万円程度の賃貸料を補助して居る現状から之を償還金に充当する計画で別途起債することに依り早急に買收しては如何かとの委員からの意見もあり一応主管課に於いて成案を得た上で結論を生み出すべく審議未了の侭に次回に持越し、継続審査を致すことに相成って居たのであります。

次にその内容を要約して申上げますと本件については区教育委員会に於いて客年十一月七日委員会を開催し校地換地買收委員会を組織し地主と折衝の結果、買收について地主との了解はついて居るが今後是以上買收を延引する場合は地価の昂騰を来たす惧れがあると云う心配から一応早急に

一、旧首里市学校校々地買收費として

一、一六七〇坪の坪当り平均二一二円五〇銭　計二六二万八〇〇円

二、小禄村高良小学校移転地買收費として

五、六六〇坪の坪当り平均二〇一円　計一一三万五千九一〇円

合計買收坪数一七、三三〇坪　買收金額三七六万二千七一〇円となるがその外に

一、開南小学校の借地契約後都市計画で拡張せる三七八坪の換地

二、前島新設校敷地五〇〇〇坪の無償確保

以上の買收、換地、及び確保について可及的速かに善処して頂き度いと云うのであります。それにつきまして本委員会は二月七日午后二時委員七名、出席の下に主管部課長並びに関係職員の出席を求めその審査を行ったのであります。審査に当り主管部当局に対し用地買收について、其の後の経過について説明を聽しました処、本件については主管財政課に於いて買收費として五七年度予算に計上する様になって居るが、当局の調査した処に據りますと買收坪数は

首里中校　五、一三七坪

城南小校　四、四二七坪

城西小学校　五〇〇坪

城北小学校　九二〇坪

合計　一〇、九八六坪

小禄の方が

高良小学校　五、三六〇坪

であり合計一六、三四六坪となって居るが是を一応実際の売買価格の売買価格の実例或いは税務関係の評價資料等を加味して買收価格に換算した場合は一八二万円位になるとの予想であり、当局としては一応この線で買收して行く意考の様でありまして買收計画として現在当局に於いては教育委員会に毎年補助金として一五二万円を支出して居りますので是を財源として買收計画を進めたい。以上の説明があった後、委員間に活発なる貭疑が行われたのであります。その主なるものについて申上げますと

　　１、市当局調査に依る坪数及び買收価格は教育委員会提出の坪数及び買收要求額と相当の差異がある様であるが如何なる理由に據るか

　　２、校地買收は市当局が主体となってやるのか、それとも教育委員会に補助金を与え委員会が主体となってやるのか、尚買收後土地は無償讓渡するのか或いは無償貸与をするのか

　　３、買收経費一八二万円は首里、小禄の校地丈とのことであるが旧那覇市内の方はどうなって居るか。

　　４、一校を新設するのに少なくとも敷地五千坪を必要とするが都市計画に依る学校敷地の問題もあり、尚その上に那覇中校、開南、壺屋、城岳　垣花小中学校の五校の前島との換地問題等今後の学校敷地は相当厖大なる面積を必要とする。その場合、只今の様な市内の現状から果して之丈の面積を確保し得る自信があるか

　　５、校地賃貸料の補助金一五二万円は是等の校地を買収することに依って次年度予算から削除される訳であるが先決問題たる校地買收費一八二万円の捻出方法として前の委員会に於いて当局は補助金を償還財源として起債に依り次年度予算で考慮致したいとの答弁があったがその後の経過につてい伺いたい。

以上の通りであります之に対し当局から詳細なる説明があり充分了承出来たのでありますが、本件については換地並びに校地買收をやらない限り補助金の支出は毎年度継続される訳であり之は財政不如意の折、誠に早期解決を図らねばならない重要問題であり、從いまして換地については当局五名、一般有識者二名、教育委員三名、地主五名を以って構成する校地換地評定委員会を組織し、目下適正なる価格の基礎算定等につき協議を重ね当局に於いても鋭意努力中の様であります、処で問題は校地を買收するに当ってその財源を一般会計に求めるか或いは賃貸料補助額一五二万円を償還財源とし別途起債に求めるかについては主管課に於いても未だ具体的計画も無い様でありますので、尚十分研究して貰うこととし審議未了の侭次回に持越すことに致したのであります越えて四月十日午後二時委員出席の下に主管部課長並びに関係職員の出席を求め審査に入り、本件解決の重点となる校地換地評定委員会に於けるその後の協議内容について説明を聴したのであります。その内容を簡單に申上げますと、換地方法について当局の案は区画整理地区域内の開南校及び那覇中校については区域内なるが爲に、これの評価は原則として清算特に爲すべきか、合法的であり從って区域内の土地は清算時に評價することに致し一応案としては三十坪未満のものは買收をしたい、尚区画整理区域外の壺屋城岳並びに垣花小中校の換地については地主側の土地を固定資産の評價額を以って坪当たり單價を算出し換地先の前島を坪当り三千五百円と評価し、相方を比例して換地をするが、その場合に於いても三十坪未満のもの或いは金額にして十万五千円未満のものは買収して行きたい、以上の様な案を以って五校の地主代表に提案してあるが、代表者側としては一応各自区域の地主を集めて相談の上でないとハッキリした返亊は出来ないとの亊であり次の委員会迄にその結果を報告すると云うことになって居るとのことであります。一方当局の懷具合は如何かと申しますに前島町に於ける市有地は区画整理に依る三割減歩を差引き一万一千一三七坪余になって居り、その中現在賃貸してあるものが七七五坪有って差引使用可能坪数一万三百六二坪余り残る訳になるので之を前島新設校へ三千坪、前島町民受入れに三千坪、五校の換地分として四千三百六二坪と、斯様に割当るべく計画を樹てて居た様でありますが先程申し述べました通り換地方法が区画整理区域内と区域外とに於いて夫々相異する所から結局総坪数に於いて八百二十坪程不足する結果となるので主管部当局としては不足分の埋合せを賃貸してある七七五坪に尚不足分を新設校敷地或いは住民受入地等から補充して行く計画の様でありますが、問題は当局の換地案に対し、地主側からの反対意見が出た場合、問題は更に難関に逢着する訳でありまして当局は今後の成行を内心憂慮して居るが、地主側の絶大なる協力を只管期待して居るとの亊であります。

以上の通りの説明があって後各委員から活発なる貭疑があり、その主なるものを申し上げますと

　　１、七十五坪を賃貸して居る住民は前島町の住民であるかどうか尚使用者の業態別を伺いたい。

　　２、教育委員会としては前島新設校敷地の五千坪は是非確保して貰いたいとのことであるが当局は三千坪を予定して居るがそれ以上は出来ぬものか如何か、尚不足をすると云って居るがそれは界隈の埋立地を含めての亊であるか

　　３、子供博物舘建設当時の墓地は前島町に換地すると聞いているがその後の措置について伺いたい。

　　４、三十坪以内の土地は買収するとの亊であるが地主の中売却はしないと云う者が出た場合の処置について伺いたい。

　　５、首里、小禄、の買収価格の算定の基礎及び坪当り單價について伺いたい

　　６、当局は固定資産の評價額に據って買收の坪当り單價を算定するとの亊であるが固定資産の評価額は時価の七割及至八割を以って算出して居るので実際問題としては妥当でないと考えるが、是については地主側も納得して居るか如何か

　　７、区画整理区域外換地の場合前島の評価額を当局は坪当たり三千五百円と評價して居るがその算定基礎を伺いたい

以上の貭疑に対し主管部課長から夫々説明があり、了承出来たのでありますが帰する所、何れも校地換地評定委員会に於ける当局案に対する地主側の意向を聴いた上でないと処理出来ない問題であり、従って地主側の回答を待って更に本陳情の各項に亘り審査を行うことに致し、保留の上、次回に持越すことに相成ったのであります

　次いで去る六月の定例会々期中の本年委員会において更に審査を致し財政課からその後の経過説明を聽したのでありますが校地換地評定委員会における換地或るは買収計画について、未だ成案を得る迄に致っていない様であります。現在校地個人有地々主とも話合の上納得の行く線で取決めなければならない問題であって相当時日を要するものと認められますが、学校用地の買收問題は、以前からの懸案であって地價は年々増加の傾向にあるし、尚現状の侭では学校経営面においても種々支障を来たしているので財政の許す限り早期に解決して貰う様強く要望致したのであります。

　結論と致しまして本委員会は御手元に差上げてあります、委員会審査報告の通り本陳情は採択の上、市町村自治法第六十五條の規定により措置することに決定致した次第であります。

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

お諮り致します。只今總務財政委員会の審査経過並びに結果の御報告がありましたので總務財政委員会でおやりになった通りこの陳情を一応採択して市町村自治法第六十五條の規定によって処置せしめるということに決定したこのように決定して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

委員長に貭問致します。只今の報告に出ております校地管理評定委員会なるものの性格をもう少し説明願いたいと思います

○赤嶺慎英君

財政部の方から一つ・・・

○財政部長（長嶺良松君）

お答え申上げます校地評価委員会の委員は十五名から成っております。地主代表五名、市当局から五名それから教育委員会から三名学識経験者から二名計十五名であります

○高良清二君

只今の御説明は單なる人員の構成の説明であって私がお訊ねせんとするのは校地管理評定委員会はどういう法規に基いてそれが出来如何なる性格を持つか拘束力はどの程度のものであるか

○財政部長（長嶺良松君）

そういう問題は飽く迄も地主と当局の問題でありまして換地或は買收の折衝を円滑に運ぶ委員会でありまして例えば開南校或は那覇中の如きは区画整理区域に入っておりますのでスムースに行っている訳でありますが壺屋校それから垣花校、楚辺校の如きは今換地しようとしている處は前島町の市有地の価格それからそれぞれの三つの学校の価格を先ず決めなければいけませんのでこれの適当なる値段に基いて換えようそうした訳であります。そこで開南と那覇中はスムースに行った訳でありますけれどもまた垣花と楚辺それから壺屋校は学校の現在の学校敷地の評價とそれから地主からの申出と前島町の市から出した處の値段が意見の一致を見ていない訳であります。

○高良清二君

これは拘束力を法的に持つ訳ですか例えば甲という学校の敷地が評定委員会に入っていない残りの地主代表で評價した場合売らないという場合の処置ですか、これが拘束力を持つかというのです

○財政部長（長嶺良松君）

各学校の代表者が出ておりますので、又学校の地主代表が出ておりますので一応向うとしても地主会をもっておる訳であります。地主会と一応諮って値段を決めて二、三回に亘って折衝致しましたが市としては大体固定資産税の評価額の七割及至八割しか見ておりませんが・・・

○高良清二君

委員会は法的な根拠を持っておりますか。

○財政部長（長嶺良松君）

持っておりません

○高良清二君

重ねてお伺い致しますが先程買收する時のその財産の管轄権について貭問があったということですがその件については当局はどういう風な説明をなさったかその点御説明願います

○赤嶺慎英君

買收して学校に使用させて後も飽く迄も市有地として管理するという方針であります

○議長（泉正重君）

別に御意見ありませんか。只今の那覇市学校校地の個人有地買收並びに前島町新設校の敷地確保方については總務財政委員会の御報告通り採択致しましてこれを市町村自治法第六十五条の規定によって処置せしめるように委員会で決定致しておりますので左様承認して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

日程第十那覇市公設市場の露店商人立退移動中止に関する陳情について二件でありますこれを議題と致しまして總務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の御報告おお願い致します

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第十の那覇市公設市場露天商人立退移動中止に関する陳情二件について總務財政委員会における審査の経過並に結果につき御報告申上げます。

　本件に関しては客年十二月の定例議会本会議において本陳情の要旨並に審査経過につき御報告申上げたのでありますがその後本年二月七日、三月二日、十日　十一日、五月七日、六月二十二日、七月十一日、十六日、十九日前後九回に亘り本委員会を開催し本件の継続審査を致したのであります

　曩に御報告申上げました通り、市場施設内の米穀商人と本陳情に係る露天商人との悶着については多分に感情的となっており相当深刻な雰囲気を醸している實情であります

　處で二月七日の委員会に於ける審査経過を申し上げますと前回において取決めた亊項即ちこの問題の解決を見る迄双方間の賃借料（五○円）の遣い取りをしない様にと注意したのに拘わらず中には今以ってそれをやている者もあるという話があるのでその後の経過を主管課長から説明して貰ったのでありますが別に大した変化はない様であります。然し乍ら旧正を間近に控えておるので暫定的にでもよいから売台を引込ませ、露天商人の商売を継続させる様に委員会で決めるべきだという意見があってこれに対し今直ちに委員会の決定を與えることは双方の摩擦をより大きくする結果となり、旧正を控え時期的に尚更拙いという意見が出まして、結局一応現状維持とし、次回委員会において實態調査の上委員会の態度を決定することとし尚旧歳末における交通取締り面の緩和策については、主管部当局の方からその筋へ折衝の上善處して貰うことに致しまして本件は審議未了、次回持越しということに相成った次第であります。

　次いで去る三月の定例会々期中、三月二日の本委員会において陳情現場につき實態調査を行ないました。それから定例会終了後、三月十日の本委員会におきましては、本陳情に関し、既に現場の實態調査も完了し各委員において相当検討も濟んでいると尚相當時日も経過し陳情者としても、これが早期解決方を切望している實情に鑑み本委員会として早急何らかの結論を生み出すべきだということで本陳情を採択するか、しないかにつき活溌なる討論がなされた訳であります。これにつきましては、

　　１、實態調査の結果、あの現状を動かすことは至難である。市場の管理運営について綜合計画ができる迄現状の侭で行った方がよいと思う。

　　２、市場の管理運営に関する綜合計画も必要であるが、當面の本陳情については早急に結末を付けるべきであるそれで米屋の造っている縁側を撤去せしめ、露天商人を元通り座らせるべきである。

以上二つの意見が対立して、双方共夫々強硬意見を固執して譲らない恰好になったのでありますが、これに対し、主管部当局から本問題が米屋、露天商人双方において相当深刻な様相を呈し、前議会當時からの悶着であり出来れば米屋側の意見も聴取した上で結論を下して貰いたいという申入れがあって、それに対し仲井眞委員から

　曩に通り会連合会として、市当局を交え双方話合の上本問題の円満なる解決を図るべく努力したが米屋側の強硬なる態度には全く度膽を抜かれた、寧ろ憤満を感ずる位であった、それで米屋側を呼んでも折合は付けられないと思う、という参考的意見が述べられましたけれども感情的しこりが強く相当な物議を醸しており生活問題に影響する本陳情を直接の利害関係者双方の意見を聴取せずに結論を下すことは余りにも早計であるということで、本委員会としては主管部当局からの申入を了承し、米屋、露天商人、双方の代表者三人を招致して意見を聴取することに意見の一致を見たのであります　引続き、翌十一日に米屋側代表、那覇市六区十二組、山里カメ六区十八組、宮城ヨネ、美栄橋Ｂ三○喜久村トシ以上三人それから露天商人代表、那覇市十一区八組、伊佐ウシ、五区二四組山田ツル、首里崎山区一班一二号伊禮シズ以上三人それに市場亊務所の備瀬書記長の出席を求めて、本陳情の審査を行なったのであります

　最初市場亊務所の備瀬書記長から今迄の経過につき報告を聴取致したのでありますがその報告概要を申上げますると

　陳情箇所前の公道ができない前は、該地域が上岡勉強堂の土地であって、当時は單なる通路として市場敷地との境界も判然としなかったので臨時市場使用料を徴收の上、露天商人の方々に商いをやらせていたが、公道開設工亊施工に伴い、この方々は立売りの場所がなくなったので適当な場所が見付かる迄当分の間現在地に座らして呉れという工合に米屋の叔母さん達に相談の上、座って貰ったが道路が出来、道路敷地が判然と区画された為下水の分迄道路敷地に含まれるので、警察の交通取締面から立退きを要求された恰好になっている。それで市場亊務所としては、市場施設内の適当なる場所を当てがって一応入って貰ったのであるが売行不振等のため、又元に戻ったそれで本陳情の通り双方間の悶着が起きたとのことであります。引続き各委員から業者代表に対し活溌な貭疑が展開されたのでありまして、貭疑応答中主なるものの要旨を申上げますと、

１、米屋側代表との貭疑応答要旨

　　　問、市場亊務所の方で露天商人の方々の企業免許証を世話して上げた様であるが、その免許証の場所は亊務所で割当てたのであるか。

　　　答、この方々は臨時であるので別に場所を割当てたというのではない。立売の場所を免許証に示したに過ぎない。

　　　問、米屋側が前議会に提出した陳情書の中に「突如何者かの扇動が加わった」とあるがこれはどういう意味か

　　　答、それは確か通り会からの扇動があった

　　　問、通り会であるのか通り会員中の個人であるのか

　　　答、その内容はよく知らないが「黒潮」とかいう人が来て吾々の方に色々難癖をつけていた。

　　　問、市場施設が幕舍から本建築に切替えられた時の使用者の配置方針はどうなっていたか。

　　　答、市場亊務所としては主管課の指示に基いて配置割当をしたが大体において元の配置箇所を尊重して割当てた

　　　問、当初から米屋側は常時の市場使用者でありこの立売りの方々は臨時であったのか。

　　　答、そうである

　　　問、当初は米市場使用者が先であるのか

　　　答、米屋側が先である。幕舍当時は自分等の前に下水があって、その下水を距て、この露天商人の方々が臨時で立売をしていてその当時はこの方々とは何等の係合もなかった

　　　問、縁側のことが問題となっている。その縁側は本建築と一緒に造られたものか

　　　答、一緒ではない。本建築後、米屋の方で造ったがその後市民運動会の際留守中に何者かによって取除かれたことがあった。

　　　問、その露天商人の方々の内何人かは市場施設内に場所が当てがわれ一時、そこで商売していたが又元に戻ったと当局は説明しているが市場責任者としてはその後どう措置したか。

　　　答、色々あの手、この手で相談したが露天商人の方々はこの相談に應じなかった

２、露天商人側代表者との貭疑應答要旨

　　　問、米屋側代表者の方々は草分の中から自分等で幕舍を造り商売を始めたといっているがあなた方が来られた時には米屋は既に来ていたのか

　　　答、私達が露天商を始めたときには、米屋の方は既に来ていた、米屋の方は先である。

　　　問、当初あなた方が五円宛臨時市場使用料を支拂って商売した場所は今は道路となっているか。

　　　答、下水となって居る

　　　問、米屋の方々は自分等で幕舍を造り永久にその場所で商売を続ける積りで所謂市場の常時使用者となっているが露天商人の方々は所謂臨時使用者である臨時はその日その日の使用料を拂って商売をやるので、どちらかと謂えば毎日人も変ると言った工合であるがつまり永続性がない立場にあるがあなた方はそれを十分承知の上であったのかあの当時、あなた方は常時使用者となって永続的に商売をするといった考えはなかったか

　　　答、常時使用と臨時使用の趣旨は十分承知していた。吾々はどちらかと謂えばその日その日暮しで資金もなかったので己むを得なかった。この悶着の経緯は、昨年七月頃那覇署の警察官と市場亊務所職員が来て道路使用許可証がない限り道路上での立売りは許されないから米市場の中に入りなさい。そうでないと、一、五○○円以下の罰金を課されるから」と言われた處が一日一日を喰いつなぐ私達には資本の有る筈もない然かも売行きの悪い米市場内の空いている個所に入れということは收入の道を絶たれ、家族が死ぬことを意味する。だからといって立退くこともできないので市場亊務所にお願いしたら、警察が許さないから仕方がない立退きなさいと言われた。それで私達としては通り会にお願いして一緒に警察に行った。警察は「市当局さえよければ警察としては別にどうという亊はない」尚道路にはみ出さず下水迄ならよかろうといった様な話であった。私達も同しく、税金を拂っており使用料も拂っているし、何とか生活の道を講じて貰いたい

　　　問　あなた方は市場亊務所を介して臨時だから、當分の間座らして呉れと米屋の叔母さん達の了承を得た。そういった約束をしたことがあったか。

　　　答　何時迄に立退くといった約束をした覺えはない。

　　　問　あなた方の中には一時市場施設内に入った者もあると言っているがこの方々は何故戻ったか

　　　答　品物の売行が悪かったから戻った。

　　　問　あなた方は現在の場所から動かない積りであるか

　　　答　品物が売れる所であれば動いてもよい。

以上の通りでありますが結局、本問題の発端は警察の交通取締實施に伴うものである。從いまして、本委員会としては、その亊実の眞否を確かめる必要もあるので交通取締を実施した日、その取締の趣旨、取締實施の動機等に関する所轄警察署の証明書、それから露天商人の言っている「下水道ならよかろう」ということについての証明書を市場亊務所、露天商人側双方から提出して貰ってそれを検討の上次回委員会で結論付けることに相成った次第であります　越えて五月七日委員会を開催致したのであります處が双方共證明書の提出が無く之に代って市当局に於いては当時の取締担当警察官を同伴し、露店商人側に於いては警察本署交通課のハッキリした證言を得て来たとのことでありましたので一応之を聴取することに致したのであります。取締の当初に於ける警察官の証言に依りますと自分は昨年七月から九月迄二ヶ月間に亘る交通取締期間中当時の松井署長の命により開南から平和通り一体の取締りを担当し、不法道路専用者の取締りと指導に從亊し、不法道路専用者に対しては五日間の期間を与へ撤去勧告をなし之に應じない者に対しては亊件として送致することに致していたのであり問題の本通りの方々は道路法に抵触するので五日以内に施設物を撤去し、立退く様勧告して置いたが通り会長の要請もあったので八日間に延長し尚立退者の措置について市当局に於いて当分使用料を免除し隣接市場構内に收容するとの亊もあったので一応円満なる解決を見たものと信じて居たのであります。處がいつの間にか斯様な粉騒を続けて居る様な次第でありますが兎に角自分としては上司の命に依って交通安全取締上立退立退要求をした亊は亊実であることを證言するとのことであり一方露天商側と警察本署交通課との折衡の結果は個人的に證明を出すことは出来ない。交通課としては特に一般の通行に支障が無ければ今後に於いても電柱の後側迄は良いではないかと思う。それを殊更に指令を出して撤去させろと言った覺えはない問題は市当局が使用料迄取って居る以上立退如何は市が解決すべきであって交通取締上、支障の無い限り警察の関知する所ではない、との亊であります。是に対し、若干の貭疑応答があったのでありますが根本問題は双方の証言に喰違いが生じて居り之を只ちに結論づける訳にも参りませんので一応更に研究することに致し越えて六月二十二日、本件の結末をつけるべく委員会を開催致したのでありますが、双方の証言には喰違いがあり、然も問題は極度の感情的対立となって居る以上その調整は至難であり、その善後措置について今後更に研究する外に途はないのでありまして結局当委員会は之を保留の上、継続審査を致すことに相成ったのであります

　越えて七月十一日、十六日、十九日委員会を開催致したのであります。

この三日間に亘る審査の経過を一括して御報告申上げます。主管課長の説明に依りますと六月二十二日以来何等の問題もなく平常通り商売を続けているとのことでありますが、当委員の調査した所に依りますとその内情は相変らずトラブルを起し然かも店鋪の又貸は依然として続けられているとの亊であります。依って尚委員会長に於きましては斯様な店鋪の又貸を即時止めさせると同時に一応現状維持の出来る様、極力指導監督すると共に都市計画に依る市場新設の暁は優先的に之等露天商人を移転せしめることを条件とし、双方に充分納得せしめる様今一度当局に最終的調停の労を取らしめることに致したのでありますが、長期間に亘る感情的対立は納得するかに見えても一時的なものであり、暗黙の中にも大なり小なりの計争の起ることは充分予想されるのであります。然も本問題は前後九回に亘り總ゆる角度から充分審査検討を致し、最早論議の余地もないのであり、結局問題の発端が奈辺にあったか再び遡って考えまするにつまり露天商人の合法的免許に対する当局の非合法的な曖昧な措置から斯様な結果を招いて居るのであります

　從いまして本陳情書にあります通り飽く迄も現状維持を主張することは当然であり原形に復するが妥当だと考えるのであります。

　結論と致しまして、当委員会に於きましては、現在米屋商人の勝手に張出している縁側を撤去させることが從来の姿であると解釈し、本陳情二件は全会一致之を採択することに決定した次第であります

　以上御報告申上げ、各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

委員会審査報告に対する貭疑に入ります

○長嶺将真君

この問題に関しまして總務財政委員会で永い間調停の役を執られて非常に御苦労だと思っております。私はこの問題を法的に見た場合、どちらも生活権の護持、生活権の侵害だという意味で対立しておると思うがその調停に対して両方が納得いく処置は我々議会の権限でございますがこれに対し方的にこれを阻止するのはこれはもう既に民亊的な問題でありまして裁判の権限に属するものはないかと思うのでございますが委員長の御意見はどうでございますか

○赤嶺慎英君

委員会におきましても相當長い期間、この問題を論議されまして何しろ双方の生活権に係る問題でありこれが個人ならば良いのですがこの人達の亊情を聽きますと未亡人であるとかその他、色々な亊情がありまして委員会の態度如何によってはこの人達の生活権迄及ぶと言う重大問題でありこれをどうするかと考えまして一時はこれは議会の権限で措置出来るか　どうかという問題迄も論議された訳であります。處がこの陳情の是非確かめるのは議会としてもやって良いのではないかという積りでやった訳であります。これを合法的にやれという問題になりますと又話は別になるのでありますが飽く迄も両方の云い分を聽きまして市の条例のその範囲内において処置をした積りであります。

○島袋嘉順君

二十番議員（長嶺将真君）の貭疑でございましたがこの点につきましては露天商人の方々と市場の敷地を利用されている米賣商人の方々の悶着でございますがこのことにつきまして二十番議員（長嶺将真君）のおっしゃる通り民亊裁判に関する問題になるのではないかということも一応は考えられますけれども然しそれは全然別問題であります。それ以前の問題でありましてこれを何故議会が扱わなくちゃいけないか。これは当然議会が扱うべきものではないと思います。何故こういう悶着が起きたかという点の二、三を申上げますと先ず問題が起った発端は大体三つ位挙げられると思います。それは当局の市場管理に関して大きな誤りがあったと云う亊であります。既に一部の議員の方々は御承知の亊であると思いますが現在の那覇市公設市場内にはこれと似たような亊例がまだ他にも沢山あるがここで悶着が起ったからこう云った問題が初めて明るみに出たのであってこれはその内の單なる一つの問題に過ぎない訳でありますがそういうことを無くする為にも現在の市場敷地の経営については当局の方も更に議会としても、もっと考えなくちゃいけないと思います。その点につきましては本土に出張されました議員の方々が東京都辺りの市場管理の状况を調査なさっていると思いますのでそういう方々からも又御意見があるかと思います。つまり第一番目の問題は当局の那覇市営市場管理についての大きな誤りがあった為こういった問題が出て来ております。これを解決しないことには同じような性格の悶着が次から次と出て来ると思います。次は現在家庭の主婦、特に戦争未亡人とこういった方々は経済的に非常に逼迫しております。從って今回の問題は陳情者個人の家庭の経済にもそういう影響が及んで来ている。こういう一般的な社会現象に対して政府も市の方も殆んどその方面に対する手が打たれてない。所謂生活を保障する、或いは社会的に補償する、そういったことがなされてないために、こういった人々が明るく自分の家庭に留まって生活ができない。その爲には子供が居れば他所に預け少しでも現金收入を挙げて家庭の生活を潤したい。今の家庭経済を何とか緩和したいというのが今度の亊件の発端になっております。そういった社会現象に我々は只眼をつむる丈ではないと思います。こう云う社会不安、或いは生活不安を無くする爲には敢えて市場丈の問題じゃない。これを無くするためにはどうすれば良いかということは当局も議会としても真劍に考えなければいけないのではないかと思います。その一つの現れが今度の陳情の経緯になっております。それからもう一つ重要なことは三番目は市当局の特に生活零細者に対する態度でありますがこれは非常に冷淡であります　具体的に申上げますと米賣商人の方々の意見はよく尊重されております。處がこういった非常に零細な資本もない、その日、その日の稼ぎをやっているこういう露店商人に対して非常に冷淡であります。この問題に対しては既に九回も審議されておりますが当局の態度を見ればはっきり分ります。私達は何も米屋商人を無視して露天商人の肩を持たなければならないと云う考えを持っているのではありませんが今申上げた亊情で兎に角、この問題に対して当局の露天商人に対する態度が余りにも冷淡過ぎてそのために亊件の解決が非常に遅れていると云うのは亊実であります。これが三番目の理由になっております。次、もう一つ問題の起って来た原因を今三つ申上げましたが次に二番目の問題として申上げなくちゃいけないのは去った本議会でも申上げましたけれども現在市の一部の職員が地位を利用して然かもその地位を利用する丈じゃなく非常に悪質な煽動をやっております。その爲正しい面が暗く爲されており極めて非良心的な成り行きになっておりますのでこれを總務財政委員会として解決した訳であります。次に三番目は、これはお話する迄もなく今先の委員長報告で既にお判りの亊と思いますがそれを繰返して申上げますと一つの悪質な亊実は市当局に今陳情を出している露店商人の合法的な企業を行う権利を今迄認めており乍ら然かも市自体が合法的に市場使用料、税金を取ておったのであります。それが今度の亊件が起ってからは取っておりませんがその亊件が起る迄は市自体がそれから収入を挙げている。然かも合法的に企業を認めている。この具体的な亊例はこの方々はこう云う風に免許状を持っております。そしてこの免許状制度がなくなる前にこの免許状を作っている。この免許状の中には現在の市場の小母さん達が露店商人を追払っている。緑側の位置を使用することをこの企業免許証は、ちやんと指定されている。だから明らかにこの方々は当然現在立退きを迫まられている所の緑側を使用する権利を持っている然もこの小母さん達の免許証を免許亊務所から貰って来たのは市場管理亊務所の責任者です。又はその際は小母さん達から何円かの手数料をとってその場所での営業を認め乍ら今になって其所には入れないから立退けといっている。もう一つ、四番目には現在やっている米賣商人の不合理的な市場敷地内占拠これは昨日の委員会ではっきり分りましたけれども市場使用に関する規則がございますがこの規則に違反している。これは久高委員の貭問によって判ったのでありますが現在の市場敷地内に緑側を造っている。これは市長の承諾も得ておらない、市場内での増改築をやる場合は市長の許可を得なければならないと云う亊になっておりますが米商人の方々は無許可でやっていると云う亊実であります。こういった不合理的なことが米賣商人によってなされておったのでありますそこでその責任を追求しましたら当局としてはそれに対して答えることができなかったのでありこれは明かに規則に違反している、次にこの問題が非常にこじれたのは通り前派出所の一巡査が今度の問題に不法に干渉した亊であります。そこで警察に問合せた所、警察の責任者からの指示ではなく自分の判断で立退きを喰らわしていることについてこれは五月の中旬でございましたが建設委員会でその巡査が証言した所に依ればこれは明らかに不合理な千渉であるということが分かりました。以上五点を申上げましてこの陳情が委員会において決定されたと云う理由であります。

○議長（泉正重君）

そう致しますとこの委員会の決定は市当局からこれらの米屋商人が現在、張出してある縁側を撒去せよと命じさせる訳でありますね。

○赤嶺慎英君

そうです。

○議長（泉正重君）

当局はこれに対してどういっているんですか、休憩致します。

（午后二時二十分　休憩）

――― ○ ―――

（午后二時三十五分　再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。日程第十、那覇市公設市場、露店商人立退移動中止に関する陳情についてはつまり商人が勝手に張出している縁側を撒去させるという陳情はこれを採択することに本会議においてこの通り決定して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議無いと認めます。依ってさよう決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

先刻三十番議員から軍用地問題に関する緊急貭問について議亊日程追加並に順序変更方の動議があって動議は採択されたのであるが市長不在のため今迄日程通り議亊を進めて参りました市長が出席されましたのでこの軍用地問題に関する緊急貭問を日程第十一とし以下順次日程番号を繰下げることに致します。それでは只今追加並に順序変更を見た日程第十一の軍用地問題に関する緊急貭問を議題と致します。

○赤嶺慎英君

先程動議を提出いたしまして成立いたしましたが市長がお見えになりませんので日程を二、三進めておきましたが幸いに市長さんがお見えになりましたので市長に対する貭問をいたしたいと思います。現在我々沖縄八十万の全住民は六月九日投げ掛けられた處のプライス勸告に対し四原則貫徹という風な住民の自決の問題としてこれに斗いを挑んでいる現状であります。そして更にこの問題は本市会におきましても四者協議会の支持する處の四原則貫徹を飽く迄も支持するということを議決したということはつい前回の定例議会であります。處が市長は先般亊もあろうに米国のテレビ記者に対して適正なる補償と財政に混乱を来さないならば一括払も賛成するという風な談話を発表され昨日の沖縄タイムスの朝刊紙の如きは殆んどその三面の半面を挙げて市長談話に対する反発をやっております。茲において我々市会におきましても市長の四原則貫徹に対する真意を承らん限り十一万市民に対して申訳ないと思いますので

（拍手）

市長さんに対してその眞意の程をこの会議の席上で御披瀝して頂くようにお願いするものであります。

○市長（当間重剛君）

日時は忘れましたが、コロンビアのピーターポイントという人が会いたいというので

（「聞えない」と呼ぶ者あり）

免に角、会いまして沖縄の現在の当面の問題は如何なるものか、当面の問題としては軍用地の問題が当面の重大問題であるということでそれに就いて色々話しましたがその内にその貭問があったのでありますが私が四原則の問題に就いて先ず先に解決したいのは適正補償これと同時に詰まり適正地料の設定と同時に損害の補償というのが先にすべき問題であると自分は考える。一括払についてはどう考えるか　これは度々市町村長協議会でも申しておりますが所謂地方農村と那覇市の場合は多少違うということを知って貰いたいということは農村においてはかなり広い地域を夫々職業上必要とするが那覇市の場合都市地区に於いてはそれ程の広い地域を要しないでも済むと云う地主があるので一括払を希望する人もあると云う亊であります。只その内容から見た場合には現在その支払が遲れることによって生活に困るような零細な地主の中には現在これを賣払っている地主もいる。それと今一つは現状から見てこの土地が自分達に返る迄には相当の時間が掛かるのでそれよりは他に土地が求められるならばそれを求めてそしてその土地を求めるには他から資金を借入れて、そして土地を買う。その爲にも一括払をして貰った方が良い。或いは経済的に頭の良い人はそうすることによって自分の経済的な在り方をより有利にするというような考え方もある。そういった都市地区独得の考え方を持っている人がいるので必ずしも一括払反対ということにはならないというようなことを申したのであります。実は私がそれを云う時期が当っているかいないかは別として現在直面している四原則の貫徹ということはこれは全住民の一致した意見としてこれに邁進しつつある訳でありますが然し乍ら現在直面しているこの問題は壁にぶつかる虞れがあり、それで私は或る時期にこれを何とかして解決したい。或いは打開したいとこういった途を考えなくちゃならないのでその意味においてもお互い或る程度後へ退ってもっと慎重に考える必要があるのではないか、そうした場合、先ず打開の方法としては兎に角、適正なる時價を見出しその支払方法についても適当な方法も必ずしもないとは思わない。例えば或る資金からそう云う困っている人達に貸すという方法も必ずしもないとは云えない。只その資金というものが果してあるかないかという問題でありますがこれを一括払ということでなくして琉球政府でこれを受入れて琉球政府の責任において一括払なり或いは借入れるなりそういったものの考え方を私は從来持っております。然し乍ら現在の時期においてはこれを云う時期であるか、どうかは私まだ判断は持っておりませんが只記者に聴かれる儘に自分が持っている意見を申した丈であります。從って私の今後の四原則に対する考え方は微塵も変っておりません。只我々には壁にぶつつかってその侭、反発し合うという現状は避けねばならないと思います、と申しますことは一応我々は基地を容認しております。基地絶対反対じゃない筈であります。容認している以上は其所にはお互いが円満な解決をする方法を考えなくちゃならないがその場合、只正面から衝突してそしてお互の感情が興奮しあって思わしくない結果を見るということは政治家の執るべき途じゃないと私は考えております。そういったようなものの考え方から今の記者の間に話も出た訳であります。

○赤嶺慎英君

只今の市長の御答弁によりまして分ったような感じが致します。市長の答弁なさいました内容について、さておきまして、その時期の問題で更にお伺いしたいと思うのであります。市長は時期の問題はさておいてと云う風に時期の問題を考處に入れておらんようでありますが沖縄の八十万住民が飽く迄も四原則を貫徹しようとする民族運動であるという風な強力なる斗爭を展開しようとする今の時期にアメリカが飽く迄もプライス勸告を押し通そうとしており所謂壁にぶつかったという風な立場にあるのであります。その時において市長が政治的に一歩退って考えるということは或いはその時期を得たら止まる處もあるのでありまするが我々住民が今から強固なる住民組織を作ろうとして立上りつつある今の時期に那覇市においても昨日その強力なる住民組織を作った所であります。その時期に市長が如何にも柔らかく一歩退るとことは強力なる民族運動を展開している琉球にも骨のある政治家がいるということを見せるべきその時期を失しそして琉球人十万の結束を乱すような大きい問題を招来するということは市長は何故お考えにならなかったか、それを考えず簡單に自分一人位はそう云う考えを持っても良いだろうという風なお考えであったのかどうかということを今一度お尋ねしたいと思います。

○市長（当間重剛君）

先刻もその時期の問題については私は適当な時期であるかどうかということについて申上げたのでありますが兎に角、私がこの問題について壁にぶつかって反発するようなことは何とかして避けたい。私、それには適当な私はそう云った言葉を打開する途と申しておりますがそれを考えなくちゃならないというようなことは前から考えていたのでありますが又私と同じような意見を持っている人もあります。結局時期的にこうした発表する時期ではないというよりは一当間がそう云ったことを一私見を述べたからといってこの運動は微弱になるというならば私は前途に大きな危惧を持つありますが私はそれによってこの民族運動にひびが入るというようなことは考えたくないのであります。

○島袋嘉順君

七月十三日の米国コロンビア放送テレビ記者ピーターポイントという方と市長が会談をなさる場合にコロンビアの放送記者として放送の爲に所謂取材として、市長と面会した訳でありますか、それとも只、当間さん意見を一個人ピーターポイントの意味で聽いたのか或いは又この人は取材のためにそれを聽いているのかそれをはっきりして下さい。

○市長（当間重剛君）

それは確かめておりません

○島袋嘉順君

意見を確かめる、確めんは別として只市長としてはどう云う・・・・・

○市長（当間重剛君）

只これは沖縄の問題が今大きな問題になっておりますのでそういった話をしているのです。

○島袋嘉順君

そのピーターポイントというその人は取材の爲に来ているということは亊実でありますね　沖縄に土地問題が起って世界の焦点を集めている　其所にアメリカの記者が乘り込んで来るからには恐らく個人では来ないと思います。常識としては全世界のスポットライトを浴びている　沖縄のこの現在の指導者の意見を聴いてそれをテレビ放送によってアメリカ全国に出来るなら世界的に発表するような気持で来たのではないかと私は常識で考えますがそんなものじゃないでしょうか

○市長（当間重剛君）

それは想像出来ます

○島袋嘉順君

今先赤嶺議員からお聽きしておられますのでこれ以上、聴く必要もないと思いますけれども六月十一日の那覇市議会、本会議で宮城議員と私の方から議題外でありましたけれども軍用地問題に就いて市長に貭問したことがございますがその記録によりますとこれは亊務局の方で出来れば準備して頂きたいと思うのでありますがその記録によれば又私達の記憶を辿れば現在の四原則貫徹ということはこれは沖縄の世論でありその四原則貫徹の爲の運動については市長は市町村長会と行動を共にするとおっしゃっておりますが間違いはございませんか

○市長（当間重剛君）

間違いありません

○島袋嘉順君

そうしますとこのテレビ放送記者は当間さんから取材なさったことは全世界に発表され、アメリカ丈じゃない、その影響というものが、どんなものであるかということをお話爲さる場合に考えていらっしゃったでしょうか

○市長（当間重剛君）

考えるということじゃなしにそれは意識していたと思います。

○島袋嘉順君

そうしますとこの問題につきまして市長は少く共、市町村長協議会に入っておられ更に市町村長協議会の態度としましては四原則貫徹ということについての時期や方法に就いて殆んど研究もしていないし発表もしておらない。勿論個人々々の中にはその腹案があるかも知れませんが殆んど発表されておりませんこれが沖縄の新聞記者に対して発表するなら兎も角、これがアメリカの代表的な新聞記者に対してそういったことを発表されたその結果について大体御想像はしておられると思いますが少く共今度の当間さんの発言は沖縄市町村長協議会の決定に反したような個人的な意見を発表されておりますがそれについてどうお感じになりますか

○市長（当間重剛君）

この点は先刻も申した積りでありますがこうした問題が行詰るということは私達は希望したくないので何とか方法もお互いに考えなくちゃならぬと思います。例えば比嘉主席退陣すべしにいうことは單なる比嘉主席が辞表を出してそれを受付ける丈じゃない。次はどうなるか色々方法はあるでしょうがそうした亊前の策につきましてはお互い色々な意見を持っておりますが私まだはっきりした意見を聞ゐておりません。そういうような現状においては我々は只この四原則をその侭押立てるということよりは亊前に打開の方法を考える人もあって良いと思います。そういう意味におきましてこれはちょっと拙かったと思いますが過ぎた亊でありますので今更、弁解がましい亊は申上げませんがこの問題を飽く迄その儘押通す丈で良いかどうかと云う亊は或いはこれは反米的な運動に持っていく過程になりはしないかということを虞れております。そういった意味でお互いがお互いといったら悪いか知れませんが我々が基地を容認して所謂、自由諸国の一員としてアメリカと共に自由諸国の安全を守るという大所高所からこの基地を容認している以上、其所に反米的な運動が起ることを極力私は避けなければならないという考え方を持っております。

○島袋嘉順君

土地を守る運動が反米的であるかどうかは県民に委して良いのではないかと思います。私がお聽きしたいのは市長が市町村長協議会に入っており然かもその幹部であられるそういう立場にある方がこういった重要な見解を例え沖縄にそういう考を持っている人があったにしてもこれを少く共、アメリカの大きなテレビ会社の記者に対して態々種を播き散らしておりますがこれが私共の当間市長がこういった談話を発表したというのであれば市町村長協議会でもそういった話があったと思いますがそう云う亊は聞ゐた亊もない。これがアメリカの記者にスッパ抜かれたと云う亊は県民斗爭の問題丈じゃない。私達の要求の四原則貫徹ということが損われる、当間さんも市長の立場でそう云った様になっておりますがそう云う結果が今後沖縄住民の団結した運動に水を入れる様な亊になりはしないか破壞しないか、そういったことを談話の間にお考えになったことがあるか　そういったことを今後アメリカの要人や或いは新聞記者に話して見ようといったような気持を前から持っていらっしゃったか　その点についてお伺いしたい。

○市長（当間重剛君）

そういった考え方は持ったことはありませんが詰りこの問題を打開する爲には只壁にブッかり合う丈ではいけない。何等の打開策も考えずお互いに昂奮状態にあると云う亊は私は慎むべきだと思います。又、先般市町村長総辞職の話が出た時は私出なかったんですが第二日目には引責總辞職するということは決議した以上はこれは仕方がありませんがその時期或いは仮りに主席が退陣しても或いは立法院議員が總辞職しても市町村長は最後迄これと斗い守り抜くという態度を持たなくちゃいけないということは何日も申しております。又その後の会合においても單にそういうブツかる様な亊よりは打開の策を考える必要であるということを私は申しております。

○島袋嘉順君

プライス勸告によりますとアメリカは沖縄の平和の爲にも土地を永久に使いたい、最後迄踏み留まりたいといっております。處がこの運動が初まりまして既に四十日ばかり経った昨日の新聞を見ますとダレス長官が発表しておりますその発表の四番目にこう書いてあります。「アメリカは当分の間沖縄における主権国としての總ての権利と支配力をサンフランシスの対日平和条約に基いて行使する」と少く共アメリカの国務長官として代表者としてこういった見解を発表しております。今迄のプライス勸告では平和の時期になっても何時迄も沖縄を使いたいということを書いてありますがダレス長官の昨日の発表によりますと米国は当分の間、沖縄を使用すると書いてある。これはアメリカの世論というよりもアメリカの政府当局の最高責任者の考え方が平和な時期でもいつ迄も使用したいという気持から当分の間という形に変りつつある。そうしますとこの変っているということをお認めになるならこの線で妥協しようという線で我々がやって来た運動であるのか　或いは絶対に反対であるが四原則はそういう運動の中から盛上って来た国民運動がこういう形になって来たのか　そのうちどっちをお考えになっているか、それをはっきりお伺いしたい。

○市長（当間重剛）

別に考えていません。

○島袋嘉順君

そうしますと当間さんのおっしゃるような打開の途も考えなくちゃいけないということと私は別に何も考えないということと矛盾があると思いますがその辺どう考えますか

○市長（当間重剛君）

御趣旨がよく分かりませんが――

○島袋嘉順君

ではもう一回説明します。先程当間市長はこの問題の解決の爲には打開の途も考えなくちゃいけないということをおっしゃっておりますが謂わば新聞の中に言われております妥協の線であります。そういうことを話されたと思います。然しこの四十日間の世の中の移り変りを見ますとプライス勸告の中には沖縄を何時迄も占領するということを書いて置きながら昨日の朝刊を見ますとダレス長官の発表として沖縄は当分の間、アメリカが使用するという風な言葉に変って来ているんです。この言葉の変化が相当の問題じゃないか　私達としましてはこういう風にアメリカの責任者の考え方が永久から当分の間に変ったということは我々が妥協しよう、妥協しようと頭をペコペコ下げたのではなく我々としては四原則貫徹の爲に団結してその力によって世論の力によって此所迄持って来たと考えておりますがそういった考え方について当間さんどう考えられるか　始めから妥協しようという考え方でおられるのか

○市長（当間重剛君）

そうじゃありません。詰り始めから妥協するというならば問題は別であります。現在住民が總決起して運動している亊は具体的な、はっきりした亊実であります。私自身も先程申上げましたように未だ四原則に対する意見を持っておりますが然しこれが長期に亘るかも知れないという場合には某所に一歩の前進もあって良いのではないか　壁にぶつかって下るのではなくもう一歩進んでその四原則貫徹のために一歩々々進む方法も必ずしもないとはいえないと思います。例えば先程申上げましたように基金をとることによって毎年払できる。或いは貸付も出来ると云う方法も私は土地委員会の人からも聴いております。そういったような一つの打開の途は結局支払の方法それから地料の適正評価こうしたはっきりしたものが直ぐその侭進めていけるものから徐々に打開の方法があるというのが私の考え方であります。

○島袋嘉順君

貭問の方向を変えまして市長としては一括払というものはどういう風に解釈しておられますか一体アメリカのいっている一括払はどういうものであるか

○市長（当間重剛君）

御承知と思いますが一括払いというものはフィータイトルという言葉の定義が問題である。フィータイトルというのは六月九日のモーア副長官が発表したときに私はフィータイトルの定義を聽きたいと普通我々が云う所のタイトルと云う亊は私の解釈ではアブソリュート（絶対所有権）といったような解釈をしておりますが然しそれにフィーという言葉を使っております以上、普通の所有権より軽い、そういった一括払で地料を支払う以上は貴所には所有権じゃなしに借りるとかいう形を持っていると、こういう風に私は解釈していたのであります。それでこちらに帰りまして只今英語に堪能な職員にもフィーの解釈をして貰っておりますがブラック法律辞典にはフィーシンプルという言葉があるそうですがそれが私としては常識だという解釈をとっております。處が去る七日の日本経済新聞の紙上に日本政府からアメリカ大使館に対して照会した文書には日本民法でいう所の所有権だと云う風に解釈して良いかという照会に対してアメリカの大使館の法律顧問の人もそういう解釈であった。こうなると今迄の我々の解釈が間違いでなくしてアメリカのいうことも間違いであったのではないか。それで私はピーターポイント氏にその英文が若し手に入ったならば送って貰いたいと頼んであります。そういったようなことで問題は一括払ということは買上げじゃないんですからそう云うフィータイトルは所有権の譲渡じゃない仮にそう云う言葉があっても処分権を持たない處の所有権だという解釈の下に於ける結局一括払という亊になりますが先程申しますように特殊の亊情の人は或いはそれを欲するかも知りません。然し乍らこの一括払の方式というものは結局一括払と向うはいつでもその基金を琉球政府に委せる方法も考えられるのであります。そうする場合にはつまり年々歳々支払われるもので以て無担保で個人に貸す例えば銘苅とか読谷とかに貸したような形に持って来るというような形で一括払も替える亊が出来ると云うような考え方です。これについて仲本為美さんと相談した訳でありますが、その方法は入れられるかも知れないと云う亊であります。そういう風にして一括払という言葉は別としてそういった基金を持つことによってお互いの要求する物が解決すると云う亊も結果としては不可能ではないという風に私は解釈致します。

○島袋嘉順君

フィータイトルにはハッキリした見解は持っていないがという言葉について市長でなければそれを認めようと云う訳でありますね　只買上げ処分権を持たない所謂、民法上の借地であれば認めても良いという訳ですか

○市長（当間重剛君）

そういう意味です。

○島袋嘉順君

そうしますと現在の五者協議会、又土地連合委員会が解釈している一括買上げ十六ヶ年分の土地代を払ってその後は絶対土地代を払はない。そして地代に適當な使用料を払って仕舞えば後はその土地を処分出来るという、絶対所有権だという風に解釈している訳ですか

○市長（当間重剛君）

先程私が申上げました通りこれは経済上の問題といっております。詰りフィータイトルという言葉、或いは領土権の問題こうした問題はこれは法律的、政治的に経済的に見たならばそういったことが考えられる訳です

○赤嶺慎英君

市長さんにお訪ねします。市長は再三、一括払に賛成する人も中にはいると発表されております。或いは恐らく十一万市民の中にも幾たりかは苦しさの余り一括払いにして貰った方が良いという方も全然おらないとは誰も断言できないのでありますが只市長として仮りに一括払に賛成する、一括払にＯＫする人がおった場合は市長としてこの人達をこの市民のために一括払にしてやらねばならぬというお気持であるか　それとも八十万住民全部が幸福にならぬ限り一人丈が幸福になるものではないから全住民がスクラムを組もうじゃないかという風に説得して四原則貫徹の運動に引入れて頂く様――な

（拍手）

そのどちらをお選びになるかということをお聽きしたいと思うのであります。

○市長（当間重剛君）

この問題は先月の二十日住民大会の時にも私申しました通りつまり地主丈では微力でありこれに全住民が応援協力するというのが建前で然かもあの六月の二十日の大会は私の計画ではこれを各部落別にする予定でありました。部落別に予定するということは地主でない住民にもその趣旨を徹底して貰う心算でありましたがそれは土地委員会の方ではどうしても二十日にやって呉れというのであの住民大会を開いたのであります。即ち全琉合せて五万の地主の力では弱いから多数の協力によってこれを支持する、貫徹するという趣旨を全住民に呑込んで貰うということであります。個人が土地を賣ると云った場合、法律的にはこれを止めることは出来ないのであります然し若しそういう切端迫った者が多数あった場合にはこれをどうするか　これは私市町村長協議会でもいったのでありますが現実に困っている者は冗談する丈ではにが干上ってしまう。幸いに立法院でそれを取上げておりますけれども市町村長協議会で私それをいっております。現実に困っている人がいる場合、これをどういうように救済するかということも考えて貰わないといけないじゃないか。その間に土地を買取る人も相当いると思います。こういったようなことも未だ対策は立っていないということに私は或る不滿を持っております。

○島袋嘉順君

市長の言葉に相反することがあると思います。それは先程政治家としての立場をはっきりさしているとおっしゃいましたけれども、今さっきの赤嶺議員の貭問に対するお言葉の中に非常に困っているからそういった方々に処分権、買上権を持たないような一括支払をさせたいという意向でございますね。處ででこの非常に困っている方々その例を申しますとあの伊佐浜の方々は生活補償金さえもない程、追詰められている代替地を購入する資金も政府から貰っていない。そういう政治的な状況にこの人達は非常に苦しんでいるのではないかと思う。私は少く共、市長は那覇市の市長として沖縄でも有数な政治家であるならばこういう困った人達に対して政府からも軍からも一括支払させなくても当然の責任として土地を買う金や或いは生活を保障する金を政府の責任において呉れるべきじゃないかと思いますけれどもその辺を政治家としての矛盾を感じられないか　どうか

○市長（当間重剛君）

そこが私先程話した基金の問題であります

○島袋嘉順君

今迄政府に出していないんです。要求もされておりません

○市長（当間重剛君）

ですから要するに前進する為にはそういったような方法もある。基金を出して一括払じゃ困るからそれは琉球政府に基金として呉れという亊を先程から私は口を酸っぱく話しているんです。

○島袋嘉順君

琉球政府から資金を貰って来るその資金の蓄積はアメリカと琉球政府が契約を結ぶことによって払われる所謂一括支払ですね　これを基にしようとおっしゃるんですか

○市長（当間重剛君）

そういう問題は只私の思い付きをいっている丈であります。例えば受取額七十五％で借りて政府で支払って、そういう基金を作り得るというようなそういう方法もあり得る訳です。

○島袋嘉順君

琉球政府が民間に支払わなければならない一括支払いの金を受取りそれを基金として支払う訳でありませう。それは結果的に見て実貭的には変らないでしょう

○市長（当間重剛君）

某所に折衡の余地があると思います。一括払いの金であるのか特別にそう云う基金であるのか　これは政府の折衝で出来ると思います。

○島袋嘉順君

琉球政府で問題になっている金でありますがアメリカは四百五十万弗の金を持って来ている。その中に二百七十万弗の移住資金と三百万ドルの国頭の新規接收に支払われる資金を組んであります。それを立法院の方でそういう金じゃなく今の立退きを受けた人達の生活資金として組まれるべきであってこれは一括支払費立退料として考えられるものではないということでせう

○市長（当間重剛君）

そう云った意味です

○島袋嘉順君

そういう意味でこれは支払われるべきであり決してこれがおっしゃるような一括支払の金としてそれが政府に蓄積されてそれを民間に払下げるといったような考え方、これは非常に間違いじゃないかと思います。結局琉球政府が民間を代表してそれを取ったことになります。

○市長（当間重剛君）

狙いは其所にあるのです。私が詰り受取らなければならない人達経済的な問題からそうした人達の救済というものもある。又取らなくても良い人もある、借りなくても済む人もある、と言う訳であります。

○真栄田義晃君

問題を経済的な問題に限ると本貭的な問題を取落す点があると思いますので根本的な問題から働いて行きたいと思います。プライス勸告以来沖縄では無茶苦茶な土地の接收がある。又土地の価格が妥当でない問題が起って来るのは沖縄の現在の統治形態、所謂平和条約第三条にアメリカは縋っていると云う亊はこれは沖縄の有識者、国民の意見でありこれは正しい處か　プライス勸告の中にはこういうことが書いてある。大体第三条の後段というのは先ず前段が問題になる訳でありまして前段において平和条約第三条でアメリカが沖縄、小笠原諸島の信託統治をやる場合は日本はこれに同意するという規定を書いてそして後段においてこのような提案が国連で提出され、これが可決される迄はこれからの諸島における統治はアメリカが握る、こういうような規定この後段から總ての問題が起って来ているのであります。これについては私が云う迄もなくプライス勸告の中ではっきり述べている。プライス勧告に依ればアメリカが沖縄に駐屯する理由として日本やフィリピンにおけるアメリカの基地は勸告と同じようにその国に親善的な政府があるか、ないかによって左右される。然し沖縄においてはアメリカが行政権を持っております。又沖縄には民族主義的な反抗がないからこのためにアメリカは沖縄に原水爆基地を作って此所にしがみつくんだ。これについては從来の主張より從来のダレス長官が極東に緊張と脅威が存在する限りはアメリカは沖縄にいるという主張から更に一歩進んでプライス勸告の中でもフィリピンや日本から軍隊を引揚げなければならない場合でも沖縄の基地は益々重要になって来る。こういうことをはっきり述べております。これはこのプライス勸告の意図しているものははっきり第三条の後段によって沖縄を実貭的な永久占領下に置こうということが狙いであるということははっきりしている。處が今さっき市長さんが申されたこれは所有権じゃなくして使用であれば良いということでありますが沖縄に第三条の後段によってしがみついている限りはこの規定は国際的な情熱に左右される問題でありますからしてこれについては世界の世論が大きくなり段々平和に向って来ればアメリカが沖縄に基地を保有する理由は薄弱になって来るだからアメリカとしては今日の国際的な世論の動き、これによってその都度、その都度少しずつ言葉が変っております　これは今先十二番議員（島袋嘉順君）も云いましたがこれ迄は無期限に沖縄にいるんだというような殆んど永久的に沖縄にいるんだというような言葉から昨日のダレス長官の言葉は当分の間というこのニューアンスを持った言葉に置変えられている。こういったことから沖縄の現在の情勢が大きく世界の情勢に左右される。だから当分の間というのはこれは或いは情勢によっては三十ヶ年、四十ヶ年或は永久的に留りたい積りでしょうが情勢によって十年或いは二十年で返さなければならなくなるようなことがあるとも考えられる。處が地代の一括払を受けた場合には永代使用料の一括払これは例えば処分権は持たないとしてもこの一括払を受けた場合には永久にアメリカはおっても宜しいというようなことを我々が亊実上、認めることになる。例えこれが永代使用でなく或いは九十九ヵ年でも五十ヵ年でも宜しいその期間を決めて使用料を払い処分権を伴わない所の所有權であると云う亊になったとしても情勢に依っては十年、二十年後に返すというような状態があるかも知れんがそういうような状態にあるかも知らんのにこちらが五十年分、百ヵ年分というような使用料を受取って使うことによってその期間又はどう云う情勢にあろうとも沖縄におっても宜しいということを認めることになる。我々はこう考えるのであります。それから今一つはアメリカはプライス勸告の中でも一括払した方が毎年払するよりもアメリカにとってその方が明かに有利であるこういうことを述べております。これは現在沖縄問題が日本の国内に世論を大きく動かし又世界の世論を大きく動かそうとしている現在、土地問題はアメリカにとって益々難しくなって来るし今年一坪三円であった地代が来年は更に平和に向っていくような状態の中で沖縄が大きな世界の世論の的になれば或いは六円に値上げしなくちゃならないような点も考えられる。このような点からアメリカはこの際一括払で金を払った方が我々にとって有利である　こういうような見解に達していると思うのであります。だから現在この地代を受取ることはこれから後二、三ヵ年後その地代が上げられるような情勢になった場合でも我々が地代変更を要求する権利を自ら放棄するようなことになると私は考えるのであります。これに対する市長の見解をお聽きしたい。

○市長（当間重剛君）

詰り分割払を要求するという一つの理由は勿論そうでありますが時来地価の変動があるから結局一括払というのはいけないというのであります。そういうことになります一面、下るということも考えられますが然し大体において上るという想像はつく訳です。そういったような意味からの一括払ということは勿論でありますが私も一括払ということはその支払方法については打開の道があるといっているのは先程からの私の意見であります。今おっしゃるような時価の変動というものがある場合を予想して毎年払が良いということはよく分ります。從ってこれを長期に亘って解決するよりは何とかしてこれを打開して早く今年の分でもとるという方法も其所には考えられるというのです。要するに支払方法についてこちらは毎年払、向うは一括払という対立した意見があるからこの面には何とか打開する方法があるのではないかという私の意見であります。

○島袋嘉順君

今のお話の通りだと今の一括払に反対じゃないんですか。そういう意味の変動があるから成る可く毎年払にさせたいという御意見じゃないですか

○市長（当間重剛君）

其所で一括払という處はそれを拒否するよりは一応この打開の途を見出すという亊であります。

○島袋嘉順君

その為には一括払に賛成して一年分々々々とっていこうというんですか

（笑声）

○市長（当間重剛君）

一括払を認める人もある訳ですが法的にはこれを拒否できない訳です。だから一応一括払も賛成する人が中にはあるということも予想しなくちゃならない。現在私の處にはっきり言って来ている人もおります。如何なることがあっても私は一括払を希望するという人もあります。この人にはいやお前には毎年払しかやらないと・・・・・・

○島袋嘉順君

貰いたい、貰いたくないということは抜きにしまして法的に拘束できない云々はこれは別の問題です。只市長がおっしゃるような一括支払さした方が良いのではないかということになりますとどうぞ基地を使って下さいと自ら沖縄の基地の使用、更に基地拡張を認めることになりはしないですか

○市長（当間重剛君）

絶対そうじゃありません

○島袋嘉順君

先程おっしゃったんですが新聞にもありますけれども現在沖縄における斗いの現状は基地撤廃を目標としているのでなく基地の継続を容認しているというお話でありますが四原則の精神から云いますと現在迄とられた土地それが皆含まれている、現在迄の基地は仕方がない。これ以上、拡張させないという言葉の意味からすれば敏感な市長はこれは直ぐ基地拡張だということ位お感じになっていると思います。又亊実基地が拡張になる以上、基地の拡張に反対するということは誰も皆同じで本貭はそれにあると思います。

○市長（当間重剛君）

今の基地容認という考え方は私は正しいと思っております。

○島袋嘉順君

現在迄作られている基地でしょう。一括払になると今度接收される四万二千エーカーにも適用される訳であります。今迄とられている土地丈じゃなくプライス勧告によりますとこれから新しく接收する土地も一括払をするというんです。

○市長（当間重剛君）

それとこれは全然別個です。

○島袋嘉順君

プライス勧告はそう云う風に云っておりますから私達は反対している訳であります。

○市長（当間重剛君）

一括払の中には從来使用しているものも入っていると云う亊であります。

○島袋嘉順君

新しい接收も入っておりますよ。

○市長（当間重剛君）

これについて私は全然触れておりません

○島袋嘉順君

市長の談話の中には新規接收の分の一括支払は反対だ今迄取られた分の一括払は賛成と云う亊でありますがその辺が区別されておりません

○市長（当間重剛君）

新規接收については全然私は觸れておりません　從って触れた分について話しているんです。

○島袋嘉順君

だから問題があるんです。

○市長（当間重剛君）

だから現在、使用している處は適正地料、損害補償の場合は損害補償の適正こういった問題であります。

○島袋嘉順君

市長がおっしゃる一括払い賛成と云うのは適正にやりなさいと云う亊であります。

○市長（当間重剛君）

そうであります。

○島袋嘉順君

これは市長さんがどうお考えにならうがこの言葉の解釈は現在、新規接收される分の一括支払も賛成だということなるんです。

○市長（当間重剛君）

なりません

○島袋嘉順君

プライス勧告ではそういっているんです。

○市長（当間重剛君）

私にはそういう考はない。

○島袋嘉順君

現在、名護町婦人会から当間さんに抗議文が出ておりますが沖縄の人達はこういった談話について反対しているんです。市長の言葉の通りだと民法上による借地法を適用してやろうと云う亊でありますがそうしますとこれから接收する分に対してはどうぞお使い下さい。基地を提供するということになるんです。貴方自身そうお感じにならなくても私達はそう考えるんです。ピーターポイントもそう考えている筈です。そう考えておらないだろうと思ってもラジオからそう放送されると思います。その爲あちらこちらで市長談話に対して憤激の声があり婦人会からも反対が来ているんです。その詳細は新聞の記亊には余り現われておりません。けれども世論は沸騰しているんです。こういう調子なら市会を解散して仕舞えという声もあるんです。その責任を一体市長はどう取る積りか、私達としましてはこう云う亊はもっと市町村長協議会で意見を調整して貰いたいと思います。そうする亊に依って市町村長協議会の意見も出て来ると思います。こういうような考え方もある訳です。今五者協議会で決議している計画、これは非常に極端な独走です。そういう県民戰列を乱し自ら基地を提供して使って下さい一括支払賛成だということで世論を乱しているという亊に対して世論は沸騰しております。それについて市長当間重剛は公職にある以上、そういう責任をどうとるか　これをはっきり聽かして頂きたい

○市長（当間重剛君）

私の今いう處の不拡大の問題とは全然別個の問題であります。これは、はっきりして貰いたいと思います。

○島袋嘉順君

はっきりしてもピーターポイントはどうとっているか・・・

○市長（当間重剛君）

一括支払が適正地料であるならば良い

○島袋嘉順君

さして反対ではないと云う亊でありますか

○市長（当間重剛君）

それはそうじゃないんです。この前のタイムスの記亊によると決して反対という意味じゃないんです。

○島袋嘉順君

四原則を守るという意味から賛成だというけれども適正な地料であれば私は一括支払に賛成するというし反対すべきじゃない・・・それはこの前のタイムスの記亊と同じです。

○宮城清三郎君

更に市長に貭問致しますが先程十二番議員（島袋嘉順君）もいっておりましたが私土地問題について六月十一日の本会議で貭問した處、市長は土地問題は飽く迄も国論であるからこれは何處迄も市町村長会と行動を共にするという風なことをおっしゃっておりましたが然し今はもう市長はあの態度はどこにいったのか分らなくなっている。そして沖縄八十万県民は本当に市長はどうしてもいるんだという亊を云っております。そういう意味におきまして市長は現在沖縄八十万県民が一致団結して土地を守ろう、郷土を守ろうという風なこの斗いを、そして更に四原則を貫徹しようといって各部落の組織を強化しておりますがこの四原則について市長は住民のこの斗いが正しいのか正しくないと見ているのかそれが一つ。それから現在日本々土に私達は代表を送って色々な交渉をやって働いておりますがあの人達のこの働きにつきましてそして日本の同胞は各県で国民大会をやっております。八千万同胞は立上っております。このような立上りに対し市長は四原則を守るといい乍ら一括払に賛成しているがどうも私達はこの市長の見解がはっきりしない、そして更に市長は土地を守る会の会長になっている。所謂、住民の市民の中にはこう云う声が聞こえております。当間那覇市長は一括払に賛成し乍ら土地を守る会長になっているがこれは土地を賣る会じゃないか　こういうこと迄いっております。これに対して市長はどういう見解を持っているか　これが三つ。それから更にこの住民の声が何處迄も正しく反映していった場合、更に大きく世界の平和を愛する国民の力がもっと高まっていった場合に果して市長は今の見解をそれが正しいんだという風な傲慢な態度を執られるかどうかこれを説明願います。

○市長（当間重剛君）

先程から度々申上げました通り四原則を堅持するということについては聊かも変りはない。只これが長期に亘る場合を虞れる訳であります。それで一歩でもこれを或る目標に向って進めて行きたいと云う物の考え方であります。從って全住民が四原則を貫徹すると云う様な物の考え方が正しくないと云う亊はないと思います。又これに呼応して日本同胞が立上って居るのに対しては感謝しておりますが只あの中には反米的なものが相當あると思います。其所が我々の気持と違う様に見ております。

○島袋嘉順

日本々土ではこの問題に対して超党派的にやっておりますがその運動に対して市長としては異論を持っている訳でありますか

○市長（当間重剛君）

私の聽取した情報に依れば反米的なものが相当あると見ております。

○宮城清三郎君

この四原則と云うものは市町村長協議会でも守ると云っておりますが　この四原則は私達沖縄八十万縣民の最低の要求であります。これを市長は反米的だと見ておりますが、本当にこれが反米的であるかどうかハッキリして貰いたいと思います

○市長（当間重剛君）

私は沖縄の場合そうだとは云っておりません。日本の場合そこには反米的な空気が相当あると云う亊の情報を持っております

○島袋嘉順君

今の宮城議員の質問は土地を守る事に反対であるか賛成であるかと云う事であります。反米的であるかないかは別としてこれに対する市長の真意であります。

○市長（当間重剛君）

それは先程正しいと云っております。只反米的な事は断然お断り致します。

○宮城清三郎君

若し私達のこの住民の要求が假に反米的であると考えてこれと妥協やった場合は私達の生活が絶対の窮地所謂人間としての價値がないと云う所迄追い詰められた場合市長はその責任をどう云う風に取られますか

○市長（当間重剛君）

私はそうは考えておりません。今の住民の結束が一当間の言葉に依って崩れる様な亊があれば別でありますがそんな亊はないと思います。

○宮城清三郎君

只今一当間と云う言葉が出ましたが当間さんは那覇市長であり一当間と云ってもそこら辺の道で車をヒッパッテ歩く人とは誰も見ておりません。完全に那覇市長であり沖縄に於ける知名士であると云っております。その市長がこの様な見解を持つとすれば住民を破滅に陥し入れると思います。更に土地を守る会の会長になっておりますが是で果して土地が守れるかどうか守れるとすればどう云う様な方針で土地を守って行くかこれに就いて具体的に説明して買いたいと思います。

○市長（当間重剛君）

土地を守る会と云うのは一会長の方針で決める訳ではなく多数の役員がおりますのでこの運動の方法もそう云う役員の手に依って為されると思います。或いは全市民が会員である以上市民大会に依って決まると思います。そう云った意味で一会長の方針でこれが決められると云う亊は考えたくないと思います。

○宮城清三郎君

そうすると飽く迄も住民の正しい要求でもって或いは決議でもって守られると云う御見解でありますか

○市長（当間重剛君）

そうであります。

○宮城清三郎君

先程土地を賣ると云うお話がありましたが　これはアメリカに賣ると云う訳でありますか。それとも沖縄人同志で賣ると云う亊でありますか

○市長（当間重剛君）

沖縄人同志に賣っている人も居るし、一括払いを希望している人もおります。

○島袋嘉順君

十七番議員（宮城清三郎君）の云うのは沖縄に賣ると云うのかアメリカに一括払いで賣るのかどちらでありますか

○市長（当間重剛君）

どちらもであります。

○島袋嘉順君

十七番議員（宮城清三郎君）の質問は沖縄人同志に賣るのか、アメリカに賣りたいのかと云う意味ですよ

○市長（当間重剛君）

ですから何れもであります。

○島袋嘉順君

そうするとアメリカにも賣ると云う亊になる訳でありますか所有権の問題ではなく民法上の・・・・・・・

○市長（当間重剛君）

兩方であります。

○島袋嘉順君

フイータイトルの問題で処分権を伴わない所有権を、市長は絶対所有権ではないと云っておられますがその見解は既に市町村長協議会、五者協議会ではハッキリしておりますが　この一括払いと云うのは経済上の問題は兎も角アメリカが土地を買うと云う亊であります。我々は絶対賣ってはいけないと。そこで土地を守ると云う亊になったのであります。これは今迄のスローガンに謳われておりますし当間さんもこの幕の下を歩いたでせう

○市長（当間重剛君）

市町村長協議会では出ておりません

○島袋嘉順君

出ておりますよプライス勧告の反論の中に出ておりますよ

○議長（当間重剛君）

市町村長協議会ではありません

○島袋嘉順君

五者協議会の中には入っております。

○市長（当間重剛君）

その定義に就いては現在諮問中であります。

○島袋嘉順君

そう云う風なハッキリしない亊を同じ沖縄人同志で相談すると云う亊なら兎も角態々そう云う亊をアメリカのテレビ記者に放送して呉れと云う様な亊に対して不審を持つ訳であります。

○市長（当間重剛君）

フイータイトルに就いてはこの間の日経紙の様な亊であれば、四原則に関する亊であれば私は絶対反対であります。これはハッキリ云っております

○島袋嘉順君

そうでなければ賛成と云う亊でありますか。

○市長（当間重剛君）

そうであります。

○島袋嘉順君

何ヶ年の期間を持つと云う亊でありますか

○市長（当間重剛君）

期間の問題には觸れておりません

○島袋嘉順君

民法に依る年間の期限が・・・・・・

○市長（当間重剛君）

借地法とは違いますよ

○島袋嘉順君

民法上の考え方でありますか

○市長（当間重剛君）

そうであります。

○島袋嘉順君

そこには期限の問題が出て来ると思います

○市長（当間重剛君）

出ますそれは政治的な今後の折衝であります。

○島袋嘉順君

そこで問題になるのは期間でありますがこれは五ヶ年で良いのでありますが民法上の関係で借地契約を結ぶと云う亊でありますが、その場合にこれは先程話が出ました様に一応その期間丈は地代を取纏めて貰って後は軍が適當に使って呉れと云う意味じゃありませんか

○市長（当間重剛君）

一番最初に申上げました様に、経済的な亊情に依って一括払いでも良いと云う亊もありますし中には早く地代を貰いたいと云う人も居る訳であります　そこに物の考え方が違う訳であります。

○島袋嘉順君

そう云う風に契約を結んで結局市長のおっしゃる様な態度であれば沖縄八十万縣民の中にはそう云う人もいると云う理由の許に十ヶ年或いは二十ヶ年と云う民法上の契約を結んで軍に土地を提供させ様と云う訳でせう

○市長（当間重剛君）

私の云うのは・・・・・・・・

○島袋嘉順君

結局軍と借地関係を結んで軍用地に使って呉れと土地を提供させる亊になると思います。我々としてはこれ以上基地を拡張させたくない・・・・・・

○市長（当間重剛君）

拡張ではなく現在使っている土地に対して支払っている使用料を今一遍に取った方が良いと云う人もいる訳であります

○島袋嘉順君

此の間の当間さんの談話の中には現在使用されている分に就いては云われておりませんよ。

○市長（当間重剛君）

新聞にはどう云う風に書かれたか判りませんが私はそう云う心算で話合った訳であります。

○島袋嘉順君

当間さんはそう云う風に云われても新聞はそう云う風に見ない。

○市長（当間重剛君）

現在使用されている分とは云っておりません

○島袋嘉順君

前提はそうでせう

○市長（当間重剛君）

前提はそうであります

○島袋嘉順君

当間さん個人はそう云う前提として云っても聞く人はそう云う風には取らない訳であります。

○市長（当間重剛君）

要するに基地不拡大の問題は出ております

○島袋嘉順君

ピーター・ポイントに不拡大の問題は別であると云う亊は云っておりますか

○市長（当間重剛君）

適正の地料適正の補償これに依ってしか話は進められません

○真栄田義晃君

先程の質問に付加えて更にお訊ね致します。実はこの第三条後段と云うのは哲定的な取決めでその第一には、沖縄は信託統治にすると云う亊が謳われております所が日本が国連に加盟するのは近く開かれるアジア・アフリカ会議に日本が参加する様になったのも日本が国連え加盟する段階に一歩近付いており最早国連えの加盟は期日の問題と云う亊になっております。日本が国連に加盟すると国連憲章に依り国連に加盟している国々は全部主権は平等であると見做されておりその国々を信託統治する亊は出来ないと云う亊はハッキリ謳われております。そうするとアメリカは現在第三条後段に依って沖縄を統治しておりますが世界の情勢如何に依っては第三条が死文化すると思います。所がアメリカが一括払いすると云う亊になるとアメリカは沖縄を何時迄も使ってやろう、又住民としても何時迄も居って宜敷しいと云う亊を我々自体が積極的に認めると云う亊になると思います。それに対して市長はどう云う風にお考えでありますか又この第三条後段と云うのは極東に国際緊張がある限り問題になりこれが緩和して来て日本が国連に加盟する様になれば沖縄の統治と云う亊は大きな国際問題になると思います。所が今我々が五十年、九十九年と期間を切って土地使用料を貰う亊に依って或いはアメリカが沖縄を返さなければならない時期が九年十年後にそう云う亊態が来るか知れませんのにこう云った地代を貰う亊に依って何日迄も此處に居っても宜敷いと云う亊を我々が積極的に認める亊になると思いますが。

○市長（当間重剛君）

私はそうは考えません。それに就いてはプライス勧告に対する反論の通りであります。

○島袋嘉順君

然し亊実は一括払いした後はアメリカの勝手になるのではありませんか。

○市長（当間重剛君）

土地を一括払いして貸す訳であります。

○島袋嘉順君

そうなるとアメリカが沖縄で原子爆弾を持つ亊も認める亊になると思いますが。

○市長（当間重剛君）

それはプライス勧告の反論に書いてあります。あの通りであります。然しこれは日本が国連に加盟する亊に依って日本に発言権も出て来る訳でありそれに依って何とか出来ると思います。今のお話は過程を飛躍的な過程に持つならばそうなると思います。

○赤嶺慎英君

市長にもう一つお訊ねしたいと思います　先程市長は農村に於いては四原則はその儘貫徹されなければならないが、那覇に於いては所謂都市地区に於ける場合は幾分考慮しなければならないと云う様な趣旨の話がありましたが

○市長（当間重剛君）

イヤそうではありません

○赤嶺慎英君

繰返してお訊ね致します　農村に於ける四原則と都市地区に於ける四原則の考え方の相違点を今一度お訊ねしたいと思います。

（拍手）

○市長（当間重剛君）

四原則の考え方と云うよりは一括払いの問題に対しては都市地区は農村に於ける農耕地の如くそれ程大きな土地を必要としないものとの差がある為にそこには一括払いに対しては多少の相違があると云った訳であります。

○赤嶺慎英君

亊が住民に関する大きな問題でありますので我々市民の代表と致しましても多少なりとも市長の御見解で農村と都市地区の相違点の亊実を例え一、二の例でも宜敷うございますから発表して頂きたいと思います。

○市長（当間重剛君）

前の議会でも申上げたと思いますが然し現在はそうではないと云う亊も云っておりますけれども昨年米国に使節を派遣する時に市町村長協議会に地主の方がお見えになって瀬長使節を中心にして一括払いに就いて、私は那覇市の地主の方々にそう云う亊を確めた亊があります。殊に垣花のあの状況から見て兎に角一括払いを希望する人があるのではないかと云う亊を列席の地主の方々から聞いております。但し最近確めたらその時はそうだったが現在はそうでないと云う亊を関係者が云ったと云う様な亊を聞いております。

○赤嶺慎英君

市長のおっしゃる都市地区と農村地域とは四原則の貫徹に対する考え方も幾らか違うとこれは一寸した地域の問題でありまして都市であるが故に農村との考え方を違わさなければならないと云うその相違点に就いてもう一回お訊ねしたいと思います。

○市長（当間重剛君）

只今の話は垣花の人達の考え方であります。

（「宮里さんどうですか」と呼ぶ者あり）

○宮里敏慶君

只今垣花の亊が出ておりますが私もその垣花の出身でありますのでその辺の亊情を良く判っております。垣花の地主は一括払いの趣旨が判らない儘にあの當時早く纒めて貰いたいと云う意味は五年なら五年と云うそう云う意味の一括払いと解釈して賛成した訳であります。今の一括払い十六ヶ年半の一括払いとは全然意味を異にしております。

それから市長に要望しますが我々の発言は実に微々たるものでありますが、琉球の首都たる市長の発言はその影響たるや日本や世界全般に響く訳でありますので今後発言される場合は良くお考えになって世論を無視されない様にお願い致します。今度のコロンビア放送記者に対する談話は明かに市長のミス黒星だと思います。その失言を回復する意味に於きまして今の土地問題に就きまして八十万縣民と歩調を合せ住民の先頭に立たれて沖縄の民族運動として全住民を良い様に導いて戴きたいと思います。これからでも遲くはないと思います。

○宮城清三郎君

アメリカが沖縄の人達に一括払いするその理由は

○議長（泉正重君）

時間を延長致します。

○宮城清三郎君

その理由は沖縄の土地問題は一遍に払わないとそれを毎年払いとなると色んな悶着が出て来るからこれを避ける爲にアメリカの爲に一括払いをやると云っております。これを市長は曖昧な返答で更に住民の意志に反した様な答弁をしております。それからもう一つお聞きしたいのでありますが現在の沖縄に於いて、財産管理課が管理している国有地がありますが土地連合会の方々の話に依りますとこれに対しては毎月払いと云う風になっております。結局自分が貸す土地に対しては毎月地代を取り私達に払うものは一遍にやると云う亊になっております。これに対して市長はどう云う風な見解を持っておりますか、更に大山に民間の地主とアメリカ人が契約して借りている土地がありますがそこには私の知っている友達が請負をやっております。あの大山の陸軍病院の側であります。それで私はこの土地の契約はどうなっているかと地主に聞くと私達は年間幾らと決めてやっていると云う亊であります。それから借りているアメリカ人の話を聞くと貴方はその期限が来たらこの家も地主にやるかどうかそして幾らで借りて居るのか実際その期限が来たら全部地主にやるかと云ったらそんな亊はやらないその契約期限になると私はアメリカ本国に帰って家を他の人に賣るからそんな亊は問題ではない例えば裁判沙汰になってもアメリカの裁判になるから問題ではないと云っております。こう云う亊も市長は判っているかどうかこの二点に就いて説明を求めます。

○市長（当間重剛君）

只今の亊実は聞いておりませんが財産管理課の財産管理の方法としては極めて短期の契約ではないかと思います。これは私の想像でありますが財産の管理上長期に貸す亊が出来ないと云う考え方から短期に貸していると思います。それから今のアメリカ人と地主との個人契約に就いては私聞いておりませんが、然し賃貸借の登記をすればそう云う亊は出来ないと思いますしそれに依って防げると思います。即ち甲と乙との間で土地を借りる場合借りたと云う登記を期間を定めてやればそう云う亊は妨げると思います。結局その土地を賣ってしまったら当亊者が変るからとこう云う亊でありませよう。

○宮城清三郎君

亊実今入っている人がそう云う亊を云っておるのです。

○市長（当間重剛君）

ですから登記すれば良い訳です。

○宮城清三郎君

そう云う亊が登記しない亊があった場合はどう云う風な措置を講じますか。

○市長（当間重剛君）

結局證據がないと云う亊になると思います。そうなると沖縄の裁判所でやっても負ける場合が多いと思います。ですからその場合ハッキリした書類を取るなり登記するなりする亊に依って騙されない様にやらなければいけないと思います。

○赤嶺慎英君

市長の米国テレビ記者に対する談話については各議員から諸種の質問がありそれに対し夫々の答弁があって大体判った様な気が致しますので議亊進行お願い致します。

○宮里敏慶君

例の市町村長協議会に於きまして当間市長が沖縄代表に決定したと云う新聞を見ましたがその結果は真和志の市長が日本に代表として行かれましたが何故当間市長が行かずに翁長市長が行ったかと市民に聞かれて私その返答に困ったのでありますが、これは新聞にもそう云う投書が二、三回程ありましたがその点に就いて市長にお訊ね致します。

○市長（当間重剛君）

当時は本議会開催中でもあるし又私の特殊の或る亊情もあった訳であります。又代表の問題でありますが私自身荷が重過ると思っております。それから不幸にして多少の風邪気味で都合が悪く本会議途中休む亊になったのであります。

○新垣善太郎君

先程銘苅部落・読谷部落の賃貸料前借りに就いてのお話がございましたが結局前借りしました後は小作料はない訳でありますか、それとも十六ヶ年半が経過すればある訳でありますか。

○市長（当間重剛君）

詳わしくは調べておりませんが借りた物は當然返さなければならないと思います。從って借地料も毎年貰えると思います。

○新垣善太郎君

私共が上からの誘めに依り土地を守る会の組織を作りまして、特に小禄地区に於きましては一括払いに対して一人の賛成者もいないと云う情勢であります。それに対して市長の今迄の總ての行動を見て我々は非常に苦しい思いをしております。我々の上に立たれる市長は大体市長になる場合は沢山の人の支持に依って市長になられた筈であります。所が一、二の少数の意見を聞いて苟も沖縄を代表してアー云う発言を爲されると云う亊は心外であります。

（拍手）

そう云う風な大きな責任ある市長が苟も市民の真剣な声を聞かずに発言爲された亊に対して遺憾に思うのであります

○島袋嘉順君

最後に御質問申上げます。プライス観告の中に書かれておりますこのプライス勧告は十七項目からなっておりますがその最後に摘要書と云うのがあります。それを見ますと第一番目に無期限に必要とせられている財産等に得られる権利は絶対所有権その前にお断りして置きたい亊は、このプライス勧告の飜訳はアメリカの好意に依って、飜訳提供されておりますので飜訳された原文は間違いないと云う亊はアメリカが證明しておりますからその心算でお聞き願います。又は現行法の下か現行法の修正下に得られるか。かる最高の権利であること、つまり土地所有権に対する最高の権利であります。

そしてこのプライス勧告が「絶対所有権又は絶対所有権に類似する権利が得られる際はこの報告書の別項で制定された評價方法に基いて財産の公正な全價格が支払われるべきである」とあり　だからプライス勧告に全部反対であると云う亊は土地を買上げるから反対と云う訳であります。然し市長の意見はそうではなく市長の考え方は所謂処分権を持たない一括払いと云う希望的な問題として云っておりますが市長の仰言った亊はこの項の一括払いに対する論評と云うのがございますがこれにはプライス分科委員会がこう云う風な方法で一括払いの金を使えば良いと云う一つの意見具申をしております。それにはこう云う亊が書かれております。例えば一括払いに支払われる金は政府資金の中に供託し、そしてその供託者に年払いを行うに充分な利潤をあげるべく土地開発や種々の商工企業や他の同様な経済的に利益を斉する亊業に使われる様にする亊が出来る。又その供託金は地主が新しい土地を手に入れる爲に使うか健全なる投資に使うとか、或は南部諸島や外国に移住する爲に適宜に全部又はその一部を引出す亊が出来る様に規定が設けられるべきである。こう云う風にプライス勧告の中に書かれております。それを市長は処分権を伴わない所有権であれば一括払いも良いではないかと仰言っておりますがこのプライス勧告を見ると市長は四原則貫徹には賛成し乍らこのプライス勧告に書かれている亊を希望しております。と云う亊は那覇市の市長である当間さんがプライス勧告にある様な亊をテレビ記者に発表すると云う亊は全くどうかと思います。然も沖縄に於ける有数の政治家である市長がプライスと同じ様な意見を持ってそれをアメリカに具申していると云う亊であります。これは完全にプライス勧告にある様な亊をそう云う風な方法でやって呉れと云う亊を既に当間さん自身がアメリカにそう云う風にやった方が良いと自ら誘めており、又市長の意見はあのプライス勧告と完全に一致しております。こう云った意見が他の個人であれば良かった訳でありますが市長として云う放言をした爲に市長をしてのポストはゼロになっております。これは市議会や一部の又人民党丈の世論ではなく既に名護町婦人会からも抗議文が来ておりますし遠く国頭の山村からも当間さんを非難する声が出ております。その爲沖縄の四原則貫徹の国民運動は足許から崩れ出しております。勿論市長のアー云う発言に依ってそう簡單には崩れる筈はありませんが対外的に相當響くと思いますがこれに対して市長はどう云う風にお考えでありますか。

○市長（当間重剛君）

ピーター・ポイントにはその話は私としておりません

○島袋嘉順君

話していなくても一括払いはそう云う風にやって呉れ・・・・・・

○市長（当間重剛君）

ピーター・ポイントに対してはそう云う人達もおり必ずしも一括払いに反対でないと云う亊であり只私の一括払いに対する打開の方法としては適正なる賃貸と將来地主に返ると云う・・・・一括払いを希望する者がいる從ってこれには全面的には反対でない。然しそこには何か打開の穴があると云うのが私の一つの考え方であります

○島袋嘉順君

それはプライス勧告に依り支払われる金ではなく琉球政府に対する基金として・・・・・・

○市長（当間重剛君）

結局一括払いと云う穴があるからその穴を掴まえてこれは政府が住民の爲に基金として貰うと云う様な穴を掴まえると云う亊であります。

○島袋嘉順君

軍用地問題の根本的な解決は或る程度の妥協点を見出さなければいけないと云う亊でその打開の方法としてそう云う穴を見付てやったらと云う亊ですか

○市長（当間重剛君）

そうであります。

○島袋嘉順君

今度の新規接收の問題もありますが、それもこの一括払いの問題とアメリカは絡ませておりますが市長の云う亊はアメリカに有利に使えると思いますが・・・

○市長（当間重剛君）

それは向うの態度であります。我々は我々としての態度があると思います。結局我々としては一括払いと云う穴を掴まえてやると云う亊も必ずしも出来ないとは思いません結局一括払いに対しては反対であっても良い訳でありますがその一括払いと云う穴を掴まえてやると云う亊であります

○島袋嘉順君

そう云う風に云って戴けば最初にそう云う亊おっしゃっておられないものでありますからこう云う風な質問が出た訳であります

○議長（泉正重君）

お諮り致します。只今の市長に対する一般質問はこれで打切って次の日程に入って宜敷ゆうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

多数でありますので市長に対する質問はこれで打切り次の日程に入ります。

――― ○ ―――

（「住民大会で質問されますよ」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

日程第十二　永年勤續市吏員の退隠料支給方の陳情についてを議題と致し總務財政委員会における審査の経過並びに結果の御報告をお願い致します。

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第十二永年勤続市吏員の退隠料支給方の陳情について当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本件につきましては客年四月二十日当時の総務財政委員会に於いて審査せられ、結論と致しまして停年制条例の制定されました。今日、本問題も可及的速かに措置を講ずるのが妥当であるが政府に魁けることは好しくなく寧ろ基本となるべき政府職員の退隠料支給に関する立法を側面から強力に推進すると共に当局としては財政面に於ける極めて重大なる問題であり、双方に於いて熟慮協議の上扶助料関係者を含む全該当者に関する具体的資料を調制し準備成り次第　更に委員会を開くと云うことで一応審議未了の侭継続審査をすることに相成って居ったのであります。処が不幸にして選挙無効に依る議会の解散は審議未了の侭　次期議会の成立迄保留を余儀無くせられたのであります。その後議会の成立を見るに及び十二月二十九日付を以って再び本陳情がなされた様な次第であります。その内容を簡單に申上げますと、吾々は永年市吏員として精励して来た中には退隠料証書を受けて居る者も或いは戦時中恩給年限に達しその侭退職した者等　何れはその恩典に浴すべきだがそれが報いられずその時期到来を待ち佗びて居る。今職員恩給支給査定済或いは既に支給を受けている者もあり、又教職員も既にその支給を受けて居る実例ありますので、この際吾々退隠料受給有資格者の爲に特別　御配慮を以って既得権を復活して貰いたいと云うのであります　依って本委員会に於きましては去る二月七日午後二時委員会を開き委員七名出席の下に主管部課長の出席を求め、只今申上げました通り前委員会に於ける審査の結果を了解の上、その審査を行ったのであります。質疑の主なるものを申上げますと

１、本陳情は那覇市の吏員だけに依る陳情となって居るが首里・小禄の吏員も包含してやるべきだと思う。尚財政的にも余程慎重に研究すべき問題だと思料するが當局の之に対する見解を伺いたい。

２、当局としては退隠料を支給するや否や、之に対する確たる方針を伺いたい

以上の二点であります。それにつきまして主管部課長から詳細なる説明があったのであります。即ち本陳情者は何れも旧那覇市吏員のみに依る陳情となって居るが若し退隠料支給に関する条例を制定するとなれば当然、旧首里、小禄の吏員を包含する条例を制定致し度い。然し乍ら本陳情者の外該当者が那覇市、首里、小禄に扶助料関係者を含めて何人居り、何ヶ年勤務し、如何程支給されて居たかについては陳情者側からその後資料の提出も無く皆目不明であるが支給すべき亊は時機の問題であって何れは条例の制定を致さねばならぬと考える目下、当局と致しましては九州各都市に対し旧那覇市の条例の有無を照会する等資料の蒐集に八方手を盡して居るが只今迄の処その資料も入手出来ず困却して居るがだからと云って陳情者が云って居る様に既得権者に対し市有地に切賛えて、与えると云うことは、停年退職者の給与問題と関連し斯かる亊例を残すことは將来又起る亊が予想されるのであって　芳しく無い。本件については政府に於いても元縣職員に対する退隠料支給について目下南連を通じ日本政府に対し特例に準じ支給する様鋭意折衝中の様であるが何れにしても当市に於いては財政面に窮迫せる今日に於いて戦前、戦後の貨幣価値を考慮し換算して、支給する場合に於いては相当莫大なる金額を必要とするものであり　一朝一夕簡單に処理は出来ない之については寧ろ政府に於ける退隠料の処理を待って之に準じて合理的に当市としての条例を制定する様に致したい。以上の通りの説明があり結論と致しまして、本委員会に於きましては財政面に及ぼす影響も頗る大きく尚且つこの方ばかりではなく現職の吏員に対する退隠料の問題も併せて考慮しなければならないし特に慎重を期して研究して貰うことに致し、当日の委員会を閉じ、越えて六月二十二日委員会を開催　その後の経過について当局の説明を聽しました處、先程も述べました通り本問題は政府に於ても元縣職員の退隠料については日本政府に対し折衝中であり、当局は之の実現を待つと同時に目下退隠料支給に関する資料蒐集に鋭意努力中であって等閑にすると云った気持は全然ないとの亊であり当局の誠意は充分了承出来るのでありますが職員給与の改正に伴い現職員は逐年優遇される今日、是等永年勤続者の退隠料支給についても政府職員の處理を待つことなく尚一層の努力と関心を持たれ、是が早期実現を期する様要望致しまして、本陳情は採択と決定致した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今の總務財政委員会の御報告通り本件につきましては當局に対して可及的速かに関係条例を制定しこれが早期に実現するように当局に要望して採択と云う亊になっておりますがそう云う様に御承認して戴いて御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十三、商工会議所への補助に関する陳情についてを議題と致し総務財政委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。

○総務財政委員会副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第十三商工会議所へ補助に関する陳情について、総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本陳情は本年一月三十一日議長から本委員会にその審査を付託されたものでありまして、本陳情の要旨を申上げますと、從来商工会議所に対しては市から年間十萬円の補助があったが一九五六年度は削減されている。会議所は全琉を包括する琉球商工会議所ということになっているが加入会員の状況、利用度の点から推して亊実その恩恵は大部分那覇市に還元されるものである。会議所としては、全琉商工経済の健実なる歩みと発展を期する爲、外資導入の問題、外商の取締強化、金融問題ドル交換所の設置運動、在日債券の解決促進運動、貿易管理の強化商工人の資質向上の爲の講習会開催その他等なすべき多くの仕亊について会議所の使命達成に折角、努力を続けているのである　此の際各方面の御協力を得て、所期の目的達成に最善の努力を致したいので那覇市におかれては年間二十萬円の補助をして頂きたいというのであります。

それで本年二月六日、七日の両日に亘って委員会を開催し当局主管部課長の出席を求め本件の審査を行ったのでありまして六日の委員会に於きましては商工会議所の花城亊務局長を招致して本陳情の趣旨説明を聽取し然る後若干質疑応答がなされ、引続き商工会議所に対する補助額十萬円を削減した理由について主管課長の説明を聽取致したのであります。次いで翌七日午後二時委員七名出席の下に主管部長の出席を求め、先ず初めに本陳情に対する主管部当局の見解を聽取致したのであります。その内容を簡単に御説明申上げますと從来　商工会議所に対しては毎年十萬円の補助を計上してきたのであるが　一九五六年度之を削除した理由は現商工会議所の在り方からして全琉球を抱含するといった様なものであり從って那覇市のみが補助する亊は不合理であって市の責任からしても補助を與える何等の法的根拠はない。一方合併に依る行政の拡張は都市形態を消費都市から生産都市へ移行せしめるに当り当然の帰結として生産の育成を図るべき亊に重点を置いて居り之は市財政の状況からしても当然と考えるので当分補助を取止めることに致したとのことであって日本に於ては商工会議所法が昭和二十八年に制定され、地区内の商工経済の運営がスムースに行く様、法に據り或る程度の権限が與えられて居るが沖縄の場合何等の法的裏付も無く只単に経済力のある商工人の会議所と云う存在であってその成績も余り芳しくないという亊は一般が認めている亊であって見れば之が名実共に法の保護する本格的商工会議所として政府或いは市町村に対する分担金等について、明文化される様になれば那覇市としても当然負担すべきであるが偶々その所在地が那覇に在るからとか或いは消費都市であるが為に恩恵に浴する者の多くは那覇市の業者であるとかと云う単純な考え方で補助して呉れということは納得出来ない。以上の通り予算削除に対する説明があり、之に対し各委員から二、三の質疑があったのでありますが何と申しましても先決問題は現商工会議所の機構をその侭認め從来通り補助金を出すかどうかであり、帰する所、その実態について、もっと掘下げて検討する外ないのでありましてそれについて相当突込んだ意見の開陳がなされたのであります。次にその主なるものについて申上げますと

１、陳情書の中に当会議所は飽く迄も全琉的な立場に立って各地に派生する凡ゆる経済亊象を掴まえ更に全琉経済の発展云々と謳い乍ら那覇市に対してのみ、補助を要請することは不合理極まる話である。

２、本質的な商工会議所の在り方というものは一市、一町、

一村を単位とし、その地区を中心とし加入会員もその地区内の経済団体であると同時に、その地区の商工業の改善発達を促進し併せてその地区内の福祉と繁栄を増進することにある。處がこの会議所は法的に何等の裏付もなく然も一足跳に全琉を統括する会議所と云った存在をなしているが斯かる会議所の在り方は理論的にも認め難く、日本に於てもその例を見ない。

３、昨年この会議所委員に依って、作成された法案たるや將来那覇市には独立した商工会議所の設置を絶対に認めないと云った様な正に大義名分を忘れた利己的独占的としか思えない法案であった。これは幸いにも政府に於て却下されたのであるが斯かる案を以て、得々と立法化せんとする意図が奈辺にあるや全く腑に落ち兼ねるものがある。

４、貿易管理ということを云っているが会議所の機能及び組織といったものは中小商工業者の方針とは全然逆な方向に持って行こうとする意図の様であり從って小資本家たる企業者は絶対に反対を表明して居る

５、後、拂方式は結局国内貿易でありその認可を政府に

要求することは結局復帰運動に関するから好ましくないと云った様な考え方をしている様であるが之は寧ろ商工業者の繁栄の爲にも極力促進を図るべきであり貿易管理も現在アメリカの管理下にある爲、生産亊業は悉くその途を阻まれている現状である。会議所は立法もするなら寧ろ大衆的見地に立って貿易管理の形態とドル管理の形態を民政府に訴えるべきだと考える

６、那覇市に於ける商工界の行亊、例えば商工祭等の場合実質的には殆んど那覇市の主催になっており、会議所は通り会に対し何等指導する様子もなく、その経費等も通り会各自が負担し、通り会連合会が主体となって運営に当って居る様な状態であって見れば会議所の存在が疑問視されざるを得ない。

以上の通りの理由から補助の必要はない之をもっと端的に身近なことから云うならば市の勧業関係の予算を検討して見ても判る様に商工業面の予算は年々減少して居るかに伺われる是を差置いて、現商工会議所の在り方を是認し、補助を與える余裕がある位なら理論的にも亦市民福祉の爲にも市長の施政方針に則ち、合併後の農水工の育成に重点を置く亊が行政上の予算措置として適切であると云うのであります。成程　綜合的に見て遺憾乍ら現商工会議所の機能或いは組織については幾多の疑問が持たれるのであります。が客観的に反面から考察致しました場合、那覇市が全琉の首都として商工業の中心地たることは全住民の認める所でありまして多少の差こそあれ、利用者は那覇市在住の企業者が多いとあってみれば無下に一蹴し、全面的に打切ることは穏当を欠いて居る様に考えられるのであり從いまして本件は予算措置を講ずるにしても予算編成時期迄は相当間もあり当局に於いて十分に財政面を検討して貰い然る後にその措置を講ずる亊に致し次回に持ち越し、続いて三回目の委員会を四月十日開催　その審査を行ったのでありますが結局是に補助を与える亊は盗人に負金を与える様なものであるとの相当強硬なる反対意見と一方從来の行掛り上一時に打切ることは誠に忍びない。依って全部を打切る亊にせず亊情を斟酌し穏当な方法を取って行き度いとの意見であり結局論議は蒸し返しの状態であり一応更に審査の慎重を期し審議未了の侭次回に持越えて六月二十二日と七月十一日に委員会を開き商工会議所の実態と那覇市民との関連性について総ゆる角度から審査検討を加えたのでありますが商工会議所実態は先程も申し上げました通り那覇市独自のものでなく全琉の商工業者を統轄すると云った存在であって見れば市の補助金交付規定に該当するものとは考えられない然も現会議所の在り方は一種の任意団体であってその保護育成について何等の法的根據を持つものではない。從って那覇市のみが補助せねばならぬと云うことも到底考えられないと云う訳でありまして結論と致しまして当委員会に於きましては、

一、商工会議所法の立法化に依り同会議所が法的裏付を持つ様になれば市としても補助金交付を考慮する余地がある

一、同会議所の在り方が全琉を対象として居るものであって市の補助金交付規程に浴う様な亊業計画がないので現在の處補助することは考えられない。

以上の理由に依り当委員会は全会一致之を不採択と決定致したのであります。以上御報告申上げ各位の御了承を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

本陳情に対しましては、只今の御報告通り総務財政委員会に於きましては商工会議所法の立法化を俟ちその裏付けを持つ様になれば市としても考慮する。又会議所の方針が全琉を対象としての会議所であり、尚市の補助金交付規程の趣旨に沿う様な事業を行っていない関係上、現段階に於いては同所への補助は考えられないと云う理由で不採択と決定したと云う御報告でありますが、お諮り致します。只今の総務財政委員会の御報告通り本陳情は不採択と決定して宜敷ゆうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ない様でございますので左様決定致します。

――― ○ ―――

（「議長休憩願います」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では暫らく休憩致します。

（午後四時四十三分　休憩）

――― ○ ―――

（午後四時五十分　再会）

○議長（泉正重君）

日程第十四、那覇市軍用土地委員会経費補助法の陳情についてを議題と致し総務財政委員会における審査経過並びに結果の御報告をお願い致します。

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第十四の那覇市軍用土地委員会経費補助方の陳情について総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本件は会議規則第五十九条により議長から当委員会にその審査を付託されたものでありまして当委員会は去る六月二十二日午後二時委員八名出席の下に主管部課長の出席を求めその審査を行ったのであります。本陳情の要旨を簡單に申上げますと、軍使用地については那覇市が、一五三、八四四坪、小禄区域に二、一八三、七〇九坪、合計二、三三七、五五三坪と云う広大な土地が接收使用されて居り今後是から起る幾多の未解決問題が土地の解放に拘わらず、存在するのでありますので我々の委員会は既定方針に基いて訴願審理の裁定、失地、潰地の補償、其の他、諸問題の解決を計るべく力を結集し強力に推進して行きたいと考えるが運営費については其の財源を現在二十四ヶ町から一ヶ町、年間一、五〇〇円宛の負担とし合計三六、〇〇〇円の據出金に依って運営費に充てて居るが斯かる僅少なる経費を持ってしては到底所期の目的は達成出来ませんので前年度に於いても十万円の補助をお願い致したいと云うのであります。是について当局の五七年度予算を検討致しました處、本年度に於いては五万円の補助を計上致して居るのでありますが、是は予算編成時に於ける軍用地問題が四者代表渡米帰朝後の会談内容から問題がスムースに行くものと予想して計上したものと思料するのでありまして今や亊態は全住民の意思は無視され四原則は敝履の如く捨て去られた現状であって曩に前後二回に亘る四原則貫徹市民大会が開かれそれと同時に政府に於いてもこの現状を具に日本政府に訴え、その援助を求めるべく四者代表を派遣する等物情騒然たる中に今後この問題は如何様に発展するか計り知れないものがあり、場合に依っては国連に訴えてその黒白をつけんとの意気込みであるが之に対しましては主管部当局の見解も同様であり結論と致しまして当委員会に於きましては軍用地問題、今日の状態から考えました場合、前年度同様十万円の補助は必要であり当局に於いては本問題の今後の推移を勘考の上、緊急必要なる時は予備費から支出して貰う様、要望を付し本陳情は全会一致之を採択することに決定致しました。以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今御報告がありました那覇市軍用土地委員会への経費補助方の陳情につきましては、今後の情勢に応じて緊急必要ある場合は予備費から支出して貰うと、こういう要望を付して採択したということになっておりますが、同委員会決定通り採択することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議なしと認め左様可決確定致します。

―――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十五、興行税撤廃に関する陳情についてを議題と致しやはり総務財政委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました。日程第十五の興行税撤廃に関する陳情について当委員会の審査の経過並に結果について御報告申上げます。本件も去る六月の定例会々期中、委員会に於いて一応、審査の慎重を期すべく保留致したものであり、從って当委員会に於きましては去る九日、十一日、十六日、十九日前後四回に亘り委員会を開催夫々定数出席の上、主管部課長の出席を求め、その審査を行ったのであります。先ず本陳情の主旨を簡單に申上げますと、

　興行税については多年に亘り市の財源として我々業者は四苦八苦の中にも出来得る限り、協力をしてきたのであるが、最近の興行界の不况は現行高率の課税額の負担には到底耐え得ない現状にあるので本税の撤廃改正方について那覇地区全興行者を代表してお願いしたい。尚之が具体的理由としては、

一、琉球に於ける、この種興行税に該当するものは日本及び世界にその例を見ない課税種目である。

二、課税率は余りにも高率であり、且つ不当である。

三、独り映画興行者のみに事業税を離れ特例を設け、この種高率の興行税を賦課することは非民主税法である。

四、現在の興行界の不况では到底かかる不当な興行税を納める事は出来ない。

以上となって居りますが、之に対する主管部当局の見解を伺いました処、これの撤廃と云うことは全琉市町村大部分の財政に影響することであり、税法に規定されている以上、本陳情は政府になさるべき筋合のものであると云うのであります。処で本陳情を具さに検討致しますに、撤廃であるか、或は改正をしてくれと云う意味であるか、尚興行界の不况等と云っているが、現在、各映画館共、日本の一流館に匹敵する様な施設拡張を莫大な経費を掛け、競ってやって居る状態を見ると実に矛盾した話であり、一方巷間に傳える所、業者間に於て、フィルム獲得の爲、権利金を廻って猛烈な摺合をやっていると、聞いているが、その自縄自縛の結果が、収支にアンバランスを来たし、それをカバーすべく入場料の引上げを爲したが、それでも尚、収支のバランスが取れないといった状態から興行界の不况なりと稱するなら業者はもっとフィルム権利金摺合等の縄張爭いについて業者相互に於て、自粛自戒をなし、相提携すべきであって只今の様なフイルムの獲得に暗躍し、弱肉強食の状態を続けるに於ては業者の云う興行界の不况は絶対に解消することはないと考えるのであり、尚斯かる自業自得の興業行界の不况を業者同志が探求し、自粛自戒せずして、その尻拭いを議会に持ってきた様にも考えられるのであり、こういった点について業者の意見、或は見解を聞く必要から一応業者代表を招致することに致し、当日の委員会を閉じ、越えて十六日午後二時四社代表出席の下に委員会を開催先ず最初に代表者代理の発言は夫々の社を代表するものなることを確認の上、興行税撤廃の主旨、並に本陳情を議会に提出された理由について代表者の説明を聴取致したのであります。之を要約して申上げますと、

興行税撤廃の理由としては当初我々業者は幾度か政府に対し、娯楽税の改正を折衝して来たのであるが、何等の措置も講ずる様子も無く泣寝入りの状態の侭、今日に至っているが、過去三ヶ年の経済不况は逐年興行界に波及しつつある現状に鑑み、各映画館共、冷房裝置等の施設面の改善に依り、サービス面を良くすることに依って、観客を誘致する所謂苦肉の策を取ってきたのであるが、遺憾乍らこの不况を打開し得ない侭に四苦八苦の経営を続ける仕儀と相成ったが、幸いにして立法院に於ては我々現在の苦境を了解せられ、近く娯楽税軽減につき、本会議に提案することに相成っており、尚又税務署当局に於ても曽つて認めなかった赤字経営を認めている現状であって、派手に見える映画興行者は事実その内面は火の車であり、只今の様な経済の推移から考えた場合、我々が幾らサービス面に意を注いだとて赤字の補填は出来ない状態であって、是を人口割から見た場合、日本に於ては映画館一館に対し二万人となっているが、沖縄の場合、七千五百人となっており、然も一館に対し一〇〇万円の復興税を賦課されるに於ては幾ら民度の向上に協力せよと云っても是以上の協力は出来ない、日本に於ても斯かる税の対照はないのであり、然かも那覇市に於ける賦課基準たるや行政主席の認可を得たと云うものの、税法に規定された標準税率の倍額としていることについては我々業者は勿論のこと、立法院に於ても民度の向上、文化の発展を阻害するものとして物議を醸しているが、我々業者は政府に対しては娯楽税の引下げを陳情し、当市に対しては興行税の減税を文書或いは口頭を以て再三析衝をしてきたが、之について我々業者としては一ヶ月の売上金額を基礎として一級を八十万円、以上二級を五十万円以上―八十万円未満と等級を五段階に決めることについては、何等の異存はないが、各月の売上高は天候と映画そのものの価値によって月毎に大きな変動があるに拘らず、一級館と認定されたものは飽く迄も一級館と看做されるということは等級が無視されている状態であって、之は税の本旨に悖るものであり、尚且つ我々業者の正当な在り方が無視されていると云っても過言ではない。依って我々業者は立法院に対しても市当局の税率を撤廃し、税法に據る標準税率をもって、賦課される様、陳情しているのであるが、市会並びに市当局に於ても我々の今日の状態を推察され、絶大なる御協力と御援助をお願いしたいと云うのであります。

　之に対し各委員から貭疑があり、その主なるものを申上げますと、

１、娯楽税率の改正については今明日中に立法院議会に提案されるとの話であるが、之が改正となった場合に於ける影響いかん。

２、等級は一ヶ年の売上高から割出すよりか、毎月の売上実績に依って月毎に等級を決め、課税することには賛成であるか、どうか。

３、陳情文の中に興行税の撤廃改正方とあるが、その意味は税法の興行税撤廃であるか、又は条例の税率を改正してくれと云う意味であるか。

４、当局に対し、減税方の陳情書を提出されたとの事であるが、何時頃提出されたか。

以上の通りであり、尚当局に対する貭疑の主なるものを申上げますと、

１、税法の規定する所では映画、演劇に対する税率を一回に付、二百円以内とあるに、如何なる理由に因って条例に於ては四百円と規定したか。

２、興行税は撤廃すべきだと思うが、若し之が撤廃出来なかった場合、当局は条例を改正する意向があるか、どうか

以上の通りであり、之に対しましては双方夫々の立場から説明があり、充分了承できたのでありますが、総括して考えました場合、陳情文の趣旨と陳情代表者の証言に喰違いを生じている様でありますので、審査の慎重を期し、一応審議未了の侭、次回に持越し、研究することに相成ったのであります。以上中間報告を申上げ、各位の御意見を拝聽の上、審査の慎重を期したいと考えるのであります。

○議長（泉正重君）

本陳情書につきましては只今の御報告通り審議未了でありますので、更に総務財政委員会に於て継続審査をやると云うことにして、御承認願って宜敷ゆうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十六、那覇市清掃条例改正方の陳情についてと、次の日程第十七、汚物取扱業者の生活権保護方の陳情について以上二件は相関連致しておりますので、これを一括議題として文教厚生労務委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。





一九五六年　六月二三日

文教厚生労務委員会

委員長　大山盛幸

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き　本委員会にその審査を付託された陳情書二件については慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

　一、丸十興共衛生組合の正副組合長外從業員一同から提出に係る那覇市清掃条例改正方の陳情については業者が条文解釈の不理解から来たもので主管課に於て業者へ条文の主旨を徹底せしめる様、要望し、本清掃条例改正要望については不採択と決定した。

　二、衛生馬車業者から連署を以て提出された汚物取扱業者の生活権保護方の陳情については採択の上、市町村自治法第六十五条の規定に依り措置することに決定した。





○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

只今一括議題となりました、日程第十五の那覇市清掃條例改正方の陳情及び、日程第十六の汚物取扱業者の生活権保護方の陳情以上二件の陳情について、文教厚生労務委員会における審査の経過並に結果につき御報告申上げます。本二件に関しては、議長から会議規則第五十九条の規定に基き、本委員会にその審査を付託されたものでありまして、六月二十日、二十一日の両日に亘り委員会を開催、全委員出席の下に主管部課長の出席を求め審査を致したのであります。

この清掃条例改正方の陳情は丸十興共衛生組合から提出に係るもので、その趣旨を申上げますと、市の清掃条例は一方的に一営利会社に汚物処理を独占させ、我々組合（弱小企業者）を圧迫する様なものであり、これによって日常生活に関係の深い汚物処理事業を混乱せしめている現状でありますので、市の清掃条例を改正して頂きたいとの陳情であります。

そこで本陳情の審査に入る前に傍聽に列席した、陳情者代表の意見を聽取致したのでありますが、

陳情者側の要望は

　１、条例第十条（汚物取扱業の許可）についてであります。右条例中に現業者（既得権者）を市長に認めさせるようこれを附則に謳って頂きたい。理由としては清掃法には、附則第三項（汚物取扱業者に関する経過規定）に謳われているが条例に規定がない、この点を是非附則で謳って貰いたい。

　２、条例第二十条（汚物処分の場所及び施設の指定）についてであります。

右条項は市長の権力が余りに強く、小企業者は不安だから指導監督の程度で留めて欲しい。理由としては、故意に貯溜槽を遠方な地域に選定して馬車業者を圧迫し、運搬回数を減じ料金の値上げをさせる計画だ。故に搬入すべき場所又は、施設の指定は業者に選定させるのが理想だというのであります。

　３、条例第二六条（規則への委任）についてであります。右条文は当局が独裁的な規則を定める虞れがあるので議会で審議の上、規則を制定して頂きたいというのであります。

これに対しまして本委員会では、

　１、条例第十条の改正方陳情については陳情者側の不理解から来ていることで、清掃法で謳われている以上、法が優先するのであって、附則に謳う必要はない。

　２、条例第二十条の改正要望については、その理由から押して考えると、業者の誤解から生じた問題であると考えられる。主管課の説明によると最初政府からの割当予定は十二基であったので、その下準備で豊見城、南風原村等へ敷地の下調べに行った事があるが後で割当予定が五基に変更になり、小禄、首里に敷地を決定する様に地主との相談も済んでいる様であり、これによって十分納得が行くとの結論を得たので改正する必要はない。

　３、条例第二六条の改正要望については議会が執行面の細部迄タッチすることは不穏当であるとの意見の一致を見た訳であります。

　そこで本委員会としては、陳情者側が条文の不理解から来たものであり、業者に対しては条文の趣旨を徹底させ、今後斯かる事のない様要望して、本清掃条例改正方の陳情については、これを不採択と決定致した次第であります。

　次に衛生馬車業者から提出に係る汚物取扱業者の生活権保護方の陳情について、本委員会における審査の経過並に結果につき御報告申上げます。

　本陳情は先程御報告申上げました丸十衛生組合からの清掃条例改正方の陳情についてを関連しておりまして、本委員会では一括して審査致したのであります。

　本陳情の審査に入る前にその経緯について、主管部課長から詳細な説明があり、この問題を惹起した理由は屎尿処理の地域の決定にあった様であります。地域制定の前に各業者の代表を招集致し、種々業者の意見を聞き又当局の見解も申上げた様でありますが、当局としては、衛生行政面のスムースな運営を期する爲には、近代化された、装備を持つ業者と、馬車業者との統合がなされた方が便利であり、衛生面の指導監督が十分できて、衛生行政運営の完璧が期せられるとの意見の様であります。

　又馬車業者側としては現段階においては未だ区域制定の時期が尚早であり、これを実施した場合は、馬車業者側の生活が脅かされるので現状の侭施行して頂きたいとの趣旨であります。

論議の焦点は区域の決定の時期にあったのであります。実際問題として、馬車で以て汲取をやらなければならない場所もあり、又機械化されたポンプで吸上げるのが便利な点もある訳で、現市内における、屎尿処理の問題は、道路とか、商店とか、家屋の密集地域とか、その他色々な条件に左右される訳であり又、市民の利用度もまちまちであって、是非を論ずる段階に至っていない現状であります。

　結局本委員会としては、衛生行政面の運営に当っては現市内の現状を勘案し、管轄、保健所長の意見も参考にして、馬車業者の陳情の趣旨も十分理解して頂き当局において適当な措置をして貰う様意見の一致を見たのであります。

　結論と致しまして本陳情は採択の上市町村自治法第六十五条の規定に基き、当局に措置せしめることに決定致した次第であります。

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今の那覇市清掃条例改正方の陳情については報告書にあります通り、業者がこの条文解釈について無理解であったことからこの問題が起きて来ておりますので、これを主管部において業者に対して充分その趣旨を周知徹底せしめる様に致しまして、本件につきましてはこれを不採択にすると云うことになっているのでございますが、左様に決定して宜敷ゆうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決します。

○議長（泉正重君）

では汚物取扱業者の生活権保護方に関する、つまり生活権の保護方についての陳情はその地域設備とかその他色々の問題がありますので、結局これを採択致しまして市町村自治法第五十六条の規定によりましてこれを処置して貰うことにするとありますが、左様決定して宜敷ゆうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十八、公共建物撤去方の陳情についてを議題と致し、文教厚生労務委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。





一九五六年　七月十八日

文教厚生労務委員会

委員長　大山盛幸

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情書一件については慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

一、那覇市四区十五組嘉数世栄外十名から提出に係る公共建物撤去方の陳情については左の要望意見を附し採択と決定した。

要望意見

本陳情に係る公共建物は公衆便所であるが現在の処　公衆便所としての利用価値がないので撤去の必要性を痛感する。依って当局はこれが早期実現に努力せられたい。尚特に都心部における子供遊び場増置の急務なる現状に鑑み同建物撤去後の該敷地は、子供遊び場として有効適切に措置せられたい。





○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

只今議題となりました、日程第十八の公共建物撤去方の陳情について、文教厚生労務委員会に於ける審査の経過並に結果につき、御報告申上げます。

　本件に関しては去る六月二九日議長より会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を附託されたものでありまして、本月十七日午後二時より委員会を開催、委員八名出席の下に関係部課長の出席を求めその審査を行ったのであります。

　本陳情の要旨を申上げますと、現在那覇市四区十五組（旧市役所跡）の公共建物（公衆便所）は一九五一年七月頃建築され、当時市役所と沖縄バス営業所が使用して居ったのでありますが、市役所並に沖縄バスの移転に伴い附近に映画館並に商店街が立ち並んだ爲、奥入の立地条件と相挨って公共性が無く全く公衆便所としての存在が認められなくなり周囲に建物が密集した爲、排水の便が悪くあまつさえ路面よりも低くなった爲、降雨の際は汚水が氾濫し、悪臭を放ち、非衛生的で附近住宅並に飲食店等に衛生保健上極めて悪影響を及ぼして居る現状に鑑み此際撤去して頂きたいというのであります。

　本陳情に対する主管部当局の見解を伺いました処、該建物の撤去方の話は昨年からあったのでありまして、実態調査の結果、一日の利用者は平均三十名位で実際は公衆便所としての利用価値はなくかえって附近住宅並に飲食店等に衛生上悪影響を及ぼして居る現状であるとの説明があったのであります。

　それで本委員会は直ちに現場の実地調査を行ったのでありますが、実際は陳情の趣旨並に主管部当局の見解の通り該建物が最早公衆便所としての利用価値が失われ從ってこれが撤去の必要性を認められたのでありますが、撤去後の敷地の利用について種々論議がなされたのであります。

　該土地は、旧道路で廃道となって居るが果して個人有地は含まれないか、仄聞する處に依れば道路新設（旧市役所前通り）に伴って土地を收用された地主が代替地で譲り受けるとの話もあるが、これは事実であるかどうか。

　以上の二点にあったのであります。

　当局主管課の説明によりますと、該土地には、個人有地はなく純全たる廃道敷地であり、又道路新設により土地を收用された地主に対して代替地として譲り渡すという　取決めをなしたことはないとの弁明があり、これを了承した訳であります。

　そこで本委員会に於て撤去後の措置について活溌なる論議がなされたのでありますが、結局現在の都心部に於ける子供遊び場増置については委員会開催度毎に取上げられ、適当な空地を見つけるのに苦労して居る現状でありますので該土地は子供遊び場としては土地が狭少ではあるが場所に適した施設（シーソー、小さいジャングルジム）等を設置して子供遊び場として使用して貰う様意見の一致を見た訳であります。

　結論と致しまして御手元に差上げてあります、委員会審査報告書の通り本件に関しては、該建物は公衆便所としての利用価値はなく、撤去の必要性を痛感するのであるが、特に都心部に於ける子供遊び場増置の急務なるに鑑み本委員会に於ても現在まで適地の斡旋に努力して居る現状であって、該建物撤去後は子供遊び場として使用して貰う様要望して本陳情を採択致した次第であります。

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

附け加えて御報告申上げます。

　本月十六日付の琉球新報社朝刊に波の上界隈特に波の上プールの件について掲載されて居りましたが本件について、本委員会でも問題となって早速その実態を具さに調査致したのでありますが、新聞に報道された通りプールの水と海水とは、はっきり色別される程、汚ない水であります。それでプールの管理運営面について主管部課長の説明を求めました処、昨年七万円余の豫算で全部渫って、海水の流通する栓を取りつけたのでありますが、スクラップ業者がぶち毀して使用不能の状態となって居るとの答弁があったのでありますが、衛生上の見地から一日も忽がせに出来ない問題でありますので、本委員会としては主管課である社会課に早急適当なる措置を講じて貰う様要望致した次第であります。

○議長（泉正重君）

それでは只今の日程第十八、公共建物撤去方の陳情につきましては文教厚生労務委員長の御報告通り本陳情については採択の上、要望意見も付されておりますので本会議におきましても、これを採択することに決定致して御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

お諮り申上げます。日程はまだ十九から二十七迄残っておりますが、建設委員会に付託になりました議案が建設委員長の御要望に依りまして明日総務財政委員会と合同で審議すると云うことになりますので、從って月曜日の本会議に於けるこの問題は既に両委員会に依って充分審議検討爲されると思います。從ってそれ程時間を要する程の貭疑討論の必要はないと考えられます。それで月曜日には時間が相当あると予想されますので残りの日程十九から二十七迄は月曜日の本会議に讓って戴きたいとこう考えておりますが、御異議ございませんか。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

○議長（泉正重君）

多数の様でございますので本日はこれで散会致しまして次月曜日は午前十時本会議を開催致します。

（午後五時二十四分　散会）

――― ○ ―――





一、本日の会議を行った場所

市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	真栄田義晃
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	議員
  	仲井真元楷
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	赤嶺慎英
 

 
  	同
  	玉那覇有義
  	同
  	
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	同
  	
 




一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	上間長和
  	議員
  	高良一
 

 
  	同
  	辺野喜英興
  	同
  	久高友敏
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	当間重剛
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	收入役
  	大湾政順
  	税務課長
  	城田清才
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	土木課長代理
  	阿波連宗政
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	
  	
 







一、事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	新垣繁
  	
  	
 








一、会議録署名人

一九五七年一月一四日

八番議員　　　　渡口麗秀

一九五七年一月十五日

二十一番議員　　比嘉佑直

一九五七年一月十五日

那覇市議会議長　泉正重





一九五六年七月二十三（月曜日）

午前十一時十八分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十七人欠席三人　よって議会は成立致しておりますので只今から本日の會議を開きます

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します

那覇市四区七組仲本正雄外五名から提出に係る排水溝完備方の陳情

那覇市十一区七組大見謝恒三外四名から提出に係る排水溝設置方の陳情

琉球造船株式会社から提出に係る借地料免除に関する陳情

以上三件の陳情書が議長宛に参っておりましたので議長は会議規則第五十九條の規定に基き夫々その所管委員会に審査を付託致しましたから報告致します

本月二十三日付那発第三、五〇〇號を以って市長から議長宛に議案撤回について文書が参っておりますのでその写を印刷の上お手許に配付致しました　本件に関しては後刻議題と致し御審議願う亊に致しますから左様御了承願います

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

議案その他を配付致させます

（書記配付）

○議長（泉正重君）

議亊日程の報告を申上げます　本日の議亊日程は印刷の上御手元に配付致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ○ ―――





議事日程第十六号

一九五六年七月二十三日（月）

午前十時開議




第一　バスターミナル地下室建設寄附受領について

（市長提出議案第四十七号）

第二　バスターミナル本舘地下室使用に関する契約について

（市長提出議案第四十八号）

第三　バスターミナル本舘新築工事請負契約

（市長提出議案第四十九号）

第四　議案撤回同意について

第五　首里大中坂道路の復旧改修方に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第六　バスターミナル建設に伴う横断道路開設方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第七　城南小学校へ水道敷設方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第八　高良区より新部落間の道路拡張に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第九　宇栄原より小禄運輸前に通ずる道路拡張に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十　高良バス停留所より政府道小禄仲地線支点迄の道路改修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十一　具志区内主幹橋梁増設並びに土手補修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十二　沖配電松尾支店より琉球政府及び立法院へ通ずる道路排水溝の鋪装修理に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十三　弁ヶ岳道路新設並に改修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

――― ○ ―――





本日の會議に付した亊件

第一　　バスターミナル地下室建設寄附受領について

（市長提出議案第四十七号）

第二　　バスターミナル本舘地下室使用に関する契約について

（市長提出議案第四十八号）

第三　　バスターミナル本舘新築工事請負契約

（市長提出議案第四十九号）

第四　　議案撤回同意について

第五　　軍用地問題に関する緊急貭問

（十二番議員発議）

第六　　首里大中坂道路の復旧改修方に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第七　　バスターミナル建設に伴う横断道路開設方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第八　　城南小学校へ水道敷設方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第九　　高良区より新部落間の道路拡張に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十　　宇栄原より小禄運輸前に通ずる道路拡張に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十一　高良バス停留所より政府道小禄仲地線支点迄の道路改修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十二　具志区内主幹橋梁増設並びに土手補修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十三　沖配電松尾支店より琉球政府及び立法院へ通ずる道路排水溝の鋪装修理に関する陳情について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十四　弁ヶ岳道路新設並に改修方について

（建設委員会審査経過並に結果報告）

第十五　競輪亊業施行についての會社との契約解除方に関する緊急貭問

（二十四番議員発議）

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります　日程第一　第二　第三　第四は何れも関連致しますので一括議題と致し　最初に日程第一の市長提出議案第四十七号　日程第二の市長提出議案第四十八号、日程第三の市長提出議案第四十九号以上三件について建設委員会における審査経過並びに結果の報告を求めます

○建設委員長（儀武息睦君）

　只今一括議題となりました日程第一、二、三、のバスターミナル地下室建設寄附受領について（市長提出議案第四十七号）、バスターミナル本舘地下室使用に関する契約について（市長提出議案第四十八号）バスターミナル本舘新築工亊請負契約（市長提出議案第四十九号）について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます

本案三件につきましては去る二十日の本会議に於て本委員会にその審査を付託されたものでありまして該地下室の使用契約亊項や一般会計の予算とも関連するため総務財政委員会とも諮らねばならないので合同委員会を以って審査すべく議会の承認を得たものでありまして翌二十一日午后三時建設委員十一名総務財政委員六名出席の下に主管部課長の出席を求め、その審査を行ったのであります。審査に先立ち当局主管部長の説明を聽しました處議案第四十七号、四十八号、四十九号議案については　これを撤回し公入札にするというのであります

その理由は、議案第四十七号バスターミナル地下室建設寄附受領については建物坪数四百坪が二百坪に、議案第四十八号バスターミナル本舘地下室の使用に関する契約についての契約書の二項使用料として月五万円が月二万五千円に夫々変更されたので土建業者間に於て此の同一條件で施工したいと云う希望者がある旨話があったそうで一應当局でもこの話を確かめる可く土建協会の意向を聽取したら仲地組、大城組、沖水工業、小波津組、花城清珍、善太郎組、金城組、外に未だ希望業者が居るというのであります

そこで本議案による同一条件で希望業者がおれば競爭入札に付しても差支えないとの説明も前の委員会ではっきりしているので本二議案はこれを撤回致したい、従いましてバスターミナル本舘新築工亊請負契約の議案第四十九号と国場組との隨意契約の案となっているし競爭入札となれば本案は不用となるので撤回致したいというのであります　即ち次ぎの本会議で正式にこの三議案を撤回して白紙に還し再び競爭入札議案を提出致したい旨の発言がありましたので本委員会としては最早審査する必要がないということに相成った次第であります　以上簡單ではありますが報告と致します

○議長（泉正重君）

それでは日程第四の議案撤回同意についてを議題と致します





那発第三五〇〇号

一九五六年七月二十三日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

議案を撤回することについて

曩に一九五六年六月二十三日附　議会に提出致しました議案第四十七号「バスターミナル地下室建設寄附受領について」、議案第四十八号「バスターミナル本舘地下室の使用に関する契約について」及び議案第四十九号「バスターミナル本舘新築工事請貢契約」の以上三議案は左記理由によって撤回致したいと思いますのでよろしくお取り計らい下さいます様お願い致します

記

一、バスターミナル本舘の地下室寄贈後寄贈者に使用を認めるならば国場組の場合と同条件で寄附したいと言う土建業者が琉球土建請負協会に数件申し出ている、

二、一理由によって本舘工事請負契約は競爭入礼に付さねばならない事情となった

三、国場組は本舘の工事請負を隨意契約によることを条件としているので本寄附願いは受理出来ない事情となった。





地下室の寄附について

貴市の御計画中のバスターミナルに於ける本館地下室建設寄附について、国場組より寄附を申出ておりますが国場組が附した寄附条件と同一条件であるならば、協会員の中にも寄附希望者が数件ありますので本館工事請負者に同地下室を寄附させる事と致しまして本館の工事請負契約は競爭入礼によって決定されるべきであると思料致しますのでよろしくお取り計らい下さいます様お願い致します

一九五六年七月二十一日

琉球土建請負協会

会長　国場幸太郎

那覇市長

当間重剛殿





○儀武息睦君

本件につきまして、ちょっと申上げたいと思います　我々委員会に於きましては先程報告申上げました通り国場組から四百坪の寄附申込に対して審議中でありました處その途中で四百坪を二百坪に変更致しましたので同一条件なら他に数名の希望業者がありますので当局においては執行において是非入札でもって寄附申込を受入れたいことであります　そこで既に提案された三議案を撤回し白紙に還したいという趣旨の様であります　皆さんの御賛同を願います

○議長（泉正重君）

お諮り致します只今十九番議員（儀武息睦君）のおつしやる通り二百坪の地下室を寄附するという条件でなら数名の希望者がおる　こういうことになりますと勢い競爭入札にしなければならない競争入札にしまして落札者が改めて二百坪の地下室を建設して寄附するという申出があった時に再び議会では寄附を受理するという議決をお願いしたい結局当局に対しましてはこの二百坪の寄附をするということを落札の前提にして頂きたいということにして本案は徹回したい　こう申すのでありますが別に御意見御ざいませんか

○上間長和君

本員は撤回については同意するものでありますが当局における議案の出し方について一言苦情を申上げます曩に墓苑の計画も杜撰で年度持越しそういった様にこのバスターミナルの問題も最初は四百坪を國場組が寄附するから隨意契約をしたいということであったが　これも本会議を開いて委員会に付託した当時に於きまして國場組からは又四百坪を二百坪に減じて貰いたい　使用料も五万円から二万五千円に減じて貰いたい　そういったように議案内容を変更して二万五千円の二百坪という風になったのだが今度は又競爭者が出たのに議案を撤回したい　こういったように当局が議会に臨む態度はもう少し慎重にしてこの議案を出した場合にそれに対する反響、例えば競争入札者がいないかどうか　そういったようなことを亊前に調査検討の上信念を以て提案して貰いたい　これを將来に対して強く要望致します

○議長（泉正重君）

二番議委員がおっしゃる通り最初四百坪の地下室で賃貸料五万円が二百坪二万五千円の案になおったから他に希望者があるかないかということを検討して提案すべきじゃなかったか　もっと慎重にやればスムースに行ったであろうこういう要望意見であります

○市長（当間重剛君）

只今二番議員の御意見御尤もであります　私達の調査と申しますか見込違いから出たものと衷心からお詫び申上げます更に本日の土建協会から出している書面からそういう希望者の名前が出ておりません万一これを公入礼にして　これを落札者がなかった場合は市は大きな損が来ますが　この責任は土建協会が持つものでしょうか市が得べかりし六百万円の営造物　これから得る處の果実　こういったものが若し落札者がなければこの寄附はないという結果になるのでありますが其所に私達の非常な惱みがあります　それ丈を申上げておきます

○島袋嘉順君

とおっしゃいますのは那覇発の三千五百号とあります今の問題でございますね。土建請負協会にその名前が明示されていないそれがはっきりしない中に請負をすれば土建協会に責任をもって貰うという意味ですか

◯市長（当間重剛君）

そういう意味じゃないのです若しこれは公入札でありますからその場合に落札がなかった場合には寄附者がいないということになる

◯島袋嘉順君

私に言わすとこの問題の出し方自体がおかしいのじゃないかと思う　これの出し方を見るとバスターミナル使用を認めるなら國場組と同条件の寄附をしたいということを土建業者が申出ているということで議案の四十七号、四十八号、四十九号の議案撤回の理由になっている訳でしょう　そういう理由であるに拘らずそれがはっきり分らないということは撤回の理由にならない　というのは入礼したいという希望者がおるようだが名前も分らない　それが分らない侭に議案四十七号、四十八号、四十九号の撤回の理由になるとすれば余りに早まり過ぎるのじゃないか　若し理由をはっきりするならば　名前も調べて議会に諮る其所迄持って行かなければ理由にはならないと思う

◯市長（当間重剛君）

そこで理亊者としましては一昨日の委員会の御意思を尊重して從って今日の議案につきましては審議末了の侭に残して下さっても差支えないと申しますのは何れこれはターミナル一号舘二号舘三号舘とも夫々入札の結果は更に議会の承認を得なければなりません　その時にでも結構でありますので只条件として直ちに入札するということになる訳です入札をして落札者が寄附するか　しないかの問題が残っておる　それをお決め下されば　それは次の議会まで留保されても結構だと思う

◯上間長和君

若しこの工亊が出来ないとすれば財政収入に大きな損になる　若し検討して市の収入が上がるならば審議末了の侭に改めて問題が提起された時に改めて出して貰っても結構だと思うお諮り願いたい

◯儀武息睦君

先程御報告申し上げました通り寄附行為につきましては建築協会の七、八名、仲地組、大城組、沖水工業、小波津組、銭高組、善太郎組、金城組といったような人が申出て希望致しておりますので本員と致しましては成丈亊前に寄附申込の書類を文書でもって市当局に申出るよう希望しておいたのでありますが近い中必ずや市に対して申込みがあると思います御参考迄に申上げます

○島袋嘉順君

分っているのじゃないですか委員長の報告によりますと

○市長（当間重剛君）

市としては正式の文書を貰っていない土建協会としてはその申込者があるというが誰々が希望しているかはっきりしておりません

○儀武息睦君

私の要望に対しましては市当局の財政課長が協会に出張致しまして我々の要望又業者の希望を再確認しておるのでありますが市長においてはまだお分りにならんかも知れません

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します　只今の十九番議員の御報告によりますと追ってこの入札に関する希望者が文書を持って市当局に申出があるであろうというお話でありますが　そうなりますと結局これからでもこの議案を處理して遲くはないということが考えられますので議案審議未了の侭に流して行きますか、どう取計ったらよろしゅう御座いますかそれとも一応撤回してしまって・・・撤回の申出がありますのでこの市長提出議案の第四十七　第四十八　第四十九の各号　この三議案を撤回するということに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました

――― ○ ―――

○島袋嘉順君

次の議題に入ります前に本日の日程につきまして動議を提出致しますと申上げますのは去る二十日でございましたか本会議で問題になっております市長のコロンビヤ放送の記者に対する一括支拂の談話につきまして貭問と市長の答弁がございましたが　このことについて更に意見を交換し更に討論が續けられるよう取計って貰いたい即ち本日の議亊日程の第五に入る前に先程申上げました七月十三日の市長の談話につきまして改めて貭問の機会を与えて頂きたい。軍用地問題に関する緊急貭問を本日の議亊日程に追加し、その順序を日程第五と致し以下順次日程番号を繰下げて頂く様緊急動議を提出致します

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今の十二番議員から本日の議亊日程追加並に日程順序変更に関する緊急動議が提出され成規の賛成があって動議は成立致しております日程第五に入る前に市長からかつて二十日の本会議でも御貭問申上げました土地問題に関する市長の発言についてもっと貭問致したいということでありますか

お諮り致します。軍用地問題に関する緊急貭問を議亊日程に追加しそれを日程第五と致しまして以下順次日程番号を繰下げることに致して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

○議長（泉正重君）

只今追加されました日程第五の「軍用地問題」に関する緊急貭問を議題に致します

○赤嶺慎英君

市長にお訊ね致したいと思います先日の本会議に於きまして問題になっております四原則の貫徹の國民の大運動に対して相当突込んだ貭問があり市長としても相当答弁なさっておりまするがその問々の市長の発言問題は時々刻々悪化しているような状態にありますそして先日の本会議においてなされました處の市長の答弁に尚飽き足らず各議員にも配付になりました処の首里青年会からの市長の退陣要求決議案も出ているような現状でありましてこの決議案は三新聞を通じて広く八十万住民並びに日本の八千万同胞にも今知れ渡らうとしております單に首里青年会丈じゃなくして二日前に開催されました處の小禄の高良校区青年会主催第二回住民大会に於きましても決議こそしませんでしたが市長の退陣を要求すべきであるという自由登壇の青年の意見に対しまして万雷の拍手をもって　これに賛同を与えている現状からして市長にお訊ね致したいのでありますがそういう市長の失言　市長の所信に対する収拾策につき市長はどういう風にお考えになっておるか御意見を承り度いと思います

○島袋嘉順君

只今の三十番議員の御貭問の補足並びに説明をさせて頂きたいと思います赤嶺議員から首里青年会、高良校区青年会主催の住民大会に於きまして市長の談話に対する問題が取上げられて首里の青年会からも退陣の要求も出ているし高良でもそういったことが取上げられておると聞いておる更に新聞を見ると一昨日の沖縄軍用土地委員会連合会の総会に於きましても総会の名に於て那覇市長のコロンビヤ放送記者に対する談話につきその責任追及と発信取消謝罪陳謝を要望している　それ丈ではなくて二十一日の国頭村の青年会主催の演説会に於きましても青年会から動議が出ましてその会場で那覇市長の責任を追求し公職に留まることは最早その時期ではないという立場から　この青年会主催の演説会に於ても国頭村民が約二千三百人集まっております　この席上でも当間市長の退陣要求を決議しております　更に二十二日の東村に於ける同村青年会婦人会共催の集会に於いてもこの問題が取上げられて集まった聽衆が七百から八百でありますが　この席上でも滿場一致決議しておりますこれは主催者の青年会並びに婦人会で直ちにその趣旨に基きまして声明書並びに決議案を那覇市長に届けるということを私は聞いております　そういう風にして既にこれは各種の団体丈じゃなくて更に聞く處によると沖縄の青連でもこの問題が取上げられまして既に具体的に運動が運ばれようとしております　こういう亊態を見ました時に那覇市丈でなくて沖縄中が総決起して当間談話に対する責任追及その他色んな空気が盛り上っております　これは只單に現在迄に止まらず沖縄縣民の土地を守る斗いが激しくなればなる程この問題は益々重大化することが豫想されますしこういう立場から赤嶺議員の貭問の通り沖縄の現状に対して当間市長はどう考えるか市長の答弁を願います

◯市長（当間重剛君）

先刻首里の各区の青年会の連合会の代表数名の方が見えまして今朝の新聞にありますような市長退陣並びに那覇市土地を守る会長退陣の決議があったというのでその決議文を受け取りました又今十二番議員が言われるようなことは新聞紙上でよく知っております　只その人達と私は何も懇談もしておりませんが去る二十日の議会において私の真意は申上げた通りでありまして四原則そのもの、貫徹には市民と共に或は市町村長協議会と共に努力するが私の真意はこれを壁にぶっつけちゃいけないというのでその方法の一つを示した積りでありましてこの四原則貫徹にひびを入れるといったような気持は微塵もない　これ丈ははっきり申上げておきますそういった意味で私には現在の處市長を辞め那覇の土地を守る会長を辞める意思はありません　然し本当に当間の存在がひびを入れるものだということであればその時期には又考慮して差支えないと思っております

◯島袋嘉順君

市長は二十日の議会に於ける貭問に対して説明なさっておりますけれどもこのことは前にも聽いておりますその点一番私達が疑問に思っておりますのは一括拂賛成だ条件によっては所謂補償が適正であれば一括支拂には賛成だと新聞には載っておりますけれども二十日の会議の一番最終の私の貭問に対して私は一括支拂賛成とは言わなかったということを答弁されている　これは新聞の記亊には載っておりませんけれども議亊録には載っておると思う最初一括拂賛成だといったことをどうして私はそうは言わなかったという答弁になってそこに食い違いがあるがそこをはっきりさせて貰いたい　そういう處に市長の疑惑が憤懣であると思う　その点について明かに説明して貰いたい

◯市長（当間重剛君）

私の話が新聞社にどういう筋で入ったか私存じませんが最初に沖縄タイムスに出たときにはさして反対すべきものではないという風に書いております　多分私そういったのだろうと思います　琉球新報の社説にもピーターポイントとの談話にもさして反対ではないとありますが　そういったように私記憶しております或は新聞に出ておりますから或はそういったのではないかと思いますがそういった点ははっきり・・・或は賛成という言葉を使ったかも知れませんが言葉の誤りでありましてこの点ははっきり申上げます　さして反対するものではない・・・

◯宮城清三郎君

市長は四原則は飽く迄支持するといっておりますがこの四原則は沖縄八十万縣民の本当にぎりぎり一杯の最低の要求であるということは知っておりますか　それが一つ　若し知っておるとすれば何故これを知っていながらこの四原則の中に入っている處の一括拂には賛成しているか　そして更に壁にぶっつかるといっておりますが今この斗いは私達沖縄八十万県民は絶対に壁にぶっつかっていないという意気込みで皆団結の力でもって進んでいると思いますがこれに対する市長の見解はどうであるか更に日本國民が今私達の送った代表と一緒になってあの活動振りを当間市長はその中一部には反米感情でやっているといっているが具体的にどういった風に反米感情を招いてこの重大な問題につき日本で斗っているか　これを具体的に説明して貰いたいと思います

◯市長（当間重剛君）

只今の御貭問も二十日の御貭問と大体似たようでありますが四原則の堅持ということは結局どっちも一歩も讓れんという形になっている訳であります　然し乍らその衝に当る人達はそこにはある程度先の見通しは其所迄行かなければならんけれども先づ第一はこれからという風なことも考えているというのが私の所信であります　そういう意味でそういう面を政策的には採り入れなければ　この問題は貫徹するのが非常に苦しい立場になるというのが　私の見通しであります壁にぶっつかることが明らかになる亊態が来ます　その場合に次善の策もお互に衝に当る人は持たなければならないということが私の考え方であります　なほ日本に於ける國民運動に対しては非常に敬意と感謝の念をもっております　只私の得た情報によると其所には反米的な空気が相当にあるということは基地よ琉球に行けといったのが日本の一部の人にあるようであります　そういったことは或は言わなったと言うかも知らないが基地よ琉球に行けといった人も必ずもないとはいえません　私は知っております　そういった情報はありますが　これははっきりしたことを此所で申し上げることはその人のために私は惜しみますから申上げません

◯宮城清三郎君

そうすれば私達沖縄住民が結束して斗っている現在当間市長のおっしゃるような考えから推察した場合に例えばそれじゃ反米感情も起さない　土地も提供させ乍ら軍事基地も認め乍ら　私達の生活も踏み蹂られ乍らどのようにすれば当間さんのような妥協策が生れて私達の生活権が守られ民族の独立が叫ばれるかこの点を御説明願います

◯市長（当間重剛君）

私は私の説が正しいか正しくないかは御批判になって差支えないと思いますと申しますのはピーターポイントと話しました時には私は適正の地料というものを早く解決しなければいかん、勿論それは補償の問題もあります　つまり損害補償をしそれに地料の適正化ということが先づ先に考えられなければならないそうすることによって次の支払方法の問題が出て来るそういった意味で私直接衝に当るものでありませんから若し皆さんのお許しであれば私は五者会談にでも私の意見は申上げることは出来ます今これをいっていいかどうか又失言になると困りますから責任ある五者会談が私の意見も聽いて貰えるなら別でありますが今ここで言ったら又放言だ団結を崩すと言われたら困りますのでその点は申上げられません

○島袋嘉順君

ピーターポイントにはそう言う意見は発表出来るが五者会談には話していないそれは五者協議会に話して問題になれば又いけないのじゃないかという意味ですか昨日は市町村長協議会には話してあるということであった　從って市町村協議会も五者協議会に入っているそうであれば五者協議会には話は通じておると思う・・・・・・

（市長「それは分りません」）

その辺に当間さんのおっしゃる話の矛盾があると思う

（市長「矛盾はないと思う」）

それで日本の反米運動とおっしゃっておりますか

（市長「そうじゃない」）

一部にはあるとおっしゃるのでしょう　そのことにつきまして沖縄に今度帰っていらっしゃる代表団に淵上知亊あの方が羽田の飛行場を代表団が発つ時に当間さんはとんでもないことをいって呉れた　これは完全に運動に水をさすものだとおっしゃったそうですが　日本の自民党の方々でさえ当間さんの談話には恐れをなしている水をさすものだということは日本内地でも察知されている　そういった状態がある　日本の反米運動が一部にあるとおっしゃいますが中央大会（東京の）こそ共産党は入っていないが更に各縣の國民大会には殆んど右派、自民党から左派は共産党迄全部共済でやつている　沖縄でも超党派的に行われている　日本でも沖縄の超党派な民族運動に做って右から左総ての政党が参加しているそういう事情を殊更に反米運動があるからということ自体が当間さんが民族運動に対する土地問題を解決するための四原則の趣旨に賛成だと言われることに対して疑問點が出て来るのじゃないかと思う　そのことをはっきり説明して頂きたい　もう一つ具体的にお話をお伺いしたいのですがこの四原則貫徹のために斗っている沖縄縣民は壁にぶっつかる時が来るということをおっしゃっておりますが一体壁にぶっつかるということはどういった意味であるかお伺いしたい

○市長（当間重剛君）

日本に於ける運動の問題については私の僅かな見聞かも知れませんがそういう情報をもっておりますそれから壁にぶっつかるということはこれは長期に亘るということであります長期に亘るということは一歩でも進める様な余地が欲しいそういったものの見方です

○赤嶺慎英君

市長にお伺いしたいと思います市長が四原則を支持するという御気持は先般の議会でもはっきり明言されておるし今日もはっきり明言されておる皆さんもお聽きの通りだと思いますがこの外に壁にぶっつかちゃいけないそういう風なお気持ちで経済の理論を述べられたという結論になっておりますが現状からして市長は壁にぶっつかっちゃいかんといってああいうことをおっしゃったのは仕舞ったというお感じがあるかどうか若し仕舞ったというお感じがなければ四原則貫徹に飽く迄も市民の先頭に立って斗うという土地を守る会長としての立場からは一歩下って壁にぶっつかっちゃいけないという気持でこの土地を守る会の運動と併行し両立して強力なる國民運動が出来ると思われるかどうかということを今一応お訊ねしたいと思います

○市長（当間重剛君）

先日も議会で申しました通りに若し私の意見が時期が早まって団結を崩すことになるならば私は取消します　然し乍らあの時に申し上げたようにこの位のこと丈で我々の団結は崩れるものではないという見通しを持っております　こういう正しい方向をもって進めるということであればそこには何ら不安なくして行けるという風に考え方をもっております　從って今後の私の行動を見て下されば明らかになると思いますが今の解決方法の一歩前進ということが若し所謂衝に当る人達がこれはいけないということであれば話は別であります　そういう場合には私は私なりに考慮致します

○島袋嘉順君

壁にぶっつかる問題が出ておりますが改めて貭問致します壁にぶっつかるということはこの運動が長期に亘るその時に一應の妥結点は考えなければならない　それが一括払いの問題と言われるか今国頭の接収の問題をききますと羽地　国頭　東あたりではあの山に坐り込んでも死守するといっている　山を守れなければ死んで仕舞うそういう実際の地主の山に対する気持が其所にあるに拘らず当間さんはそれを乗り越えてこういう斗いは出来ないから妥結点を見出さなければいけないという意味でしょうそうすると地主や山に頼って生活している人々の絶対守るのだという気持を無視しているという處に一般の不滿がある国頭あたりに行って直接お聽きになれば分ると思うこういう一般の気持が完全に踏み蹂られているそういう處に壁にぶっつかるというのはどういう意味であるか現在は壁にぶっつかりつつあるのか我々は渡さない、アメリカは取ろうという　それを当間さんは壁にぶっつかっている妥結点を考えなければいかんというそういう處に政治家としての大きな誤りがあったのじゃないか。この考え方は決して昨日今日から起って来た問題じゃなくて土地問題に関する限り当間さんはそういった考え方があるのじゃないか具体的に例をあげると垣花のことをいっておられる垣花の方には一ヶ年も前から一括払反対といっている二、三年前の間違った考え方一種の誤った考え方を今だしに使っているそして垣花の方々が一括払賛成だといっておられるそうなりますと結論としては自分の一括払賛成の主張を垣花の方々の持っておった誤った考え方その誤りを当間さんが利用していると考えるが私達のこの考え方に対して当間さんはどういう風にお考えになるか

○市長（当間重剛君）

十七番議員もいっておりましたが要するに我々の生活権を目指すということが基本的な問題になると思いますそういったことは結局適正地料と特殊な経済亊情にあるものに対するそうした支払ということもこの四原則の貫徹についての態度から脱するということはないと思います　私自身としては只トラブル所謂生活権を最後迄これを固持するということは極めて望ましいことでありますが目の前の問題については或程度妥結して行き乍ら其所に貫徹するという方法も私は必ずしもないとは思っておりません　そういった意味でこういう所信をもっている訳であります

○島袋嘉順君

既に現在ぶっつかりつつあることを予想して既に妥結点は將来に対する問題でなくて現在に対する問題として提出されているのじゃないですか

○市長（当間重剛君）

そうですだから一歩々々進んで行くのですよ

○島袋嘉順君

アメリカは取るという我々は渡さんという　これは斗爭の基本になっている

○市長（当間重剛君）

だから今は支払の問題でしょう

○島袋嘉順君

四原則には賛成だがそれの解決策として一括支払を提案したというのでしょう

○市長（当間重剛君）

一括支払についても要するに支払の問題だから或は分割支拂に対してはさして反対はしないという賛成じゃありません　これは我々の一つの諦め我々が土地を軍用地に使われるということは進んでやったものじゃないのです諦めです或程度の・・・

○島袋嘉順君

アメリカが取上げたのでしょう　今迄は反対しきれなかった　だから今から反対しようというのでしょう

○市長（当間重剛君）

そうじゃないでしょう　ということは適正補償、これは貸すことを前提としている支払を受けるということは貸すことを前提としている　そうじゃないのですか

○島袋嘉順君

使っているからやる・・・

○市長（当間重剛君）

使っているから適正の地料を取ることは毎年払でなければいけないいや一括払だ　こういう話です　だからそこにはお互いの歩み寄りはあり得るというのです

○島袋嘉順君

当間さんがいうのは毎年払いじゃなくて一括払いというのでしょう

○市長（当間重剛君）

そういう人もおるというのですよ

○島袋嘉順君

プライス勧告に対する一括支払の方法とは全然違いますよ当間さんの新しい一括払に対する構想をもう一回はっきりして貰います

○市長（当間重剛君）

それはいいません　ちょっとしたことが言貭に取られる虞れもありますし誤解を受ける虞れがあります　これは或る信念をもって或る意味で述べていることが　つまり団結を乱すためにいったという誤解を受けております從って衝に当る人達に対していうならば私はいいます

○島袋嘉順君

此所は那覇市の議会ですが　市会から当間さんの構想を聽きますとそれがプライス勧告に謳われているような一括支払じゃなくて新しい途を開拓するという御意見である　その御意見を伺うとここではいえない　それは出してもいいんじゃないかそうすれば一般も納得が行きますし新らしい見方も生れて来ると思うプライス勧告と違っているとおっしゃっており乍ら　その方法はどういうもんだということを市会で答弁出来ないということになると　そういうことについて当間さんが一括支払の新しい方法ということについての考え方をもっておらないということが一つ市会にはそんなことを話す必要はないということになると市長と市会との関係はどうなるのです　これは完全に議会の無視じゃないかと思う若し必要とあれば市長の権限で秘密会でももって議会に諮ったらいいんじゃないか新しい正しい方針を見出して行くのでしょう　それを私の考えておる方法は市会じゃ発表出来ない　こんな馬鹿な話がどこにありますか

○市長（当間重剛君）

それこそ時期が早いかも知れません

○島袋嘉順君

市会には話さないがピーターポイントには話す訳ですか市会と執行責任者とは関係が深い　そういうことになると市長は曖昧な考え方を持っておられるのじゃないかと思う

○市長（当間重剛君）

曖昧じゃないのですが私のあの発言さえ誤解を招くのですから

○島袋嘉順君

土地問題を正しく解決して行こうという道中で誤解を招くような一括払いの考え方ですか

○市長（当間重剛君）

そうじゃない

○島袋嘉順君

私達は決して誤解をしない積りなんです正しく解釈しようと思う当間さんの発言はこうだったという風に・・・・・處がピーターポイントには、責任者には話すが市会には話せないということになると当間さんの一括払いに対する考え方は考え方自身に対して当間さん自身が確信を以ての一括払の考え方ではないと言われても仕方がない

○市長（当間重剛君）

確信はもっても要するに私が四原則貫徹については全住民と共に前進するということを言っても聽いて呉れる人もないと思うのです

○島袋嘉順君

土地を守る会長でありますし今後当間さんが先頭に立つか立たないかの問題でありまして　だからそういう新しい考え方をもっておるとすれば堂々と発表すべきだと思う

○市長（当間重剛君）

まだそれをはっきり申上げることは出来ません或る構想をもっておりますが果して皆さんにお諮りしていいかとうか

○真栄田義晃君

先程三十番議員から市長の信念について貭問した場合に市長は私の一括払い強ち反対じゃないというような言動が現実に住民の団結にひびを入れるものであるならば辞職も考えるということを言われたと思いますが沖縄で四原則をこれが最低ギリギリの線であるというので縣民が一致して斗いを進めているということになったものだからこれが日本内地に於ける同胞の支持を喚起し國民運動として発展して来ております　そして又このような國民運動が沖縄の住民の団結に大きな勇気を与えていることは否定することは出来ないと思う　處がこのようにして沖縄の土地問題貫徹の斗いは只沖縄丈じゃなくて沖縄縣民と日本同胞との相関連する一大団結によりて進められて来ている處が市長がこのように一括払も強ち反対ではないという言動をなして而かもなお平然としてその職に留っているということになれば沖縄縣民のこの四原則貫徹に対して疑念を持たれる　そうなれば日本國民の沖縄における四原則支持の斗いに水をかけられる結果になる　そうなれば当然我々の四原則貫徹運動にひびが入っていると考えるだから三十番議員が言われたように団結にひびを入れるものであれば市長の職を引いてもいいそうでしたな（「市長　そうです」）そういうような意見であるとすればもう問題になるのはこれから市長に幾ら聽いても説明をしている丈であって　これに対して前言を取消すまでもなく又釈明をするのでもなく只自分の一括払反対でないという発言の説明をしておる丈に過ぎない　これ以上論議を進めても貭疑の堂々廻りで解決がつかないからここで問題にすべきは議員諸公がこの問題についてどう考えておるか市長の信念について議員の態度をはっきりすべきとこう考えます從って一應全体協議会には皆の意見をはっきり表明して頂きたい　それによって市会は一致した見解をもって市長に退職を迫らなければならない時期が来ている我々はこう考えている全体協議会を開いてこれに対する各自の意見をはっきり出して頂いて　そして市会の態度をはっきり決めるべき時であると思う

○島袋嘉順君

十六番議員の意見がございますが　それに反対する訳じゃありませんが　私はその前に市長のおるところで傍聽人がおるところで少くとも三十人の議員がこの問題に対する見解をはっきり述べるべきじゃないかと思う市民の不信八十万縣民の大きな疑惑　不信　祖國日本でもおき上っているこの土地問題の分裂の兆しが現れているのじゃないかという不安と疑惑を一掃するためにも那覇市の三十人の議員が背負っている責任をここではっきりした意見が出なければこれは市民に対する責任の取りようがない　そのために全体協議会を持つならそれでもいいその前にもっとはっきりした意見を交すべきじゃないかと思うのです

○比嘉朝四郎君

貭疑を打切って晝食にして下さい

○島袋嘉順君

我々は今眞剣に土地問題にぶっつかっている既に議会でも四原則貫徹の方針は一致しているこの重要な問題が起上っている時に飯を食おうなどと水をさすようなことはやめて貰いたい

○真栄田義晃君

我々は先日の議会で四原則堅持の態度を表明した筈であります　これが　だてや体裁であるならば兎も角これに対して市長がその中の一括払に対してこのような重大な発言をなしたに拘らず　これに対して市会は何らの意思表示もしないということは　これは非常におかしいと思う我々は先に四原則堅持をはっきりと決意を表明した筈だ議員諸公の忌憚のない意見をここではっきり出して頂きたい　私はこう思う

○議長（泉正重君）

それでは十二番議員の動議をお諮り致します協議会に入らないで本会議を續行して各議員が四原則問題に対する当間発言に対する意見を述ぶべきか左様取計いますが賛成の方は挙手を願います

（「挙手者少数」）

○議長（泉正重君）

少数であります

○島袋嘉順君

この問題が市長の談話が完全に誤りだということになった場合に那覇市の市会議員は同罪と見られるかも知れませんよ　それははっきり決めて貰いたいと思います

○崎山喜達君

この問題は非常に重大な問題でありますので我々議員としても慎重に考えなければいかんと思います

それで今ここで昂奮状態で亊を運ぼうとするのはどうかと思いますので一応は休憩を宣して協議会の形でもいいしもっと慎重にやって貰いたいと希望するものであります

○赤嶺慎英君

私は十二番議員の御意見に全面的に賛意を致します一応は本会議でも四原則支持を表明している手前もありますし世論はあれ以上の沸騰はないと思うのですが更に我々としては四原則貫徹のために各議員の御意見を市民の先頭になりリーダーとなり市長のこの談話に対して忌憚のない御意見を本会議において述べて頂いてそれから我々は市議会としての善後策をもって行かない限りこの応急なる収拾策は出て来ないのじゃないかという意見を持つものであります

○議長（泉正重君）

只今十二番議員の動議は否決になりましたので　これはもっと眞剣にお互い話合いたい協議会に入って話合いをしようということに御賛成の方は挙手を願います

（「挙手者少数」）

○議長（泉正重君）

これも少数であります

では時間でありますので食事のため休憩致しまして午後一時二十分再開致します

（午後零時二十分休憩）

（午後一時三十五分再開）

○議長（泉正重君）

午前に引續き本会議を再開致します

○仲井真元楷君

物言わぬは腹、脹るるのわざなり」と言葉がありますが我々は先程から問題になって居ります市長の四原則に対する市民の声が私共に不滿の坩堝となって、この議會に表現されていると云うことを十分に認識するものであります。併し乍らこれで二十日の議會に於きまして市長の答弁の中には四原則を支持する或いは土地を守る会長としての市長の立場に於いてのその決意は聴かされたのであります。けれども未だ以って十分に納得したと云う段階に迄は来ておらないのであります。従いまして端的に申しますならば四原則は議会の決議と全く同じ様にと云うよりか、寧ろ議会の決議と更に一歩進めて積極的に四原則貫徹のため邁進して行く　尚土地を守る会の会長として那覇市長が市民の先頭に立ってこの民族運動に堂々と、まっしぐらに驀進して行く、こう云った意味に於いて、この決意をもう一度聴かして頂きまして、それと同時に今迄当間放言等と随分、誤解であろうと思う様な事が報導され又何處え行っても市長のあの言分は腑に落ちない合点の行かないと云う様なことに対して若し市長がこの問題は内外共に悪影響を及ぼし更に又この問題に関する内外の支持者に対する一つの障害となり更に又この運動に対する一つの隘路となっていたならば今迄自分がやっていた言動に対しては何處迄もはっきりと陳謝をする。但し四原則貫徹に対しては飽く迄も邁進して住民の先頭に立って行くと云うことを、はっきり、その点の表明が出来るのであれば、茲に議会の議員のおる本会議場に於いて市民に対して判然とした御答弁をお願いしたい。

○市長（当間重剛君）

二十日以来今日迄の御質問に答えた趣旨で、私の考えていることは、つまり我々住民の四原則に対する態度は飽く迄支持することは大体申上げましたがその点は單に私、方法論的に考えたことがつまり多数の非難を浴び又疑惑を招き、その途に対して或る不安を与えるかも知れないと云うことを、私自身も実は迷っている訳でありますが、先刻申上げました様に私の決意そのものは十分固めておりまして、従って土地を守る会に於きましても只薦められたから之を受けたと云うのじゃなくして、身を以って之を進めて行く丈の決意は持っているから当時の挨拶にも述べました様に私自身はこう云った運動には経験もないけれども、会の結束に依って、私を援助することに依って職務を果したいとこう申した訳であります。従って只今三番議員（仲井真元楷君）の発言趣旨の様に私のこの言が、所謂人騒がせをしたことにつきましては　私重々お詫び申し上げます。従って今後の在り方につきましては十分そう云った誤解を招く様なことは慎しみます　この点をこの議場でお誓い申上げます

○長嶺将真君

先日からこの問題につきまして色々市長に追求致し、その答えが十分はっきりしない為に堂々廻りになったのでありますが、只今三番議員（仲井真元楷君）の発言に対して市長ははっきり謝り、將来那覇市の市長としてそれから土地を守る会の会長として、自分の後を見て呉れ　それが悪ければ又非難して貰いたいと云う事を詫びておりますので、私達も一應この市長の言を信頼致しましてこの協議会を大体この位いで打切ったらどうかと思います

○議長（泉正重君）

では只今の動議、これも当間発言に対する色々の貭疑が繰返えされて参りましたが、只今の市長の釈明と陳謝に依って真意が判った、今後の市長の在り方、土地を守る会の会長としての行動を見ると云うことにして、これで打切りにしたいと云う動議であります。この軍用地問題に関する緊急質問を打切りまして予定の日程に入ることに御異議御座いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し緊急貭問を打切りまして予定の日程に入ります

○議長（泉正重君）

日程第六首里大中坂道路の復旧改修方に関する陳情についてを議題と致し建設委員会に於ける審査の並びに結果の御報告をお願い致します

○建設委員会委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました、旧首里市大中坂復旧改修に関する陳情については会議規則第五十九条に基き議長から本委員会に付託され、前後三回に亘って委員会を開催、審議されたものでありますが、前回第十二回議会々期中、再び審議致したのであります

第三回目の審議概要を申上げますと本件改修道路に副うている家屋があり、その立退補償の問題等があるため、結論が得られなかったのであります。それで家屋の問題は陳情者自体で處理解決し、双方の妥協点を見出すまでは保留し、尚当局にも、この点善處方を要望して閉会したのであります。そこで六月二十二日本委員会を開催し、本件の善處方を要望した件を主管部当局に貭しました處、陳情者代表よりの話にその家屋の側からでも良いと云うことに話が纒ったと云うのであり、また開通する場合、石粉も取れるので費用も安くかかると云うので結局本案については満場一致これを採択することになったのであります。宜敷く皆様の御賛同を得たいのであります。





一九五六年六月二十三日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情書九件については慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

旧首里市大中坂復旧改修に関する陳情について

城南小学校への水道敷設方の陳情について

高良地区より新部落間の道路拡張に関する陳情について

宇栄原より小禄運輸前に通ずる道路拡張に関する陳情について

具志区内主幹橋梁増設並びに土手補修について

弁ヶ岳道路新設並びに改修方について

以上六件は採択と決定した

バスターミナル建設に伴う横断道路開設方について

沖配電松尾支店により琉球政府及び立法院へ通ずる道路、排水溝鋪装修理に関する陳情

高良バス停留所より政府道小禄仲地線交叉点迄の道路改修方について。

以上三件は審議未了の侭で継続審査をなすことに決定した。





○久高友敏君

この大中道路の改修につきましては恐らく工事費の五万以内、こんな微々たる金額で果して、こう云う改修工事が出来るか否かと云うことを考えた場合に疑問である。私地元であります関係上、その地形は十分に分っておる心算であります。併し道路改修と云う名がついて果して是丈の金額で改修するよりも寧ろもう少し本格的な道路改修が必要じゃなかろうか、私はこう思うのであります。建設委員会では曲りなりにも人の軒下から通れる範囲内に止めることになっておりますが、併し之は道路と名のつく以上家の傍から傘をさして、歩けないと云う様な道を市の名に於いて作るよりか、寧ろ本格的な道路が望ましいのであります。こういった点について建設委員会では論議されたことがあるか、それを御説明願います。

○建設委員長（儀武息睦君）

お答え致します。只今二十四番議員（久高友敏君）からの御質疑がありました通り、本委員会に於きましても相当の議論がありました。つまり改修する以上は是より以上の道路を作った方が、いいと云う意見もありますが差當りその道路ならば障害家屋がありますのでその立退に相当の時間を要し、その間に市民に及ぼす影響が相当ありますので、その傍からでもいいから改修して呉れと云う様な陳情者の意思を汲みまして委員会としては満場一致本案を採択したのであります

○久高友敏君

委員長の御説明に依りますと、それを本格的にした場合民家に障ろうが、障るまいが委員会としてこの道が必要とするならば如何なる困難であろうが、幾等の工事費が掛ろうが、之は建設すべきであると私は思うのであります。之は飽く迄も道路の必要を認めて、この改修を予算で措置するならば適当に家主に相談し適当な方法がありはせんかどうか、後へ悔を残す様なことがあってはいかん、どうせ必要に迫まられて要求している道路であります以上は、地主、家主に十分納得の行く様に委員会でも良く説得して、その関係者と十分相談して善處して貰いたい、該道路は旧藩時代の道であります、どうしても本格的な道路が望しいのであります、差当り人家に障るから暫定的に、只人一人位通れる道路といって市が之を構築すると云うことは、どうかと思うのであります、もう一應お考えになって、之を次の補正予算当りで増額して之を是非徹底的に改修して頂く様に本員は委員長に要望して置きます。

○上間長和君

日程第六に関しましては、先程二十四番議員（久高友敏君）も云われた様に出来る丈、昔は馬、駕籠の時代ではありますが、最近はハイヤー等車輌の多い、発達している関係上、如何しても或る程度ハイヤーの入る位の道が欲しいと思って居りますが、然し予算の関係とかで五万円位になって居りますが、出来れば只今二十四番議員（久高友敏君）が云われた通り、正式な、あそこは丘になっておりますので切落して本当の道路にして貰いたい、希望を申上げます。

○議長（泉正重君）

二十八番議員（大山盛幸君）から一つ御意見を・・・・

○大山盛幸君

議長指名によって申上げますが、この問題は二十八議員一身上に関する問題でありますので市町村自治法第五十七条に依って議事に参与出来ないので今出様かと思っておりました。然し議長指名によって議会の同意を得て発言を許されると云うことになって居りますので云い度くはないが云わして貰います　二十四番議員（久高友敏君）二番議員（上間長和君）の仰言る通り本格的道路を開設して貰いたいと要望するものでありますが五萬円の予算で果して満足する様な人の通れる範囲内の道が出来るかどうかは大きな疑問でありますと云うのは委員會の皆さん方が現場を調査なさった時と現在とは幾等か状況が違っていると云うことが一つ、又陳情者の中に現場をハッキリお分りの方はそう沢山はいない。中には只判（はん）こを押さしに来たから押したと云う程度の方がおりその問題につきまして話したら寧ろびっくりして仕舞ったと云う様な方も居ります。もう一つは大変失礼な申分ではありますが、こう云う事は云いたくはありませんけれども云えと云われた以上申上げますが兎に角其の土地は割当土地であってあと九ヶ年はその使用者の権限である。そう云う事には関連はしないが、其處から若し人の通る位の道を開ければ既設の便所を移動しなければならんし、それから道を造った處で、そのこちらに大きな家が出来て居るので傘をさしては歩けない、要するに通れるのですが、そこにはその家の玄関があり、窓があって通る人が気拙い思いをする屋敷の側を通って、庭を通って、通る人でも非常に氣兼ねをする恰好になって拙いのぢゃないか、それで思いきり那覇市の土木事業として恥ぢない様な工事をする為にも、しっかりした予算を取ってやった方がいいんぢゃないか、こう云う気持ちを持って居ります。沢山云うと面白くありませんので結局一身上の問題でありまするので議事には参与しないことにしまして指名された範囲内に於いて申上げます

○宮城清三郎君

頭がボートして居りますから休憩をお願いします

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今休憩の動議が出ております、お諮りしますが賛成の方は挙手を願います。

（「擧手者少数」）

○議長（泉正重君）

少数であります。依って会議續行致します

○議長（泉正重君）

日程第六についてお諮り致します建設委員会に於いては差当り採択したいと云う御報告に相成って居りますし、只今お聴きの通り地元議員の二、三の方からは寧ろ本格的な道路開通迄待つ必要がある五萬円程度でこんな人間一人通れると云う様な道を開設するよりは寧ろ次の更正予算に於いてでも本格的な道路を開通して貰いたいと云う御意見で御座いますが、どう云う風に取計います

○建設委員長（儀武息睦君）

一寸申上げます。之を採択する前に我々と致しましては、こうなって居ります。陳情代表の御意見と致しましては家の側からでも良いから五萬円程度で道を復旧して貰いたいと云うのが陳情者の意思であります二十四番議員（久高友敏君）はその点は御了承願います。

○議長（泉正重君）

陳情者自体の陳情の趣旨が五萬円程度の費用で、そう云う程度でいいから開通して貰いたいと云うのでそれに従って委員會では採択したと云う事であります・・・・では委員会の今の決定通り・・・・・・・

○久高友敏君

今委員長の御説明によりまして陳情者の意思がこの範囲でもよろしいと云う趣旨の下に委員会としては採択して、この予算内で施工すると云う事を決定された様でありますので飽く迄も委員會の趣旨には賛成致しますが、成る可く次の補正予算に追加して之を將来本格的な道路にして頂く様に委員会でも考慮して貰いたいことを、この席上で要望致して委員会案に賛成致します。

○議長（泉正重君）

では当局に対する要望、只今二十四番議員（久高友敏君）の要望は当局で良く検討して頂くことに致しまして本議会に於きましては只今建設委員長の報告通り本陳情を採択して異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議無いと認めます依って左様確定致します

○島袋嘉順君

議長の議事運営について動議を提出致します　理由は只今二十番議員（長嶺将真君）から協議会打切りの動議が出され、それを多数で押切っておる　この事につきまして議長は、それを認めて居ります　問題が土地問題である、而もこの問題が市会で、どう仕様かと言うことについて問題になりました時に一部の議員が相談になって、市長から陳謝して貰うと云う事になって陳謝して居る、處が市長の陳謝は何を詫びているのか、一体コロンビヤ記者に話した一括払いを取消すと云う事になるのか或いはそう云う失言をやったと云うことに対して詫びて居るのか、誰に詫びて居るのか判らない。それを緊急動議でもって貭問を打切る。こう云った出鱈目な議長の議事運営は止めて貰いたい　多数決で蹴ってもよろしい。我々も飽く迄も現在の土地問題に対して市会議員としての責任を持つ丈に絶対斗争する積りであるから是非この問題を再び取上げて頂いて改めて意見を述べさせて貰いたい

◯宮城清三郎君

只今の十二番議員の動議に賛成致します

◯議長（泉正重君）

貭疑打切の動議は優先動議で單独成立することをはっきり申上げて置きます

◯島袋嘉順君

法的な解釈になるとそうなるのですが八十万の人間に関することであり、それを僅か十数名の人間で法律でこうなって居るから、こうだと法律をダシに使って問題の眞偽も明らかにしない中に打切る・・・・・

◯議長（泉正重君）

二十番議員（長嶺将真君）の御意見が市長の今後の行動に待つ、そして貭疑打切の動議があったので、その動議を採択した訳です

◯島袋嘉順君

少数意見者が居れば、その意見も聴いて、どっちが正しいか判断す・・・・・・・・

◯議長（泉正重君）

貭疑打切の動議は單独動議で成立したのでお諮りした訳です

◯島袋嘉順君

芝居じみたことはやめて貰いたいと云うのですよ

◯議長（泉正重君）

芝居じみておりません

◯島袋嘉順君

再び市長に対する貭疑を行いたい

◯議長（泉正重君）

打切りました。この問題は全体協議会にもって来て、この問題をどう扱うかと云うことにつきまして三番議員（仲井真元楷君）からの意見が出た。それに対して市長はお詫びしたのでせう。それで二十番議員の動議で打切った訳です

◯島袋嘉順君

それに関して市長は一体何を詫びたか、前言を取消す積りか、誰に対して詫びたか、それ迄はっきりすれば、こう云う動議は出さない。今市民の疑惑はそこに集中して居るそれを只曖昧な、詫びますと云う丈ではどうなりますか。この問題が市会の問題であり、市民の問題である　何故、国頭や首里の青年会の方々が態々起ち上って抗議文を出すかと云うのです。亊八十万縣民の問題である。私は興奮して居るかも知れませんけれども、決して興奮したからと云って、こう云うことを云うているのではない　芝居じみて居ると云うのは議長の議事運営に対するやり方ではなくて那覇市會全体に対する問題です。はっきり云いませうか。皆さんの間にそう云う動議が出て、貭疑を打切ると云うのは、これは個人の問題だから、いいたくはない。それ迄直接聴いて居るのですよ。何のために全体協議会を持つかと云うことを、余り亊を荒立てると解散されるぞ　そう云うことを聴いて居る。市長の態度がはっきりしさえすれば、これは市會も当局も一緒になって市民大会でも開いて我々の態度はこうだと表明し様じゃありませんか　新聞を通じて、全沖縄縣民にもはっきりさせ様じゃないか　そして始めて一致した行動が出来るのじゃないか、これも市の為を思えばなんです。それを前言取消をして居るのか何をして居るのか曖昧な答弁に対して動議を出して貭疑を打切ると云う様なことは私はやるべきじゃないと思う。若し敢えてそれを数の暴力で押切るならばそれはよろしい。それは皆さんの勝手ですから・・・・

◯議長（泉正重君）

今後市長の態度に土地を守る会の會長としての行動に批判を受け更に追求しなければならない様な場合には更に持って頂くと云う意味に於いて、この貭疑を打切ったと云うのです。

◯島袋嘉順君

市長の詫びと云うのは一体何ですか。私は敢えてこう云うことをやりませんと云って居りますけれども、それは單なる詫びです。少く共この問題が一部の人達の問題じゃなくて既に祖國本土迄響いていると云う時期に、是非この問題ははっきりさせたいと思って居る訳です

◯宮城清三郎君

私の云わんとする處は市長の答弁を聴いて、本当に透き通らない答弁である。そしてそれは沖縄八十萬県民の希望に應える丈のはっきりしたものではないので市長の態度をもっとはっきりさせようと思って居た。この市長の答弁は市長が今後四原則の貫徹運動の先頭に立ってやるから後を見なさいと云う丈である。それに対して貭疑を打切る議長の議事運営は氣に喰わない。これに対して、仮令数で押し切っても私は少数意見として云いたかったので今十二番議員（島袋嘉順君）が云う様に僕の今後を見なさいとそう云うことを云って居るが、それは果して那覇市会に対してのお詫びか、それ共あのコロンビ放送記者に対して詫びるのか、それがはっきりしない中に、それを明かにする為に貭疑もしたいと思っていた。それを打切ると云う様な議長の横暴な態度は改めて貰いたいと思います。

◯島袋嘉順君

貭疑打切の動議が出されておりますけれども打切る理由の中に市長と議会との話合が堂々廻りになっておるとおっしゃいましたが、決して堂々廻りになっていないと思う。これは議亊録でも分りますけれども二十日の本会議に於ける答辯と二十三日の答弁は私は同じ問題を出しているに拘らず、市長の答弁は食い違っているのですよ。決して堂々廻りじゃない話を進めれば市長の答辨が益々おかしくなっている二十日の本会議では私は一括払いの方法をもっている政府の中に基金部を設けたいという風なことをいっておりますが、今日は一括払の意見は別にあるがここでは述べないだからそういったことも含めて答弁の矛盾を含めて詫びということは私達丈の問題じゃない。これは市民にも全県民にもはっきりさせなければいけない問題であるそういう意味で市長の將来を考えれば更に那覇市の立派な政治を考えればこそ沖縄の土地問題を解決する為に四原則貫徹のために一糸乱れず進みたいと思えばこそ忠告している市長を辞めさせたい、こういう浅墓な考えをもっておると思うたら大間違い、そういう場合は当間さんを辞めさせる意見じゃないかという意見があったら出して貰いたい。幾らでも討論しますから　那覇市長として土地を守る会長としてそういう非常に重要な時期に当って少くとも那覇市が沖縄の首都であるというこの首都の市長の当間さんの談話がこの民族の斗いに少くとも、自分の考えはどうであったにしろ、一般はそうは取られていない。これは民族を裏切るものだという言葉で表現されているそれに対して意見があれば述べて貰いたい。その意見さえ、発表しない。こういうことは当間さんが個人として又当間さんがそういう市政を続けて行く限り私達は憂慮しなければならないいまだに市会の中に明らかにされておらない。テレビのピーターポイントにいったことを取消すのか、あれは間違っておったから取消すという意味が單に市会で頭を下げて詫びますという意味であるか、そのけじめさえ付かない中に打切るということは十一万市民の市政を預る市会の在り方じゃないと思う

（「議亊進行して下さい」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

市長に対する貭問に入っていいかという動議ですか　お諮り致します。再度当間市長に対する只今の貭問をしたい、こういう時間を持ちたいという、更に前に戻ってよろしい、という方は擧手を願います。

（擧手者少数）

◯議長（泉正重君）

小数であります。依って否決致します

――― ― ―――

◯議長（泉正重君）

では予定の日程に入りまして日程第七バスターミナル建設に伴う横断道路開設方についてを議題と致し建設委員会における審査の経過並に結果の御報告を願います

◯建設委員会委員長（儀武息睦君）

只今議題となりましたバスターミナル建設に伴う横断道路開設方については、会議規則第五十九条に基き去る三月二十六日附を以て議長から本委員会に付託されたものでありますが、本件につきましては去る四月十二日、第一回、委員会を開催当日は新年度も間近に迫っている関係上、今年度で處置できる分は早急にやらねばならんというので当時七件の陳情書と共に審議されましたがその結論を得ず、次回に持越されたものであります

陳情書の趣旨を概畧申上げますと

バスターミナルの設置に伴って交通量が多くなり、住民の福祉保持上又は交通保安の保障上十間道路の南並両所に陸橋、若しくは地下道を開設して頂きたいというのであります。そこで当局の説明を伺いました處、この一号線は以前政府へ高架道をお願い致しましたが一ヶ所で八千万円、地下道で一億円という厖大な額になるので財政面で今どうすることも出来ないというのでありまして本件の趣旨には、全委員賛成ではあるが、今一歩考えた場合、政府、立法院へ推進し、補助して貰うことに依って解決できるという結論になり両検討の必要を認め保留するということに相成ったのであります。

簡單ではありますが御報告致します。

◯議長（泉正重君）

只今建設委員長から御報告のありました通りバスターミナル建設に伴う横断道路開設方については未だはっきりした結論を出していない、つまり審議未了という御報告でありますのでなお建設委員会において本件については閉会中と雖も審査を継続して貰うということに取計いたいと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決定いたします

――― ― ―――

◯議長（泉正重君）

日程第八城南小学校へ水道敷設方についてを議題と致し建設委員における審査経過並に結果の報告を求めます。

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました城南小学校への水道敷設方については会議規則第五十九条に基き議長から本委員会に付託され、去る五月十七日と二十一日の二回に亘り開催、第一回目は主管部課長の説明を聴取　種々貭疑も行われたのでありますが、企業的面から採算のとれる三十軒以上の申込希望者があれば出来ると、陳情者の学校長、ＰＴＡ会長に話したというのであります。それで陳情者側も又支所の方でも調査している様でありますのでその結果の報告を待つことにしたのであります

第二回目は五月二十一日現場視察の必要を認め同学校を視察致したのであります　当日は学校長の職員数及び児童の在籍数　現在使用している井戸について又は当局、水道課の在り方など話合い、近日には申込者が確認される様な話もあったのであります

第三回目の委員会を六月二十二日に開催当局の説明によると学校長とＰＴＡ会長から正式の申込があり、一九五六年度予算の残額でやる様になったというのでありまして本陳情につきましてはこれを採択致した次第であります　宜敷く皆様の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

なお私から追加して御告申上げますが先日城南の校長から水道工亊も八分通り進捗致しまして近く通水の見込みで御礼を言上に来てありましたのでその点御報告申上げますが日程第八は建設委員長の審査報告通り本陳情を採択することに致して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様決定致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

なお日程第九・第十・第十一この三件は関連致しますので一括上程致しまして建設委員会における審査経過並に結果の報告を求めます。

◯建設委員長（儀武息睦君）

只今一括議題となりました高良地区より新部落間の道路拡張に関する陳情、宇栄原より小禄運輸前に通ずる道路拡張に関する陳情　高良バス停留所より政府道、小禄仲地線交叉点迄の道路改修方の陳情については会議規則第五十九条基き議長から五月二十三日それぞれ本委員会に付託されたもので陳情者は何れも宇栄原区代表大城亀助外一名からの提出であります。本陳情に関しましては六月二十日委員会を開催当局の概畧説明を聽取致しましたが陳情個所の実態がはっきりしないというので現場視察を行い、二十二日再び委員会を開催　審議を致したのであります。高良地区より新部落間の道路拡張に関する陳情については当局の説明に依ると巾員が二間半、延長が一、二六〇呎で側溝を含んで工亊費が六十萬円はかかるが土地の補償費については地主、区住民の協力があれば出来るというのであります。そこで色々審議の結果本路線は高良地区より宇栄原を経て　新部落へ出る最短距離の道路であり、又小禄中校への児童の通学路でもあるので一応採択の上地主、区住民の協力を待つことにしたのであります　宇栄原より小禄運輸前に通ずる道路拡張に関する陳情については　辻町及び航空隊への近道で農道として重要な役割を果す道路であり　巾員二間に延長九〇〇呎　工亊費三十万円位かかるというのであります。

それで本陳情の趣旨の上からも重要度の高い路線であるということで滿場一致これを採択致したのであります。

高良バス停留所より政府道、小禄仲地線交叉点迄の道路改修方については本道路は旧小禄村時代新部落より仲地への新道を開設し、この道路を政府道に編入　本陳情個所は廢道になったため政府では鋪修は出来ないというであり　当局でも再三、政府の土木課や南部出張所に交渉しているというのであります。本路線は旧那覇と小禄を結ぶ線でバスの運行上重要な役割を果している関係上本陳情に対しては強力な政府折衝の必要を感じられるのでその間審議未了の侭継続審査を致すことに決定した訳であります。簡単乍ら御報告申上げます

○議長（泉正重君）

只今の建設委員長の御報告には日程第九　第十については採択いたしました　日程第十一については審議未了である　こういう御報告になっておりますのでお諮り致します

日程第九　第十は建設委員會の決定通り本二件の陳情は採択致すことに御審議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します。日程第十一は審議未了でありますので尚委員会において閉会中に於きましても継続審議とする斯様に取決めたいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第十二具志区間主幹橋梁増設並びに土手補修方の陳情についてを議題と致し建設委員會における審査の経過並びに結果につき報告を求めます

◯建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました具志区内主幹橋梁増設並びに土手補修については会議規則第五十九條に基き議長から五月二十三日本委員会に付託されたものであります　本陳情の趣旨を概要申上げますと終戰后高良宇栄原より集団移住者が急速に多くなり幅員の狭い橋梁では車輌の住来に危険だから橋梁を増設し土手の補修をして頂きたいというのであります　本委員会では去る六月二十日委員会を開催陳情ヶ所の現場実体を掴むべく視察を行ったのでありますその後二十二日再び委員会を開催慎重審議の結果戰前の旧橋梁及び暗橋七ヶ所の増設を認めそれに伴う土手の補修も必要を感ぜられるので全員異議なく本陳情については採択と決定致した次第であります宜しく御賛同を得たいのであります

◯議長（泉正重君）

只今建設委員長の御報告は日程第十二の陳情書を採択したということでありますがお諮り致します

本会議においても委員会で決定致しました通り本陳情を採択するということに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないものと認めます依って左様確定致します

◯議長（泉正重君）

日程第十三沖配電松尾支店より琉球政府及び立法院へ通ずる道路排水溝の鋪装修理に関する陳情についてを議題と致し建設委員会に於ける審査経過並びに結果の報告を求めます

◯建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました沖配電松尾支店より琉球政府及び立法院へ通ずる道路排水溝鋪装修理に関する陳情については会議規則第五十九条に基き議長から六月一日本委員会に付託されたものであります　本陳情の要旨を申上げますと該道路は政府及び立法院へ通ずる重要幹線で政府関係外来の要人自動車の通行が頻繁であり又雑貨商や理髪屋美粧院等あって住来が繁しい　そこへ降雨毎に悪道路と化し附近住民の困惑は勿論衛生的にも蔑に出来ないので是非排水溝及び道路の鋪装をして頂き度いというのであります　そこで去る六月十九日委員会を開催本陳情ヶ所の現場視察を行ったのであります　其の後二十二日委員会を開催主管部課長より種々説明を聽取致しました処陳情者屋良朝章氏と話合いの上現在財政面で鋪装は困難であるので暫定的処置として砂利を入れローラーを掛ける程度にすることを承認して貰ったというのであります從いまして本陳情は工事費の財源を求める迄は保留ということにし継續審査をすることになりました簡單乍ら御報告申上げます

◯議長（泉正重君）

日程第十三の陳情につきましては御報告通り審議末了に相成っておりますので本件は矢張り建設委員会において審査を継続して貰うということに致して御異議ありませんか

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様確定致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第十四弁ヶ岳道路新設並びに補修方の陳情についてを議題と致し建設委員会における審査の経過並に結果の報告を求めます。

◯建設委員会（儀武息睦君）

只今議題となりました弁ヶ岳道路新設並びに改修方については会議規則第五九条に基き議長から六月一日本委員会に付託されたものであります。本陳情の要旨を申上げますと該道路を使用する農家の農作物並びに肥料の搬出に最も重要なる道路であるし該道路の改修に依って耕地の真中に住宅が出来、能率的農業経営がなされ尚由緒ある弁ヶ岳への参拝道路ともなり得るというのであります。そこで去る六月十九日委員会を開催現在道路と陳情ヵ所の道路との重要度を検討すべく現場の視察を行うことになったのであります。尚執行当局に於ける財源面及び工亊施行の場合等勘案せねばならないので視察については皆これを了としたのであります。其の後第二回目の委員会を六月二十二日開催本陳情の審査を続けたのであります。本陳情については産業振興執行面の財源又は弁ヶ岳の参拝者等凡ゆる角度から審査検討致したのでありますが結論を見出すため同区在住の議員久高友敏氏と玉那覇有義氏を招き実状を聽取致したのであります。両氏とも該道路に対しては産業振興の基本線をなすもので勧業課で政府の経済開拓課へ補助申請して貰った方が良いというのであります。委員会としても両氏の意見の様な話が出ており結局政府の経済開拓課へ補助申請する様勧業課とも連絡をとり勧業道として早く善処して貰うべく要望し全員一致これを採択致すことに決定したのであります。宜しく皆様方の御賛同を御願いします。

◯議長（泉正重君）

お諮り致します。日程第十四弁ヶ岳道路新設並びに改修方については只今建設委員長から御報告ありました通りその必要性を認めてこれを採択するということに御異議ありませんか

（「異義なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

一應日程は終えたのでありますが水道課から皆さんにお諮り申上げ且つお願いしたいことがあるというので協議会を持ちたいと思います。

◯久高友敏君

協議会に入る前に議亊日程追加の緊急動議を提出致します。実は競輪亊業施行についての会社との契約解除方に関し市長に貭問致したいと思います。就いては本日の議亊日程に追加方取計われたく動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

只今二四番議員（久高友敏君）から競輪亊業の施行についての会社との契約解除方に関し市長に緊急貭問致したいので本件を本日の議亊日程に追加方緊急動議の提出がありこれに対し所定の賛成があって動議は成立致しております。お諮り致します　動議の通り日程を追加することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

只今追加されました日程、競輪亊業の施行についての会社との契約解除に関する緊急貭問を議題と致します。

◯久高友敏君

去年の十一月二日に提案になりました那覇市競輪會社との契約の問題でありますが　あの時の趣旨から申しまして市長の専決處分に係る財政の問題に対してあの當時市会では議決になりましたが　然し今日に至る迄何等その実施の後が見られない　尚それに就きましては本会議に於きまして是非將来の那覇の都市計画或いは財政面との関連もありますので　本日私は一応あの競輪会社との契約を破棄して戴きたいと云う動議を提出致します　どうぞ皆様御賛成をお願い致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

賛成の動議でありますから一つ採択して戴きたい

◯議長（泉正重君）

では只今の競輪会社との契約を破棄して戴きたいと云う事に御異議ございませんね

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

これに関して市長の御答弁をお願い致します

◯久高友敏君

私がこちらで動議を出した理由と致しましては勿論色々土地問題も今盛り上っておりますが今日迄市長の競輪会社との契約が既に一年になんなんとしておりますが、我々が認めた条件即ち二百万円の前納金も何等為されていない。それから立退の四百五十万円は全然行われていない。尚我々にはそう云う那覇の總合グランドの總合的、將来の永久的施設から見た場合にこれを速やかに解約致しまして真に総合的グランドを設置した方が將来、那覇の為にもなるし又財政面に於いてでも色々目途が付かないと云う事になりますので市長は我々の良心的な氣持に対してどうかその点十分お汲み取り願って、又政府の方でも余り見通しがついてない様でありますので競輪の地域の点も目途がついていない様ですし、又外資導入でも近き將来に於いて行われないと云う見通しは付かれると思いますが、それについて市長の答弁をお願いしたいと思います

◯市長（当間重剛君）

競輪法による所の地域、つまり公共団体たる那覇市が競輪を施行するについての行政主席の認可は未だ下りておりません。然し決裁はなっている様であります。從ってあの契約はまだ実施する機会に至っておりません。つまりああ云う会社が出来た場合に契約する。そして競輪を始めた場合には最低限二百万円を出すと云う様な事でありましてあの契約がまだ本契約にはなっていない。つまりその前の契約になっているのでありまして認可になってから本當に契約が為される。それで直ちにこれが解約出来るかどうかと云う事は、少し研究しなければいかないのじゃないかと思います。前も申しました様に一方的に解約が出来るかどうかと云う事はまだ疑問がありますのでその点は御了承願いたいと思います

◯久高友敏君

一方的な解約が出来るかどうかと云う事については市長も疑問の様でありますが　然し我々議会が議決した場合にはあの事項についてこれが行われない場合は解約すると云う条文があったと記憶しておりますが、果してあの契約条文のずっと末尾に本契約は軍政府の認可を得て締結すると云う事が確かに謳われておったと思うのでありますが、果して軍政府の認可が得られる見通しがあるかどうかそこを市長に答弁して貰いたい

◯市長（当間重剛君）

あの契約は軍政府と云うのは間違いでありまして琉球政府であります。競輪法を讀み違えた訳であります。

◯久高友敏君

プリントのミスと云う事になりますか

◯市長（当間重剛君）

競輪法を讀み違えたと思います　認可のは行政主席がやります。それは一応決裁にはなっておりますがまだ分布はされていない訳であります

◯仲井真元楷君

自転車競技事業が市会に於いて可決になったと云う重大なポイントは何處にあるかと云えば社会面や道徳面や経済的な市民生活と云うものは第二の問題としまして第一の問題は財政的に那覇市が潤えばいいんではないかと云う事が大多数に支配された意見であって、それに対して一応は手段としては立派なものではないが財政的な面で潤うが故にやって見ようと云う事が第一のポイントであったと思います。それに対して尚更に旧正を目當にしてやらなければならないのでと云う様な事が専決處分に迄行った一つの契機を作ったのであります　處がそう云った財政面の潤いも未だかってない、それは契約によってそう云うことになっておると云えばそうでありますけれどもそう云う財政面のことが全然一年に近い今日迄そう云う見通しがないと云うよりも今迄そう云う事がないそれからこの契約保証金の二百万円を納入すると云う事によって私達の財政的な面の一つの補償が出来る訳でありますがそれは競輪事業の本格的な契約が出来ておらない為にその金が入って来ない。入って来ないと云う事は、専決處分でやる程の事が結果に於いて何もならなかった。あれ丈世論を沸騰させても財政的な潤いは得られなかった

從って我々議会が肯定した保証金を二百万円を納入すると云った事はこれは委員会における委員長採択権を行使させた選択の条件でありまして當時の議会の記録を讀みますと云うと部長は昨日の委員会においてはこれに対して確かにやりますと云う事を証言したのですが本会議において更にこれを証言して貰いたい。こう云う事に対して財政部長は確かにそう云う事は覚えております。つまり財政的な面のこの初年度において二百万円の保証と云う様な事が大分議会の空氣を動かしたものであります　そして尚初年度において二百万円を納入することのない場合は本契約は解除すると云う事が委員長の報告にあり　尚又奥武山のあの競輪場敷地の契約について市長答弁は地料を払わん場合も解的の原因となると云う風に今先の解約をする場合の一つのポイントが同じ様に解約の原因がここにおいてもあると云う事が証明されておるのであります　尚又本員の貭問事項は附帯事項は絶対の条件これは必らず実現するものだと云う事が三十八号議案この競輪事業を行う。議案の審議の一つの条件であった筈だが今の處はこれが行われない様に思われると云う事に対して委員長は条件が入れられない場合はこの問題は別に代らなければならないと云う事はこれは否決になる　賛成ではないと云う事。そのために慎重を期してこれを主管部長に再確認した訳であります。と云う風に二百万円を納入すると云う事は絶対的な条件である。こう云った様な一つの把握された確実なものがなければこの競輪事業は我々としては肯定されなかった筈であります。尚比嘉朝四郎議員は賢明なる委員長が二百万円の保証金を積ませてやるそう云った處に受託会社のこの事業に対する経営の自信が分かると云うが果して今迄自信があったならばもう一年になんなんとして、或いは専決処分でやった会社であったならばこう云う比嘉議員が云われた様なことが実現されるべきであるが、比嘉議員が云ったことも実現されていない。

更に尚又市長は二、三年は何とかなるだろう　後は危ないとこうおっしやっている。もう一年位になって市長の云う二、三年は大丈夫だろう。これから、建設して後幾ら残るかこう云った事を見た場合には益々これは危なくなって来る。更に委員長はこの三項が入れられた時には法的に効力を発する時に賛成する訳でありますのでこれに対する市長の判然とした答弁を願います　つまりこの附帯事項は法的に効力があるかどうかと云う貭問に対して市長は二十二番議員（高良一君）の云われた様に効力があると答えておられます。

　尚渡口麗秀議員の発言は別途契約の面において今のこの附帯事項の二百万円の納入の面において私達の希望を入れて財政面からどっちに転んでも差支えないと云うならば賛成と云う事で結局こう云う契約が為されておって　その代り目途がつかないと云う事は我々の競輪事業に対する始めの考え方、決意を根本的に引っ繰り返すものである。又つづけて社会的な面、道徳的な面、或いは日本に於ける今日の競輪に対する社会の世論に対しましてだんだん、赤間大阪府知事も蹴っている　豊中市においても先程渡日した議員の話では中止をしていると云う様に極めて悪い　我々の予想した方向に進んでおるのでこれを時代に逆行して尚又これをやろうと云う様な事であれば大変困った問題だと思うが、この際當局はこれを解約に迄持って行ってやらないと云う方向にもって行くべきだと思いますがこれに対して市長はどう考えておられるか。

○市長（当間重剛君）

只今三番議員（仲井真元楷君）が云われた様な事が委員会、その他の発言だったと私も記憶しております。この競輪事業につきましては最初から申上げました様に或る程度の不安を持っていた事は事実であります。只その資本が全部外資であります　と云う事はつまり外資の人達は事業そのものに自信があると云うので私意を決した訳であります。從ってあの契約が外資によらずにやると云う事は結局私の自信を裏付ける事にはならない訳でありますが。

　從ってそう云う事業に將来を期待していいかどうかと云う事はおっしゃる通りであります

　只契約の内容は、つまり私が不安に思った様に假にこれ丈の利益を挙げ得なかった、つまり競輪法による處の市の収入があれ程のものがなかった、例えは欠損しても年々二百万円を出すと云う条件だった訳です。あの契約を解釈してみますと、從って又競輪事業の認可が出来ておりませんのでこの委託の契約はまだ本契約は成立しない様な現状であります

　それを今直ちにこれを一方的に解約する事が法律的に出来るかどうかに対して疑問を持っております。只市会の御意見がそうしたお氣持であれば私は改めて當事者との懇談によってその方向に進めて行きたい、つまり今後市が競輪場をやるにしても未だ不安がある、從ってこれは解除した方が双方の為にいいんぢゃないかと云う様な話合でも出来ればおっしゃる様な處迄持って行きたいと思っております。

只今迄の形からすれば未だ本契約する迄の處迄至っていないと云う状況でありますのでこれを一方的に解除する事が出来るかどうか、これは法律上の問題になりますから未だ私ハッキリした事を申上げる處迄行っておりませんが、若し申合せが出来るならば、つまり今後の競輪事業を打切ると云う様な見通しを持つならば話合が出来るのじやないかと斯様に考えております

◯仲井真元楷君

それから何日ぞやの日本の最近の新聞にオリンピックに出場したいが金がない、その出場の費用の為に競輪でもって費用を稼いでやろうと云った申出があったが、それをオリンピックの神聖を汚すと云う様な意味でそう云う金は一切罷りならんと云って断った事実があります。

今奥武山一帶を綜合運動場と計画され我々のスポーツ・センターとして発足しようとしている時にこの中に競輪場があると云った様な事はそう云う純粋スポーツと云う意味から取って除けるべきじゃないか、こう云った事を緊急に市長のお話のように双方歩み寄ってどちらも怪我のないようちに話合を進めて行くことが最も賢明であり純粋スポーツを守ると云った意味から飽く迄も競輪場をそう云った處には置かないと云った、而も体育協会長でありスポーツに最も理解と大きい抱負を持っておられる市長としては寧ろ進んでそう云う風におやりになった方がいいとこう云う風に考えましてそう云った点からでも今の様な御趣旨でお話を進めてそして双方で円滿解決してやって行く一方的な契約破棄をしてトラブルを起すと云う事のないように、又競輪を施行して我々が心配していた事が起らない様に今取下げるのであるならば那覇市民の競輪に対する憂もケシ飛んで立派な、明朗なスポーツ・センターの建設にも市民の協力が期待出来ると云う事が考えられますので、今のような線でもって議会の決議でもってそう云った線に進んで頂きたいとお願い申上げます

◯上間長和君

只今の二十四番議員（久高友敏君）の動議　三番議員（仲井真元楷君）の意見に対しましては同意します　去年那覇市議会は世論を無視して所謂公聽会を開いたが、その公聽会の意見も反対であった　その世論を無視して競輪を可決した。その内容たるや外資導入で競輪をやると云う風に議決はしたのだが議決後外資導入委員会によって却下されている。今度は住民の自己資本によってやると云う形になっておりますが　これは先程三番議員が云われた様に日本でも設置はしたが將来潰して行くと云う事が政策的に手を打ちつつある現状であります。それで那覇市議会においても契約を破棄する。只今の市長の御答弁によりまして一方的ではどうかと思うがと云う風な事になれば寧ろ自転車競技場設置案を撤回して貰うと云う議会の意思をこの際決めるべきじゃないかと思う。更に最近株式会社沖縄スポーツ會社と云う民間會社が発足しておりますが　その株式会社沖縄スポーツセンターの定款の中には競輪事業を行うと云う事が目的に謳われている。どうもこのスポーツセンター會社と市の綜合運動場とは紛わしいような状態になるし、並びに綜合運動場を設置するに當っても競輪場と云う頭がなければ思いきった設置も出来るだろうという観点から致しまして是非ともこの際日本の競輪状況、株式會社沖縄スポーツセンター、そう云ったものの関連におきましても是非とも今期議會に於きまして今の動議を可決して頂きたい

◯久高友敏君

市長のお話では本契約が実施せられなければ財政面の裏付けは出来ない、つまり外資導入の許可を得て始めて二百万円の歳入も見込まれるのだと聞いておりますが、そうなると仮契約であるならば別に一方的でもいいんじゃないか、本契約が締結されて始めて双方の意見が合わなければいけないのでありますが、仮契約であれば片一方はお互いの仮契約を履行していない、そうなれば市も履行しないでもいいのじゃないかと思いますがどんなものですか。仮契約でありますから二百万円も納めない、使用料も納めない、外資導入が許可しない限りは納めなくてもいい、そうなれば市の土地を貸しても仮契約であれば向うの諒解がなくても取上げていいんじやないか、奥武山を新しく埋立てるよりか　現在埋立てられている現在の土地を直ぐ使用した方が手取り早いんじゃないかと考えますがどんなものですか

◯市長（当間重剛君）

その点は違いますと申しますのは市としては競輪法によって認可申請している、これは蹴られれば条件ができますが一応決裁が出来て公布の所迄行っているのですから、あの契約はこれが出来るか出来ないかによっては自然消滅になる不許可になれば自然消滅になる、これは条件が備わりません

所が未だそれが残っておりますので、それと契約のあり方としては一方的に解除すると云う訳には行かないのであります。全面的に競輪事業をやらないと云う事であれば別ですが契約の一方的な破棄と云う事になりますと複雑な事が出ると予想されます　あの二百万円とか或いは地料とかと云うものは競輪事業を実地して尚且つ利潤が上がらない場合でも二百万円は出すそれが本契約の前提になる。一方的な解約をすると云う事は疑問があると思う

◯久高友敏君

そうなると今市長の御説明では一方的には急激な解約は出来ないと云う事になりますが　果して市長の任期中に競輪が実施出来るかどうか、市長の名において専決處分されたこの競輪事業の実施の見通しがついているかどうか　そこをもう一回御説明願います

◯市長（当間重剛君）

その点は今の所見通しはつきません　ですから先程三番議員（仲井真元楷君）にお答え申上げましたように、出来れば相手方との話合によって解決して行きたい斯様に考えております

◯上間長和君

前に相當論議されておりますし市長の答弁によりまして見通しが付かんと云うことでありますのでこれは採決に付して頂きたいと思います

○議長（泉正重君）

つまり相手方と相談をしてこれを解消したいと云った様な意味の市長の御答弁ですがね

○久高友敏君

それでは市長は、恐らく任期中には難かしいのではないかと云う自信が持てないような御答弁でありますので特に私が動議を提出した理由は恐らく当間市長の名において専決處分されたものが任期中に若し出来ないと云うような、出来る自信が若しないとするならば、これが速やかに相手の競輪会社と解約して頂くように努力して頂きたいと要望するものであります。議会の名において市長に要望します

◯上間長和君

只今の二十四番議員と同じものでありますが　私はそう云った議会の要望によって市長が会社と交渉する場合その効力は矢張り議決して臨んだ方がいいんではないかと思います

◯市長（当間重剛君）

その点は一方的に解約すると云うふうな形になりやしませんか、つまり市会の意向は決議じゃなくて市会の意向はこうだからこうしようと云う事が望ましいのではないかと思います。議決にして行くと結局法律的に結局強くできるとした場合に困る、そこは決議でもって行くよりもどうしても出来ないと云う時には法律的にやる

◯仲井真元楷君

議会としては一応契約を解除したほうがいいと云う決議をしてその決議によって市長がその解約の方向え話を進めて行くと云うことになると市長のおっしゃった様にうまく行く訳ですか

◯市長（当間重剛君）

話の進め方が決議でもって行くよりも一応打診してこれを解約するとか云う風うな方向がいいんではないかと思います

◯仲井真元楷君

それは一応決を採って見なければ分らんのじゃないか

◯議長（泉正重君）

二十四番議員（久高友敏君）のおっしゃるのは議会の名においてこう云う決議をしたい、市長は速かに相手方の会社と相談の上合意でもってこの契約を解除して貰うこう云う決議をしたい

◯久高友敏君

今日の議会において市長にこれは議会の名において速やかに相手方と合議の上に解約して貰いたいと云う議決ですね。これは議決と云うのは今日議決されたからと云ってすぐ明日から実施出来るものではなくして、去年の七月に議決した会社がまだ発足していない、今議決したからと云って解約がすぐ実施されると云う前提の下にどうせ歳入もないし、我々が議決した趣旨には何等プラスしていないから綜合運動場の設置或いは市有地の使用の問題色々市の予算　財政面の見積りが立たないので寧ろそれが出来ると云って出来ない場合には、我々委員会としても目途が立ち難いので都市計画においても支障を来す。そう云った場合は早目に解約した方がいいんではないかと云う本員の考え方から出たのであります

◯議長（泉正重君）

これについて皆様どうお考えですか

◯長嶺将真君

我々議会で一応競輪法の存在によって競輪を可決した。然し政府においてはこれは競輪場の指定が今保留されている。それで本員はこの保留されている自体が或いは現在の世相にそぐわない、不適当と云う理由がありはせんか、政府の理由を調べまして良くないと云うこどでありましたならば議会の決議でもって競輪法の撤廃をお願いした方がいいんではないかと思います

◯仲井真元楷君

私は前、競輪法の、そう云ったものを作ると云うよりも我々で判断して、今日においては既に時代遲れである。そう云ったものには觸らないと云う事が出発であって相手がどうであろうと向うは向うの問題　保留になったことは向うの理由を聞いてから可決しようと云うことについては毛頭考えていないので緊急にこれをやって貰いたいと云うことは、つまり議会において緊急動議としてこれを取上げなければ後何ヶ月後の議会の定例会議においてしか、こう云った問題はできない。綜合運動場は可決してしまっているのだからそれと併行して運動場計画もやって行く處に緊急動議の意味があるのでありまして、この際こう云う事を決めておくと云うことはどの点から見ても正しい議会の行為と考える。是非この際こう云った方向に一つの裏付を持つべきだと思います

○久高友敏君

緊急動議の私の提出の理由は特に総合運動場との関連がありますので緊急動議を提出した訳であります。我々が那覇市総合運動場を可決はしたものの然しこれからの埋立の問題も相当残っておりますから早目にこの競輪会社との解約をすることにおいてこの工事が早まる。又綜合的にあの奥武山が全体的に公園内に綜合運動場が設置されると云うことが狙いでありまして、何等可決にならない議案を強いて解約しろと云う意味じゃない。兎に角建設的な那覇市の將来を慮っての意見でありますので要望であります　又動議であります　以上の理由を持ちまして市長がさっきお話がありました通り若し市長の任期中に目途がついていない。或いはこれから廻りくどい競輪法の撤廃というのはこれは立法院の所管でありまして我々が要望をした處で法で制定されたものを我々那覇市内に作ることは反対だから撤廃して貰いたいと云う事は果して立法院が取り入れるかどうか疑問であります。だから我々は競輪を反対するせんに拘らず特に競輪場が那覇の綜合運動場内にあります関係上これを解約して頂いて早目に綜合運動場の設置に寄与する。又こうならしめると云う勧点から申上げたのであります。それと関連致しまして財政面にも相当欠陥を生ずるという点から解約を要望したのであります。

向うの四十五万円もやられないそうするならば市としても奥武山の立退きを如何なる財政の如何なる立案によって立退かすかと云う事をお互い考えなければなりません。當にした指定金もないということになればそれがどうなるかならんかも分らんでは議会としての考えようも方法もあるのじゃないかと思います

◯上間長和君

先程二十四番議員（久高友敏君）の契約を破棄すると云う動議に対して市當局では議会で議決するということは拙いということですが　本員はそれよりも那覇市会においては競輪場を設置しないということを決議すればこういうことは消滅すればいいんじゃないかと思うのですが　契約は無効になります

◯議長（泉正重君）

前に競輪事業を可決した那覇市議会がそれ自体時効でも合意の契約でもない　それをやっていけないと云う議決をやって宜しいものかどうか　そこを少し考えて下さい。

◯久高友敏君

これは当然起るべき問題と思うのであります。別に議会において議決したものを自分らの議会で議決したものを解約するということは問題であるということはこれを改めるに如くはなしでお互いがあの当時は出来ると思われたものが既に一ヶ年も経過して出来ない場合は解約しても差支えないと思います。

　市長でも議案の撤回、遣繰りが出来る。一応信念をもってやってもそれを解約してもいいんじゃないか。市のためにならなければ改めても差支えないのじゃないかと思う

◯議長（泉正重君）

この問題について市の見込みが立たない。成立しないというならば双方合意の解約をして頂きたいと云うことを要望することは構わないと思うが、議決によって前のものが覆される場合会社側で若干の損害はどうなるか、この損害額の要求という風になって来た場合、こう云うことも考えなければいけない。合意の上なら問題じゃないのです。だからそういうことを市長に要望する　出来る丈早目に御相談をして合意の上に早目に解約して貰いたい

◯久高友敏君

相手が失費したものに対してはどう考えるかということですが、それよりも寧ろ我々議会の信念の問題、威信の問題　相手が損しようがどうしようが、那覇市議会が議決したものは相手がやらない場合は議会の威信に係る問題です

◯議長（泉正重君）

私が申上げるのは何時迄にやらなければ我々の議決は無効にするぞということは謳っていなかったのです。その為に向うでは未だに出来そうなつもりで若干費用を投じつつある場合民事の爭いでありますが、それよりは市会の空氣は明らかになっておりますのでそれで速かに相手方と交渉して早く前の契約を解除して貰うよう市長に要望するこういう風なことでいけないでしょうか

◯久高友敏君

着々としてやっているということを聞いておりますが、果して外資導入委員会で蹴られてもまだ努力しいいるのですか

◯議長（泉正重君）

人件費とか集会費とかいった程度のものであって施設費じゃないようです

◯久高友敏君

外資導入委員會から蹴られてからですか

◯議長（泉正重君）

向うが断念しておれば市長からの申入によって合意の上に解約出来るのじゃないかというのです

◯久高友敏君

二番議員からも貭問が出ておったが、我々が議決した議案の内容は外資導入は外資三千万円　地元一千万円が案の内容でありますが、それは却下された訳でありますが果して又地元から組織される会社もそれに該当するかどうかと云うことは疑問でありますが、あれと既に内容が違う当時の契約は外資導入による契約であって、あれから何か方法を変えて地元のみでやるということは更に議会の同意を得なければいかんと思うが・・・・・・

◯議長（泉正重君）

我々が議決したから放棄したのだ。それ丈損したから賠償して貰いたいという場合がないかというのです。向うにそう云う口実を与えやしないかという意味なんです。相手方の意思を聞いていないでしょうだから市長をして相手方と合意の上に解約して貰うということは出来ないものでしょうか

◯久高友敏君

相手が若し賛成でなければその侭解約をしないでその侭になる訳ですか

◯市長（当間重剛君）

一応議会の議決を経て契約したのですね。それを未だ実施に移らん前に決議で覆すということは何時迄にやらなければいけない　若し認可になればはっきり何時迄にやる、やらなければ解約するということは出来ます、然し認可が出ないということで解約の条件になるかどうか、契約は競輪実施に認可が出来て市がやるか、やらんかの問題はありますが、やるから何時迄にこれを実施しろといってそれをやらない場合は解約の条件になるが、一つの決議をしたものが実施する条件に喰い違いがあった場合に実施迄に至っていないということでそれを解約することが出来るかどうかを研究しているのです

◯仲井真元楷君

一方的に解約を申出て実害を与える、ある一定の余裕期間において非合法的にやる場合は十分常識的に考えらえる。然し外資導入委員會で蹴られたという嚴然たる事実がある、那覇市競輪株式会社が名前が変ってスポーツセンター株式会社に変ったということが内容においても変っている、這般の情勢がその当時とは変っている何時迄も待てるか、保留していいか、そう云った条件から見ても敢て一方的解約しょうといっても実害を与えておるからどうして呉ということは云えそうにも思われないが、今のように常識的に考える余裕期間がなくなっている私達は其處迄はいえるしても、一応はやってもいいのじゃないかと考えられる。今この競輪に対してどの方法でもってもこれをさせないということが社会の世論に応えるものであってこれに理由をつけてなお継続するという意思があるならばこれは極めて困ったもので我々としては大いに反駁する用意もあるが穏当に出来る丈話を進めて貰いたいこう要望する訳です

◯宮里敏慶君

あの時三千万円外資導入の条件で可決したと思っているが三千万円の外資導入は却下されておるから既に契約はあれによって解除という理由にはなりませんか

◯市長（当間重剛君）

一応それは考えられますが　あの契約の内容は委託を誰にさせるかというのが基本であって外資導入とかこれは契約の骨子じゃないと思います　骨子じゃないからそれて解約しようというのは難かしいのじゃないかと思う。こっちは委託する甲乙丙となっておりますがその内容は変るかも知れません。実貭的には一応その人も入るかも知れません。そういった基本の契約が市の競輪を委託するというのが契約で外資がどうなろうということはこれは基本契約以前のものじゃないかと思います。その点契約に対する疑問が出て来た訳です。契約は仮えば借りるということになっているが地料とか家賃とかいうものがありますがこれを怠った場合は解約する。其處にはまだ私自身はっきりしておりませんが　そう云った意味であれに対して解約はどうかと疑問を持っております

◯上間長和君

一方的に議決した場合に相手方の失費したものの損害賠償の懸念がある　然らばです向うの競輪会社あれは難しいだろうと思う。何時迄も出来る出来るという予想で二年も三年も敷地使用料を払わない。その場合の損害を市に与えるのですが使用料を取られるものを一ヶ年間の市の損害も出て来るがそれはなるのですか　出来ん場合は・・・・・

◯市長（当間重剛君）

あれは市有地じゃありません多分賛費地になります。然し乍ら地料は取るべきだと思っております

◯久高友敏君

先市長からお話もありました通り日日が長びけば相手の競輪會社は色々事業を進めるべくあの手この手が費用が嵩むのであります。とどの詰まり出来ないとなれば勢い解約しなければならないがこの負担は又那覇市が持つか。或いは兩方が持つかどうか分りませんが、そういった面も議会の同意も得ていない。あの当時議会は可決すると同時に事業が行われると仮定しておったが既に一年も長引いている手前色々経費もあるでありましょうが、寧ろ私は早目に解約をして相手にも無駄なつまり要らない折衝費を使わすよりか、市としての態度を早くはっきりした方がいいんじゃないかと思うのであります　先市長も云われました通り琉球政府としても未だに許可の見通しがつかない

勿論外資導入の方は恐らく出来ないが琉球政府の方では競輪法がある以上或いは許可するのじゃないかといったような多分の期待もある訳でありますが、然しいつ許可になるかということが疑問でありますのでこれは解約した方がいい寧ろ先申上げました通り直ぐ解約を決議したからといって明日　明後日から奥武山が使えるという意味じゃなくしてその中には速かに相手方にも納得が行くように那覇市会が議決した手前、失費というものは当然那覇市議会で決議をした手前或いは折半するか何れかの方法を取らなければいかんと思う

◯高良清二君

只今二十四番　三番　二番議員から一応各位からの競輪事業に関する貭問がありましたが私は議長に対して休憩を要求して休憩中に市長に貭問したいことがありますので一時休憩して協議会の名において市長に貭問したいと思います

◯上間長和君

大体問題は底をついているしこの際決議して明らかにした方が良くはないかと思う

◯議長（泉正重君）

協議会に入ってもっと懇談したいといっているのですが

◯高良清二君

それじゃ協議会に移りませんので本會議において市長に対してお伺い致します、各議員の意見や情勢は既に競輪に対しては先程発言がありました通り追いつめられたような恰好になっております

　所謂外資導入委員會は許可にならないそれから地域の指定も保留されているというような恰好になっておりますが　私が先程議長に対して休憩を要求してお訊ねしたいという理由は此處にございます　先程議決によって執行しつつあることが再び同一事件に対して又廻れ右の議決をするのは疑問があると云うような話もあるし　もう一つは若し私が懸念するのはこれは廻れ右して所謂執行をその通りしなければ市長の立場において相手方からの損害を訴えられた場合は市会の名において貭問し　市長の競輪をやらないという本会議において一応答弁を求めた場合には愈々をもって相手方から損害賠償を訴えられる機会を与えるのじゃないかと云う心配がありましたので協議会において市長が本當に本案を撤回したいという御氣持があるならば協議会において言貭を取って協議会において市長に努力して貰いたいということを強く訴えて市長はその方面に十分議会の意を汲んで努力して頂きたかったのであります

處が協議会を要求しても本会議でありますので改めて市長にお訊ね致します　現状において市長は將来この競輪事業を継続してやって行きたい意思があるかどうか　或いはこの段階に来ておりますのでこれを撤回される方向に努力したいのかそれをお訊ねしたいのであります

◯市長（当間重剛君）

議決しておりますので出来ることであればと思いますが　然しいつかも申上げました通り契約しておりますので出来る丈話合でこの契約を解約するという風な線に進めて行きたいと思います

◯高良清二君

只今市長も將来そういう風に努力するということをはっきり答えておりますのでこれを市会の名において一層努力して貰いたいということでこの問題を進めて貰いたいと思います　決議するということになりますと相手方から損害賠償の訴えの機会を与えるような恰好になると思いますので皆さんの御賛同をお願いしたいと思います

◯久高友敏君

私が動議を提出した理由と致しましては先に申上げました通り強いて議会の議決と申上げるのじゃありませんが、若し議決を尊重して頂くとするならば今度の予算において前納の二百万円或は指定金もないので我々議会において市長が堤案したものを議決した訳です　何故執行しないかということは議会として責任がある訳であります　未だあれは仮契約である手前収入もないということを諒としてそうすれば市長の任期中においても見通しが　自信が持てないということを聞いて寧ろそれよりか解約した方がいいのじゃないか　色々の角度からして琉球政府外資導入委員会の在り方からして恐らく目途がないのじゃないかということを検討して市長に要求した訳であって市長に対して困らそうという意思はないのであります

　そこで議決したものを我々が撤回じゃなくして勿論これは先も申上げました通り那覇市議会で議決したものを議会で引っくり返すということはおかしい形にはなりますが　お互いの議会が考えて間違っていたということでいいのじゃないか　と思うのであります

そういう意味で寧ろ動議を提出した趣旨は強いて繰返して申上げますが議決じゃなくても議決に近い是非議会はこうして頂きたいという議決であろうが或は要望であろうが市長の受ける感覚であります　我々議員の要望は何處にあるかということを市長が十分察して頂けば議決としようが要望としようがこれは市長の受ける感覚だと思う　そこを諒として頂いて市長に解約方を努力して頂くよう強く要望致します

◯市長（当間重剛君）

よく分ります　そう云った趣旨でお話し申上げる積りです

◯上間長和君

只今二十四番議員は議決は損害賠償のきっかけになると言われたが　今日この段階におきましては時間が掛り長引く程却って損害賠償の額が多くなる直ぐ議決してしまえば負担が少くなるという風に却って逆じゃないかと思う

○仲井真元楷君

市長の御答弁から十分に分ることはもう既に競輪事業に対しては將来解約をして行きたいということははっきりしているように私は思います　從つてそういう前提の下に兩方話合って円滿解決して行くということを我々は支持したいこう思っております

從って議会と致しましては競輪はこれ以上は進めて貰いたくないということは皆の意思だ　競輪事業を否定する　競輪はやらないという議会の意思はそういう所にあるからしてそういうことに良く分って市長が今申されたように双方納得の線でもって解約に努力して行くということを我々は競輪をやりたくないぞという意思を十分に分ってやって行くということの強い要望で今の二十四番議員の緊急動議に対して賛成してはっきりと議決したいという線が拙かったらその話の打ち處は議会としては競輪をやる意思はないだから円滿解決の解約迄もって行く風に結んで貰いたいそれに対して市長ははっきり今のように議会はもう嫌だ從って解約の方向に進んで行くということをもう一度承りたいと思います

◯市長（当間重剛君）

先も申上げたのでありますが皆様の大体の御意思は分った積りであります　そういった意味で先刻から話してお答えした積りですがどうぞそういう風に御解釈願いたいと思います

◯長嶺将真君

議事を進行して頂きたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

二十四番議員の緊急動議でお諮り致します

競輪については前とは色々条件が相異って来た上に情勢も非常におかしくなっている政府の態度も見通しがつかないような混沌たる状況になっているので議会人としては競輪をこれ以上もやもやした状態に置くことは好ましくないから出来る丈市長は早く解約に努力して貰いたいこういうことで御承認方お願いします　その要望は滿場一致で承認するこういうことに致したいと思います　御異議ありませんね

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決定致致します　次に水道課から皆さんにお諮りしお願いしたいことがありますので閉会の前に協議会に入りたいと思います

（午後三時三十一分　休憩）

――― ○ ―――

（午後三時五十分　再開）

◯議長（泉正重君）

再開致します　本日は日程第一から日程第十五迄全部終了致しました　從って第十三回臨時議会は本日をもって閉会致します　閉会に当りまして市長の御挨拶があります

――― ○ ―――

◯市長（当間重剛君）

御挨拶申上げます　暑い最中を慎重に御審議頂きましたことを厚く御礼申上げます　尚今会期中に私と一外人記者との土地問題についての発言が一般の批判の対象になりまして議会の皆さん方にも御迷惑を掛けましたことを衷心からお詫び申上げます　然し乍らこの問題に対する信念は決して議会の議決や或は市町村長協議会の態度と何ら変らないと思います　私の申しましたことがそうした誤解を招いておることを心から詫びるものでありますが　今後十分に氣をつけまして皆さん方に御迷惑の掛からないように努力致したいと思います　どうも有難うございました

（午後三時五十一分閉会）
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